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『自称魔王にさらわれました　聖属性の私がいないと勇者が病んじゃうって、それホントですか？』




電子版特別ショートストーリー　夢すら見ぬ、深い眠りに





















　あの人が。

　あの人が、恋こいに落ちる瞬しゆん間かんを見た。







　あの時から、離はなれなければならない日が来る事なんか分かってたんだよ、ホントは。

　ぶっちゃけパーティーを離り脱だつする覚かく悟ごだって有り余るくらい出来てた。







　……でもね。

　まさかあたしごときが攫さらわれるとは思わないじゃない？







　こんな離脱の仕方するなんて、ホント人生って皮肉だわ。
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　あの人……リッツは孤こ児じだったけど、子供の頃ころからずば抜ぬけて強くて、賢かしこくて、イケメンで。正義感にも行動力にも溢あふれたリッツが、長じて『勇者』になったのなんか、ある意味必然だったと思うわけよ。

　対して、そのリッツが辺境の小さな街から旅立つ時にあたしも一いつ緒しよに連れてったのはささいな偶ぐう然ぜんが積み重なった結果かな。




　そもそもリッツに街を出ないかって誘さそわれたのは、思い起こせば五年くらい前。あたしもリッツもまだ十歳をいくつか出たくらいの時だったと思う。

　二人とも施し設せつ育ちで止める大人はいなかったし、街は旱かん魃ばつ続きで食い扶ぶ持ちを減らすのに躍やつ起きになってたもんだから、あたしとリッツが出て行くのなんてむしろ嬉うれしいくらいだったんじゃないかな。

　リッツが街から出る時にあたしに声をかけたのは、多分兄妹きようだいみたいに育って気き兼がねしなくていいからってのもあるだろうし、あたしがケガなら治せるくらいの魔ま法ほうが使えたからだろう。




　あたしも飢うえで日々殺さつ伐ばつとしてくる街にぶっちゃけ嫌いや気けがさしていた。

　施設に配分される食しよく糧りようなんて雀すずめの涙なみだ。あたしよりも小さい子達が、動くのも億おつ劫くうそうにするくらい飢えてる姿を見るのはもう限界だったんだ。

　あたしとリッツがいなければ、その分があの子達の口に入る。断る理由なんかなかったし、それに……リッツがあたしに声をかけてくれたのが素す直なおに嬉しくもあった。だってその頃には本当にほのかにだけど、あたし、リッツが好きだったから。




　もちろんの事だけど、旅は簡単な道のりじゃなくって。

　元々豊かな土地じゃない上に、旱魃の影えい響きようで川は干ひ上あがって、街の近くには生き物の気配すらなかった。干上がった川に沿って歩いて、歩いて……街で汲くんで来た僅わずかばかりの水なんて最初の日で尽つきた。二日目は言葉すら出なくって、ただ黙もく々もくと歩いた。三日目、ようやく水たまりを見つけた。川の底だったんだろうその水たまりは濁にごりきっていて、平時なら飲もうとも思わなかったと思うよ。

　でも、あたしもリッツもカラカラに渇かわききってて既すでに限界なんか超こえてたし、なによりあたしはヤバい水を綺き麗れいに出来る『浄じよう化か』の魔法が使えた。

　いやホント、この時ほど聖魔法の『浄化』がありがたいと思った事はない。

　泣きながら清められた水を口にして、やっと命が永らえた実感が込み上げてくる。

　小さな、小さな、呟つぶやくような声で、初めてリッツは「ごめん」とあたしに謝った。

　水が飲めないってだけで、本当に人間なんて簡単に死にそうになるんだな、なんて事を考えてたあたしと違ちがって、リッツは無言で歩いてる間中、あたしを旅に誘ったことをずっと後こう悔かいしていたのかも知れない。

　うつむいて、表情が分からないリッツ。あたしは無言でまたひとすくいの水を浄化した。




　その水場に、二日いた。

　浄化しては水を飲み、水を求めて僅かに集まる生き物を狩かって飢えを凌しのいだ。二日間で狩った獲え物ものなんて三匹びきだけだったけど、それでもとりあえずお腹なかは膨ふくれたし保存食まで作れたし、鞣なめした革かわで新しい水すい筒とうも作った。あたし達はそうして街を出た時よりも生きるための装備をちょっと増やしては、次の水場へ向かう。

　思えば、街を出てから干上がった川を辿たどって港町に着くまでが、一番苦しかったよね。子供の足で歩くには、あの道のりは過酷で厳しすぎた。

　もしかして、あたしの役目ってそこまでだったんじゃないだろうか。

　その後冒ぼう険けん者しやとして沢たく山さんの街を巡めぐり、徐じよ々じよに名も上がってきて、リッツの人ひと柄がらや腕うでっぷしに惹ひかれた人が行動を共にするようになってきて。魔物の襲しゆう撃げきを受けたと聞いて訪おとずれた王都に着いた頃には、二人の仲間が増えていた。

　一人は盗とう賊ぞくのニルス。年はあたしよりも下なのかなあ、茜あかね色いろのクルクルはねたくせっ毛に大きなどんぐり目の彼はとにかく元気がよくって、いつの間にかあたし達のパーティーのムードメーカーになってしまった。

　そしてもう一人は弓使いのエルンスト。彼はエルフの血を引くと噂うわさされるエーヴィッヒ村の出身というのがとってもしっくりくる人で、銀色の絹糸みたいなストレートヘアと深緑の瞳ひとみがとってもきれい。賢いけど言いたいことははっきり言うタイプだから、ニルスとはいっつも漫まん才ざいみたいに意見を闘たたかわせてるのが面おも白しろい。

　旅の途と中ちゆうで知り合った彼らは、今や気の置けない頼たのもしい仲間になっていた。

　しかも今度は王都で魔物を退けた功労者としてリッツが『勇者』の称しよう号ごうを貰もらうのに付ふ随ずいして、魔王討とう伐ばつの任と供に、騎き士しと傭よう兵へい、魔導師が加わる事になったっていうからびっくりだ。

　新たに加わるそのお三方はどの人も、当代一と言われる逸いつ材ざいなんですって。あまりに豪ごう勢せいな顔ぶれに、若じやつ干かんあたしが引いてしまったのはしょうがないと思うんだ。




　だって、あたしはさほど強い力なんかない、普ふ通つうの町まち娘むすめで。

　戦せん闘とうの時は目立たないところでひたすら身を守ってて、戦闘後にようやく、回復したり解げ毒どくしたりするだけの、完全なる補助役。リッツはそりゃイケメンだし鬼き神しんみたいに強いから、あのキラキラしい集団と一緒にいても見み劣おとりしないけど、あたしは違う。

　そんな劣れつ等とう感かんから、王宮で催もよおされた魔王討伐のための任命式では、少しリッツ達とは離れた壁かべ際ぎわで、大人しく美味おいしいお菓か子しをはみはみしてたんだよね。

　王様が高らかに魔王討伐の任を告げて、王女様がリッツに路銀と魔装備を渡わたそうと姿を現した時だった。




　リッツが。

　目を見開いて王女様にあからさまに見み蕩とれた後、急に真っ赤になってうつむいた。




　なにあれ、あんな顔、初めて見た……。




「うーわー、ありゃ惚ほれたな」
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　後ろから、からかうみたいな声が降ってくる。

　振ふり返れば、エルンストとニルスが、ニヤニヤ顔全開で立っていた。二人ともちゃっかり皿を山盛りにしてるあたりが全くもって憎にくめない。

「不毛だな、姫ひめ様さまに惚れても未来がない」

「そうでもねえぜ」

　エルンストが言えば、ニルスが即そく座ざに反論する。

「リッツは勇者だ、魔王を倒たおしゃ王女様でも願えるんじゃね？」

　その言葉に、あたしの胸が急にドクン、と音を立てた。

　王都の魔物を討伐しその上魔王まで倒したら……確かに、可能性がないなんて言えない。

　輝かがやくみたいな波打つ金きん髪ぱつの王女様と言葉を交かわしているリッツが、急に遠く感じた。だって、あんなにきれいなお姫様に見劣りがしない程ほどかっこいい。

　いつの間にかあたしよりもずっと高くなった身長、リッツの黒い短髪も精せい悍かんな顔つきも、ちょっと控ひかえめに笑う素そ振ぶりでさえ、華きや奢しやなお姫様と対比になってすごくお似合いに見える。




　リッツが……王女様と？

　そう考えるだけで、気が遠くなった。
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「なぁなぁ、おヒメサマ、すっげぇ美人だったな！」

「……そうだね、天使みたいだったね」

　リッツのばか。屈くつ託たくなく笑え顔がお全開であたしに同意を求めるの、止やめてくれないかな。

「いやー、俺見蕩れちゃったよ、あんな人いるんだなぁ」

「惚れたんだろー！　マジでお前ならさぁ、魔王討伐したら褒ほう賞しようでおヒメサマ、嫁よめさんに貰えるんじゃねぇ？　よっ勇者サマ！」

　リッツの呟きにニルスが余計な事を言う。リッツがその気になったらどうしてくれるのよ。

「は!?　いや、そんな大それた事考えてもないって」

「だってよぉ、おっぱいもバーン！　でさ、優やさしそうでさ、金髪キラッキラ、お目目ぱっちりブルーアイズの生きつ粋すいのお姫様だぜ!?　お前だってトローンとした目で見てただろ」

「いや、そりゃ見蕩れはしたけど違うから！　ミリア、本当に違うから！」

　ニルスのどストレートな追つい及きゆうに、リッツは慌あわてて首を横に振るけど。

　なによ、やっぱり見蕩れてたんじゃない。いいのよ、あたしにそんな言い訳しなくても。

「照れるな照れるな、お前ならいける！　巨きよ大だいな悪を倒して麗うるわしの姫ゲットは男の夢だろ！」

「君が言うとなんでそんなに安っぽいんだろうな、しかし確かにお綺麗な方だった」

　エルンストもほう、とため息をつく。宿屋に帰って来てから興奮しきりの男性陣じん。ニルスのストレートな感想に、リッツは困ったように、エルンストは呆あきれたように返すのは、嫌いやって程見慣れたいつもの光景だ。




　さすがに今回魔ま王おう討伐の一助になるように、って旅の仲間として紹しよう介かいされたお三方がいたらもうちょっとは大人しくしてるんだろうけど、これまでの旅の中で慣れ親しんだメンバーしかいないもんだから、そりゃもう盛り上がる盛り上がる。

　皆みんなはすごく楽しそうだけど、あたしはお城で身の丈たけに合わない豪ごう華かなお昼ご飯をいただいたばっかりなのも相まってお腹いっぱい、胸いっぱい。正直これ以上お姫様の話題もお城や討伐の話題も、胸やけしちゃいそう。

　なのにさっきから話題はお姫様一いつ択たくだ。話題が話題なだけになんだか居い心ごこ地ち悪いあたしは、その場をフェードアウトしようとさりげなく扉とびらへ向かった。心こころ狭せまいけどさ、やっぱり聞いていたくないじゃない。パーティーメンバーはあたし以外男ばっかりだから、尋じん常じようじゃなく盛り上がっちゃってるし。

　ふん、リッツのばかやろう、人の気も知らないで。

　でも確かにお姫様はマジ天使だったよ、それだけは同意だよ……！

「あっミリア！　どこ行くんだ？」

　くぅ、リッツに見つかってしまった。こんな時ばっかり目め敏ざといヤツめ。

「魔法屋さん」

　とりあえず、行こうと思ってたのは本当だから。

「へ？　なんで」

「一週間もしたらまた旅立つんでしょう？　ここって珍めずらしい事に魔法を教えてくれる魔法屋さんがあるみたいなの。もしかしたら聖属性も教えてくれるかも知れないから」

「へぇ、すっげぇなぁ！　さすが王都だよな！」

「ああ、それは行った方がいい。智ち識しきは宝だからね」

　ニルスもエルンストもごく普通に会話に入ってくる。本当に気のいい仲間達なんだ。二人は諸もろ手てを挙げて賛成してくれたのに、なぜかリッツだけは少し渋しぶい顔をした。何がひっかかってるのかは分からないけど、少し考えた後、結局「じゃあ俺も行くよ」と腰こしをあげてくれる。

　いつだってジェントルマンなリッツは、こんな時だって優しい。本当は任命式のパーティーで色んな人に囲まれて質問ぜめにあって、あたし達よりずっと疲つかれてる筈はずなんだ。出来れば部屋でゆっくりしていたい筈なのに、こうして周りを気き遣づかってくれるんだよね。

　そしてあたしはいつもいつもそれに甘えてきた。でもあたしも大分大人になったし、それじゃダメだって事くらい、いい加減分かってるんだ。




　ねぇリッツ、あたし、強くなりたいんだよ。

　お姫様が綺き麗れいだって話も、リッツならお姫様でも狙ねらえるって話も、本当の事だ。悲しくなる要素なんかない筈なのに居心地悪く感じてしまうのは、きっと自分に自信がないから。

　どうしてもお姫様の輝くみたいな美しさと自分とを比べちゃって、負けてる感が否いなめない……っていうか、同じステージに立つことすら出来てない感がハンパない。

　新しく仲間になる人達が立派そうでついていけるか不安になるのも理由はきっと同じで。

　リッツの優しさと強さに頼たよりきりで自分を高めて来なかったツケが、今ここに来てあたしに自分でもよく分からない壁を作らせてる。

「大だい丈じよう夫ぶ。魔法屋さん、この宿のすぐ裏なんだって」

「そうか、でも明日あしたでもいいんじゃないか？　ずっと旅してきて、連日魔物討とう伐ばつした上に今度は任命式のパーティーだろ、少しは休まないと身がもたないぞ？」

「そうだよね、皆はゆっくりしててよ。あたしも今日は無理しないでちょっとだけ、覗のぞくだけにするから。これまでちゃんと習ったことないんだもの、楽しみでしょうがないんだ」

「そう、か……」

　なんだか心配そうなリッツにニッコリ笑ってから、素す早ばやく部屋を後にする。だって自分の自信のなさなんて、自分で努力して克こく服ふくするしかないんだもの。

　少しでも役立たずな自分から脱だつ皮ぴしたい。

　その思いを胸に、あたしは宿の裏手にあるという、魔法屋さんに向かった。
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　ひとことで言うと、宿の裏手にある魔法屋さんでは聖属性の魔法は教えて貰もらえなかった。

　でもそれで良かったのかも知れない。魔法屋さんの人達はなかなかにキツいキャラだったからだ。あたしには無理だ。

　宿の裏手に回った途と端たん、なんだか異様な気配を感じて見回すと、いきなり、でっかくってゴッツいおっちゃんと目が合った。

「おう、そこのヒョロっこい嬢じようちゃん！　魔法か!?」

　なんという、無む駄だにデカい声。あたしは危あやうく腰を抜ぬかしそうになった。なんてったって圧がスゴい。完全に仕上がった感のある格かく闘とう家かレベルのゴツさ。まさか魔法の先生なんだろうか、いや用心棒……用心棒に違ちがいない。

　おどおどしていたら、おっちゃんがズズイっと顔を寄せてきた。

「火か！　水か！　風か!?　まさかの土か!?」

「あ、あ、あ、あの、聖属性……」

「聖!?　んなレアもんは教えてねぇ！」

　一刀両断。

　容よう赦しやないお答えとおっちゃんの圧のスゴさも相まって、思わず後ろに一歩下がってしまった。

「大丈夫か！　貧血か！　ハラヘリか!?」

　あ、いや、別によろけたわけでは。

　おっちゃんが怖こわ過すぎて一いつ瞬しゆん心が萎なえかけたけど、あたしだってそう簡単に諦あきらめるわけにもいかない事情がある。頑がん張ばらねば。

「あ、あの、大丈夫です。その、せめて魔法の基本とか教えて貰えませんか？　あたし、完全に独学で」

「無理だ！」

　くぅ……またもや一刀両断。ま、負けないぞ。せめてなんか一つでもこのおっちゃんから有益な情報を引き出すんだ、あたし！

「あのっ」

「なんだ！」

　いちいちムダに声がデカい！　と思った瞬間だった。

　バチ───────ン!!

　と、景気のいい音が鳴り響ひびく。

　グオオォ……と、地響きのような呻うめき声をあげて、おっちゃんが地に伏ふした。

「あ、あの、大丈夫ですか」

　しかしその答えは貰えなかった。

「ゴイル！　アンタ外に出るなっつったでしょ！　客が逃にげる！」

　という、至し極ごくもっともな怒ど鳴なり声と共に目の前で土くれが盛り上がり、おっちゃんをドーン！　と突つき飛ばして、魔法屋さんの中にあっという間に押しこんでしまったからだ。

　もはや声も出せずに目を真ん丸にしていたら、中からとっても普ふ通つうの可愛かわいらしいポニーテールのお姉さんが出てきた。

「ごめんなさいね、怖かったでしょう？　あなた、魔法を習いに来たの？」

　どう考えてもさっき怒鳴ってたのと同じ声だ。本当はこのお姉さんの方が絶対に怖い。ただ、とりあえず話は通じそうだし背に腹はかえられない。あたしは、おっちゃんとのやり取りを、改めてこのお姉さんに話してみる事にした。

「なるほどねぇ、残念ながら確かにゴイルの言う通り、うちでは教えてあげられないわねぇ」

　そう言ってお姉さん……土属性の使い手だというダイアナさんは申し訳なさそうに笑った。

「うちで教えてあげられるのは四大属性のみなのよ。火、水、風、土……これはそれぞれの精せい霊れいの力を借りて魔ま法ほうを発現するの」

「精霊……」

「そう。今、あれ？　って思ったでしょう」

　あたしは思わずコクコクと頷うなずいた。

　いまだかつて、精霊とやらに力を貸して貰った覚えはない。もしかして、知らない間に勝手に力を借りていたんだろうか。それって相当失礼なんじゃない？

　精霊を怒おこらせて国が滅ほろんだという、笑えない逸いつ話わが頭をよぎる。

「あはは、そんな青くならなくても大丈夫よ。聖属性と闇やみ属性は何から力を得てるのか、実はあまり研究が進んでないらしいの。どうやらその顔じゃ実際魔法を使ってるあなたにも分からないみたいね」

「はい、何から力を得てるとか、意識したこともありませんでした」

「聖属性なんてこの王都ですら滅めつ多たに聞かないくらい珍めずらしい属性だし、さらにその中でも魔法として発現できる程ほど魔力がある人なんて、これだけ生きててもあなたでやっと三人目よ。聖魔法なんて属性があることも知らない人のほうが多いかもね」

　どれだけ生きて来たのかはあえて聞かないけど、なんか思ったより聖属性が異質で珍しいって事だけは分かった気がする。どっちかっていうと、レアっていうよりマイナーってイメージだったんだけど。それに、ゴイルさん（なんと火属性の使い手らしい）が言った通り、普通の魔法屋さんや魔導師さんじゃ無理だってのも理解した。

　それでもなんでも、あたしにはどうしたってやっぱり先生が必要だ。力を高めるために何が必要なのか、せめてヒントだけでも……！

「あのっ、あたし、どうしても強くなりたいんです。ご存じの聖魔導師の方、紹しよう介かいしていただけませんか？　お、お願いしますっ！」

　必死に食い下がったら、ダイアナさんは仕方ないなぁって少し笑って「すんごいお婆ばあちゃんだけど、腕うでは確かだから」と、一人の聖魔導師を紹介してくれた。




　一刻も早く会いたくて、あたしはその足でダイアナさんの描かいてくれた大おお雑ざつ把ぱな地図に沿って歩き出す。ちょっぴり迷ったりしながらもたどり着いたのは、宿屋からは結構離はなれた場所にある小高い丘おかの上の一いつ軒けん屋や。

　一目見た感想は「わぁ、童話みたい」だった。

　赤いお屋根の可愛いおうち。風かざ見み鶏どりに煙えん突とつ、庭には花が色とりどりに咲さいていて、なんとも可愛い。簡易な柵さくの中には青々とした牧草とおだやかな瞳ひとみをした牛さんがいるし、近づいていくとパンの焼けるいい匂においまでする。

　そういやおやつ時だっけ。

　平和でのどかで、なんだか幸せな気分になるおうちだなぁ……なんて顔をほころばせたまま、扉とびらをノックしようと右手をあげたら、見ていたみたいなタイミングでゆっくりと扉が開いた。

「ミリアちゃんかねぇ、よぅ来たねぇ」

　なんという、可愛らしいお婆ちゃん！
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　どうやってかは分からないけど、ダイアナさんからすでに連れん絡らくを受けていたらしい聖魔導師のパルムお婆ちゃんは、なんと作りたてのパンと搾しぼりたてのミルクであたしをもてなしてくれた。

　ミルクはとっても濃のう厚こうでふんわり甘く、パンからは小麦とバターの芳ほう醇じゆんな香かおりが湯気と共に立ち上って鼻び腔こうをくすぐる。素そ朴ぼくなのにこれまで食べた中で間違いなくダントツに美味おいしい。そう、お昼に食べたばかりの宮きゆう廷てい料理より美味しい。なんせ今の今まで胸やけしそうって思ってたのに、このパンは美味しくいただけちゃったんだから。

「美味しいやろぉ、うちのラーナちゃんのミルクは遠～い街からわざわざ買い付けに来るくらいなんよぉ」

「はい！　すっごく美味しいです！」

「ああ、ええ笑え顔がおやねぇ。食べながらでええよ、ミリアちゃんの事情、聞いてもええかねぇ」

「事情？」

「なんで習いとぉなったとか、どんなんが習いたいとか、そういうのやねぇ」

　なるほど、別に隠かくすほどの事でもないし。

　何よりパルムお婆ちゃんにはこれから魔法を習おうと思ってるわけだから、出来うる限り誠実でいたい。あたしは、洗いざらい話す事にした。

　話し始めてすぐに、自分が話を順序立てて伝える事さえ上手に出来ないって事実に、今さら気付いて愕がく然ぜんとする。

　そうだよね、交こう渉しよう事もこれまで全部リッツがやってくれてたんだもの。あたしは、いつだって後ろで大人しく話がまとまるのを待ってただけ。あたしって本当にリッツに頼たよりっぱなしだったんだなぁ、情けない。

　落ち込んだもんだから余計にスムーズじゃないあたしの訥とつ々とつとした話を、パルムお婆ちゃんはただにこにこと笑って、ゆったりと聞いてくれる。

　なんだか、不思議。

　それだけでこんなに癒いやされた気持ちになるだなんて思わなかった。なぜか話しているうちにじんわりと涙なみだがでてくる。お母さんとかお祖母ばあちゃんとかって、こんな感じなんだろうか。

　自分の情けなさを強く感じていた時だけに、無む性しように切ない。

「ああ、ミリアちゃんはあの魔王討とう伐ばつパーティーの一員なんやねえ」

「はい。……リッツのオマケみたいなもんですけど」

「そんな事ないわなぁ、物事にはちゃあんと意味があるもんなんよぉ？　ミリアちゃんにはきっと大切な役目があるんやねぇ」

　あたしよりずっとずっと沢たく山さん生きてきたパルムお婆ちゃん。その言葉にはとても含がん蓄ちくがある。すごく頑がん張ばれば、自分にも大切な役目があるって思えるようになるだろうか。

　……違ちがうか、元々そう思えるようになりたいから、あたし、今ここにいるんだ。そうだよ、うじうじしてる場合じゃなかった。




「パルムお婆ちゃん、あたし、浄じよう化かと回復と解げ毒どくしかできないの。もっと出来る事の幅はばを広げて戦せん闘とう中でも役に立ちたい。本当は攻こう撃げき手段だって欲しいんだ」

　真しん剣けんに尋たずねたら、パルムお婆ちゃんは「そうやねぇ……」と呟つぶやきながら、あたしの目の奥をじいっと見つめてくる。そして、ゆっくりとあたしの両手を握にぎりしめた。

「うん……魔力は、ミリアちゃん測った事ないんやなぁ」

「は、はい」

　だって魔力測定って、専門的な機関でやるものでしょう？　貴族か稼かせぎのいい商人くらいの財力がなきゃ、魔力測定なんてお金のかかることそう簡単には出来ないよ。

　あたし達のパーティーは急に勇者パーティーだなんて祭り上げられちゃったけど、これまではその街その街でクエストをこなして報ほう賞しよう金を貰もらうだけで、名はそれなりにあがっても実際は必要経費でトントンくらい。懐ふところ具合は豊かじゃないんだ。

「ミリアちゃん、潜せん在ざい魔力はようけあるんよ、びっくりするくらいやねぇ」

「えっ……」

「そやけどなぁ、色んなモンが邪じや魔まして上手うまく使えてないんよ」

　そんな事まで分かるのか。

　ちっこくって柔にゆう和わな可愛かわいいお婆ちゃんが、なんだか一回り大きく見えた。

「ミリアちゃん、悩なやんどぅししょうがないかねぇ」

「え!?　悩むとダメなの？」

「聖魔法は特とく殊しゆなんよ。生命の力を上手に使つこうて魔法として紡つむいどるんやねぇ」

「……ごめんなさい、意味がよく分かんない」

「うーん、そうやねぇ……ミリアちゃん他人のケガ治す時、何考えとう？」

「えっと、可か哀わい相そうとか良くなれとか、代わってあげたいとか、頑張れとか」

「そりゃ疲つかれるやろ」

　確かに大きなケガを治すと、動けなくなるくらい疲れる。

「治ち癒ゆはな、相手が元々持っとぉ生命力を活性化させて治すんが一番なんよ。まぁさっきので言うたら『頑張れ』が一番近いかねぇ。『代わってあげたい』はそれでも足らん時や。ミリアちゃんの生命力ようけ削けずって無む理り矢や理り治すんは効率悪すぎるしねぇ」

「…………!!」

　そんな事、考えた事もなかった。

「花でも、鳥でも、水でも、なんでもいいんよ。生命の輝かがやきを探して集めて、増やして、魔力と混ぜて魔法に紡ぐんが聖魔法の在りかたなんやろねぇ」

「不思議……」

「そうやねぇ、ミリアちゃん自身の生命力も元気やないとキレイに魔法が紡げん意味、分かるやろぉ？」

　あたしは、コクコクと何度も頷うなずいた。

「聖魔法の一番大事な事は分かったようやねぇ。そんなら適性でもみよか、攻撃手段も欲しい言うとったけど相性もあるんよ」

　パルムお婆ばあちゃんの提案で、聖魔法のあれこれを教えて貰っては試ためしていく。いくつか試すうちにびっくりするくらい相性が合う魔法が見つかった。




　その名も『気配操作』。

　攻撃手段どころか隠おん密みつ系の魔法なところが何ともあたしらしい。ぶっちゃけこれまで戦闘時に身を潜ひそめていたのが、地味に訓練になってたんじゃなかろうか。そう思うと若じやつ干かん微び妙みようだ。

　ただ、これは結構便利な魔法らしくって、自分の生命力の輝きを絞しぼり込んだり増ぞう幅ふくしたりする事で気配を完全に絶つ事も、逆に敵を威い嚇かくする事も出来るっていうから面おも白しろい。

　あまりにも簡単にコツが摑つかめて嬉うれしくなったあたしは、気配を消したり緩ゆるめたり、強めたり他ほかの気配に同化させたりと、思わず夢中になって試しまくってしまった。

　どうしよう、すっっっごく、楽しい!!

　そう、楽し過ぎてすっかり忘れてしまってたんだ。

「ミリアぁぁぁ!!　無事か!!」

　絶ぜつ叫きようと共に扉とびらを蹴け破やぶって、あたしの自じ慢まんの幼おさな馴な染じみ、リッツが転がりこんでくるまでは。





[image: ]






　ミリアが宿の部屋を出てどれくらい経たった頃ころだろうか。

　突とつ然ぜん、本当に突然に胸の中にぽっかりと巨きよ大だいな空間が開いたような虚きよ無む感かんが俺を襲おそった。

「リッツ？」

「どうかしたのか？」

　急に胸を押さえたからだろう、ニルスとエルンストが怪け訝げんそうな顔をする。

「いや、分からない。……でも、この感じは」

　ガキの時、一度だけこんな感じを経験した事がある。あれは……そうだ、ミリアが魔物に襲われて死にかけた時！

「ミリア！」

　気が付いたら走り出していた。




　さっきもっと強く止めるべきだった。元気がなかったし、少し疲れているようにも見えたのに、俺はいったい何をしてたんだ。せめて一いつ緒しよについていけば何かあっても助けられたのに。

　ミリアはどこに行くって言った？

　瞬しゆん時じに記き憶おくを振ふり返り、宿の裏手の魔法屋らしきところに駆かけ込んだ。

「すまない！　ここにミリアという女の子が来なかったか？　聖魔導師なんだ」

「来たけど、うちでは聖魔法は教えてないのよ」

　王都の外れの丘おかに住む聖魔導師を紹しよう介かいしたという、その女性が描かいてくれた地図を頼たよりに、俺は必死で走った。

　胸の中の虚無感は、さっきから大きくなったり小さくなったりを繰くり返している。これはもしかして、ミリアが死に瀕ひんしているという事だろうか。

　怖こわい。

　もっともっと昔、それこそ施し設せつに入ったばっかりの頃、俺の世界は真っ黒だった。人の嫌いやな感情ばかりが目について、誰だれとも話さず隅すみで小さくなっているようなひねた子供だったと思う。

　でも、不思議なことにミリアが傍そばにいると、そういう嫌な黒い感情がなぜか少なくなったんだ。陽ひに当たってるみたいにポカポカあったかい、ミリアの傍は居い心ごこ地ちがよくて、自然と俺はミリアと一緒にいることが多くなった。

　人に優やさしくするとミリアが笑ってくれたから、俺は折に触ふれて人を助けた。礼を言われるとそれが嬉しくて少し幸せになる。そんな事を重ねているうちにいつしか人の負の感情なんて感じなくなっていて、毎日が穏おだやかで温かいと思い始めた頃だった。

　今みたいに突然、まるで世界が無くなったみたいな絶望感が襲ってきたんだ。

　訳も分からず走って、走って、やっと着いた先には今にも魔物に食い殺されそうなミリアがいた。血まみれで、息があるのが不思議なくらい、凄せい惨さんな光景だった。

　あの光景が嫌でも思い出されて、俺は必死で走った。




　目の前に、ようやく目的の家が見えてくる。風かざ見み鶏どりが目印だと魔法屋で会った女性が言っていた、間ま違ちがいない。

　そしてその家には、髪かみの毛が逆立つような強きよう烈れつな魔力がみなぎっていた。

　とんでもない術師が、中にいる。

　俺の全身を、痛いほどの恐きよう怖ふと焦しよう燥そうが襲った。




　頼たのむ、生きていてくれ、ミリア！
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「リッツ!?」

「大だい丈じよう夫ぶか！　ケガは！」

　どうしてここに？　と問いたいのは山々なんだけど、リッツがあまりにも真しん剣けんな表情で、頭やら腕うでやら脚あしやら背中やら見てくるもんだから、さすがに言葉を失ってしまった。

　ひとしきり確かく認にんしてようやく安心したのか、リッツはハア～……と大きな息をついて、床ゆかにへたりこむ。

「良かった、無事で……」

「ご、ごめんなさい」

　物もの凄すごく心配させてしまったみたい。

　そうだよね、そういえばあたし宿屋の裏の魔ま法ほう屋さんに行くって言って出てきたんだった。もしかして結構時間も経っちゃってるのかも知れない。リッツにしては珍めずらしく肩かたが激しく上下してるし、あたしの事ずっと捜さがしていたのかな……本当に悪い事をしてしまった。

「おやまあ、年とし頃ごろの娘むすめさんをそんなにジロジロ見るもんやないねえ」

　パルムお婆ちゃんがふんわりと口を開くと、途と端たんにリッツの表情が鬼き神しんのように険しくなった。

　どうしたの、リッツ。

　そんな恐こわい顔、魔物にだって見せたことないじゃない。

「誰だあんたは！　ミリアに何をした！」

　ズイッとパルムお婆ちゃんに詰つめ寄ったリッツは、摑みかかってもおかしくないような勢いで。あたしは心臓が縮みあがるかと思うくらい驚おどろいた。

「ま、待って！　やめて！」

　慌あわててパルムお婆ちゃんとリッツの間に割って入る。小こ柄がらなパルムお婆ちゃんの体をリッツの目から隠かくすように立って、あたしは必死に弁解した。

「ごめんなさい！　心配かけたのは本当に悪かったと思ってるの！　でも、パルムお婆ばあちゃんはあたしに魔法を教えてくれただけで……あたしがつい夢中になって」

「ミリアは黙だまってろ！」

　一瞬、ポカンとしてしまった。あたし今、怒ど鳴なられたよね？

　リッツがあたしを怒鳴るなんて初めてのことだ。そもそもリッツがこんなにいきなり怒おこり出すなんて見たことがない。どうしたのリッツ。

　リッツも、ハッとしたように口を閉じ、決まりわるそうに俯うつむいた。




「……ゴメン、でも今は黙って俺の方に来てくれ。その人、尋じん常じような強さじゃない」

　意味が分からない、どうしてそんなにも警けい戒かいしてるの？

　しかも急せかすように手を差し伸のべたリッツが、いきなり床に倒たおれこんだ。

「リッツ！」

「グッ……あんた、一体……何をした！」

　苦く悶もんの表情を浮うかべながら、リッツは必死で起き上がろうともがいている。その視線は、射殺すような鋭するどさでパルムお婆ちゃんにビシビシと突つき刺ささった。

「やれ、若いんもそりゃあ厄やつ介かいなもんやなあ」

　それなのに、リッツの激げき昂こうなんて意にも介かいさず、パルムお婆ちゃんはなんだかのんびりと呟つぶやいた。

「あ、あの、これパルムお婆ちゃんが……？」

　床に転がっているリッツに手を貸しながら、まさかという思いでパルムお婆ちゃんを振り返ったら、相変わらずの柔にゆう和わな顔で微笑ほほえまれてしまった。

「凄いやろう？　ミリアちゃん、頑がん張ばれば聖魔法はこんなこともできるんよ。ほら、さっき目え鍛きたえる練習したやろお、ちょっと視みてみい？　何したか考えてみるとええよ」

「は、はい」

　毒気を抜ぬかれたのか床に座り込んで、ちょっと拗すねたように目を逸そらしているリッツをマジマジと見つめる。

　聖魔法の基本は、対象物の生命力を見み極きわめること。パルムお婆ちゃんレベルになると患かん部ぶ周辺の健康な細さい胞ぼうを見極めてピンポイントで活性化させることで超ちよう効率良く治ち癒ゆ出来ちゃったりするらしいけど、あたしがすんごく頑張って目を凝こらしても今の段階で視えるのは、その人の体を包むように揺ゆらめいている、大まかな生命の衣ころもだけ。

　でも。

　これはおかしい。

　リッツの生命の衣が薄うすく薄くなっている。健康な人なら大体あたしの手の平くらいの厚みがある筈はずなのに、リッツの生命の衣は小指の爪つめの先くらいの薄っぺらさになっていた。

「こ、これって……リッツが死んじゃう！」

　半泣きになって自分の生命力を注ぎ込もうとリッツの額に手を当てる。自分の生命力を意識的に他者に与あたえる練習だってさっきパルムお婆ちゃんと一緒にやったばっかりだもの、今のあたしなら出来る筈！




　自分の中の生命力を凝ぎよう縮しゆくして、手の平へ。

　お願い。あたし、リッツを助けたい……！




　その途端、自分の中からびっくりするくらいの力が溢あふれ出た。

　どんどんどんどん溢れ出していく。

　どんどんどんどん……どうしよう、どうして止まらないの……！

　ヤバい……意識が薄れてく……そういえばさっきパルムお婆ちゃんに言われたっけ、大事な人への対処ほど力の加減が難しいって……思わずやり過ぎちゃうもんだって……。

　それにしたって、こんなに簡単に……？

「おやまあ、自分の命まで出し切るつもりかねえ、この子は」

　パルムお婆ちゃんの呟くような声を最後に、あたしは意識を手放した。
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　気が付いたら、リッツの背中の上だった。

　どうやらあたし、あのまま気を失ってしまったみたい。あたりはすっかり暗くなっていて、もう完全に夜になっていた。

　情けない、またリッツにガッツリ迷めい惑わくをかけてしまった。しかも今度はパルムお婆ちゃんにも。勝手に押しかけて魔法を教えて貰もらったというのに、あの展開の挙げ句にお礼も言わずに帰るだなんて。悲しくてもう泣きたい……でも、泣いたりしたらそれこそリッツだって困っちゃうだろうし。

　ぐっと堪こらえて、身じろぎする。とりあえずこの広い背中から下ろしてもらうのが先決だ。

「あの、ごめんなさい、リッツ」

「良かった、気が付いたんだな」

　気き遣づかうような優やさしいリッツの声に思わずホッとして、またちょっとだけ熱いものがこみあげた。

　おぶって貰うのが申し訳なくて恥はずかしくて、下ろして欲しいと何度もお願いしてみたけれど、リッツはリッツで頑がんとして下ろしてくれない。

　さすがに目の前で気絶しただけに、あたしを放ほうって置くことができないんだろう。

「ごめんな、俺が無む茶ちやしたばっかりに」

「えっ、なんでリッツが謝るの？　裏の魔法屋さんに行くって言っといて勝手に遠出したのは　あたしだもん、あたしの方こそ本当にごめんなさい」

「いや俺さ、テンパってたんだ。急にミリアの気配が不安定に小さくなって、消えたりもするしさ……ミリアが、事故か何か分からないけど、死にかけてるんじゃないかって思ったら俺、居ても立ってもいられなかったんだ」

　だから、あんなに。リッツの背中で聞く声は、なんだかいつもより小さく頼たよりなく聞こえてくる。なんだろう、体が密着してるからかな、僅わずかな振しん動どうと一いつ緒しよに柔やわらかく伝わってくるの。




「なあ」

「うん」

「ガキの頃ころさ、ミリア魔ま物ものに襲おそわれただろう」

「ああ、うん、あれは死ぬかと思った。あの時はリッツが助けてくれたんだよね」

　施し設せつのみんなで町の外の荒こう野やにサボテン採りに行ったんだよね。あの頃からあたし植物があるところを探さぐるのはなんとなく上手で、ちょっと離はなれたところまで足を延ばしたんだ。トゲでケガしないように小ぶりのナイフを使って一いつ生しよう懸けん命めい作業してたら、突とつ然ぜん。

　背中に強い痛みが走った。

　唸うなり声と、振ふり回されて裂さかれるような痛みが体を襲う。

　怖こわくて、灼やけるように痛くて。

　覚えているのは魔物の獰どう猛もうな息いき遣づかいと、どんどん血が出て行く寒さだけで、細かいことはわからない。

　気が付いたら血まみれのリッツが、泣きながらあたしをおんぶしてくれてたの。




「俺、あの時の事急に思い出してさ、ミリアが死ぬかもって思ったらすごく怖かったんだ。パルムさんからはとんでもなく強い魔力が溢れてたし。とても冷静じゃいられなかった」

「そう、か……リッツありがとう」

　あの時も今回も、必死で捜さがしてくれたんだと思うと思わず涙なみだが滲にじんだ。

「パルムさんにあの後こってり絞しぼられたよ」

　あのおっとりしたパルムお婆ばあちゃんが？　なんだか信じられない。

　でも、絞られたって言いながらもリッツの声はどこかスッキリしていて、あたしはとても安心した。




「ねえリッツ、あたし明日あしたもパルムお婆ちゃんのところに行きたいの。今日の事謝りたいし、お礼も言いたい」

　そしてその上で、もしパルムお婆ちゃんがいいと言ってくれたなら、旅に出るまでの間、もっと鍛えて欲しいってお願いするつもりなんだ。パルムお婆ちゃんには申し訳ないけど、あたしリッツが大ケガでもしたら、絶対に今日みたいに魔力の制せい御ぎよが出来なくて簡単に死んでしまうと思う。

　パルムお婆ちゃんのおうちのことを手伝うなり、お使いに行くなり、へっぽこなあたしに出来る事はなんだってやるから、なんとか教えて貰えないだろうか。

　一週間後には魔王討とう伐ばつのために王都を出ることは、既すでに決定事じ項こうだ。それまでの間に少しでも強くなりたい。今日パルムお婆ちゃんと出会って、その思いはさらに大きく、急速に強くなっていた。




　翌日、そんなあたしの思いをパルムお婆ちゃんは満面の笑えみで受け止めてくれて、あたしは晴れてパルムお婆ちゃんの弟で子しとして聖魔法を教えてもらえることになった。

　なぜか一緒に来たがっていたリッツはお城に呼び出されることも多くって同行することは少なかったけれど、それでもパルムお婆ちゃんのおうちで集中して聖魔法を修しゆ行ぎようする毎日は充じゆう実じつしていて、とても楽しい。

　これまではそもそも魔法を使い続けること自体が少なかったけれど、魔力が枯こ渇かつしてきたらパルムお婆ちゃんが分けてくれるから本当に一日中修行できるわけで、日一日と自分の聖魔法が強くなっていくのを実感できるのがたまらなく嬉うれしかった。

　魔王討伐の任命式から僅かに一週間という短い準備期間ではあったけれど、そうやって聖魔法の修行をしたり支し度たく金で装備を一新したり、出来る限りの力の底上げをしながら、あたしは出立の日に備えていた。
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　そうしてやっと迎むかえた出立の日。

　ただし、今までみたいに気軽に「さっ、行くか」って事にはならないのが、王様から直々に賜たまわった『魔王討伐隊』という肩かた書がきの華はな々ばなしくも面めん倒どうなところだったりする。

　出立式として、あたし達は今日はまず、王城で式典に出席しないといけないんだよね。




　都中の人達に『王』が『勇ゆう敢かんなる選えり抜ぬきの魔王討伐隊を結成』し、国民を守るために魔物という脅きよう威いに立ち向かっているって事を、大々的にアピールするのが目的らしい。確かに王都は魔物の襲しゆう撃げきを受けてからまだ日も浅くって、毎日街で暮らしている中でも人々の魔物への不安が拭ぬぐい去られてるわけじゃないって事は痛感していた。

　そんな街の人達の不安が少しでも軽くなるんだったら、あたし達が『討伐に行ってくるよ』って伝えることは大事な事だって理解できる。あたしだって、普ふ通つうに街で生きてたら『勇者様がなんとかしてくれるんだ』って思ってすっごく安心すると思うもの。

　そんなわけで今、あたしは一生立つことなんか無いだろうと思っていた……というか、考えた事すらなかった場所に立っている。王城の、民衆に姿を見せる用バルコニーだ。もちろん正式な名前なんか知らない。




　そこから見下ろす景色は壮そう観かんだった。都中の人全部が集まったんじゃないかってくらい人がいる。そして、皆みんな異様なくらい熱ねつ狂きようしていた。

「うっひゃ～！　めっちゃウジャウジャ居る！　都中の人間、全部ここに来ちゃってんじゃねえの!?」

　ニルスがいつも通りの直球なコメントを発する。あたしだって完全に同意だ。実は口にださないだけで、ここだけの話、思ってる事は結構ニルスとかぶってることが多い。エルンストに『安っぽい』って言われる事請うけ合いだと思う。ただ、すっかりツッコミ役が定着してきたエルンストも、さすがに今日は眼下の眺ながめに圧あつ倒とうされてるみたいで、ただ呆ぼう然ぜんと人の波を見下ろしていた。

「そうだな。ほぼ人口の九割方はいるだろう規模だな」

　後ろから落ち着いた声が聞こえて、あたしは思わず振り返る。

　ニルスの疑問に答えてくれたのは、今日から一緒に旅する事になる騎き士しのアーサーさん。魔王討伐の旅のために王様がつけてくれた、当代一の実力を持つという凄すご腕うで騎士らしい。

「それだけ民たみに期待されているという事だ。君達パーティーはいきなり『魔王討伐隊』なんてものに祭り上げられて実際思うところもあるだろうが……彼ら民から見たら希望の星なんだ。手を振ふってやってくれないか？」

　そう言いながら、自分も眼下に向かってにこやかに手を振る。途と端たんに式典の会場には悲鳴のような歓かん声せいが沸わき起こった。もちろん女の子達の黄色い声だ。

　まるであの天使な王女様みたいに波打つ金きん髪ぱつと青い瞳ひとみを持つ美び丈じよう夫ふが、これまたカッコいい礼装用の騎士服で微笑ほほえんで手を振ってるんだもん。叫さけぶしかないよね、女の子としては。

「ちょっ……あんたの後、超ちよう絶ぜつ手え振りにくいんですけどっ」

　よく言った、ニルス！

「そりゃそうよねえ。しょうがない、それじゃオネーさんが一ひと肌はだ脱ぬいであげよう」

　ニルスをちょいっと押しのけて、颯さつ爽そうと出てきたのは魔導師のスカーレットさん。

　その名のとおりゴージャスな波打つ真っ赤な髪かみとセクシーな厚めの唇くちびるがとっても魅み力りよく的てきなお姉さんだ。

　彼女がバルコニーから身を乗り出して大きく手を振ると、今度は地鳴りのような低い歓声が沸き起こる。投げキッスまでサービスするもんだから会場はもう、なんだかよくわからない熱狂に包まれてしまった。

「あら!?　やりすぎた？」

「どう考えてもやりすぎだろうが！　まったくお前というヤツは……はしたない！」

「うっわ、出た！　おやじくさ！」

　アーサーさんとスカーレットさんの思いのほか仲よさげな会話に驚おどろいていたら、視線を感じたのかスカーレットさんに「なあに？」と微笑まれてしまった。そんなちょっとした仕草まで色っぽい感じがするなんて、なんだか神様は不公平だ。

「いや、仲がいいんだなって思って……」

「どこが!?」

　スカーレットさん、嚙かみつくみたいに言っても、それケンカするほど仲がいい人の典型的な反応ですから。それに、ちょっぴりだけ頰ほっぺたが赤い気がする。そして、一いつ瞬しゆんだけ不安そうな瞳がチラリとアーサーさんを捉とらえた。

「……不本意だが親しん戚せきなんだ」

　スカーレットさんの視線には微み塵じんも気づかない様子で、困ったようにそう言ったアーサーさんを見て、少しだけ悲しそうに瞳が翳かげったし。僅わずかにだけど肩かたも落ちた。

　分かりやすい。……なんて分かりやすい。

　そして可愛かわいい！

　あたしよりもお姉さんだけど、苦しい恋こいをしてるとこは一いつ緒しよだ。何よりも、誰だれよりもわかりあえる気がする！

　あたしは一気にスカーレットさんが好きになってしまった。

「意外ですね、いかにも貴族ですって感じのアーサーさんと、……その、スカーレットさんが親戚って」

　やっと脳みそが動き出したらしいエルンストが何食わぬ顔で会話に入ってきたのが地味に面おも白しろい。それに、結構スカーレットさんにひどい事言ってるし。

「あらボウヤ、見えない？　この溢あふれ出る王家の気品」

　スカーレットさんがその艶つややかな赤い髪をふわりと揺ゆらしウインクまでくれたけど、溢れ出たのは残念ながら色気だけだった。いや、羨うらやましいけど。

「王家!?」

　スカーレットさんの色気にあてられて、悲しいかな若じやつ干かん赤くなったエルンストが驚きの声を上げると、アーサーさんが眉まゆをこれでもかというくらいに下げて、小さく頷うなずいた。

「……スカーレット、そこはせめてマナー通りの美しい挨あい拶さつでも見せてくれ……王家の品位が疑われる」

　はっ、そうか！　って顔してる場合じゃないと思います、スカーレットさん。ただ、それを見るアーサーさんの目は、意外にも優やさしい気がする。落ち込むスカーレットさんを横目で見ながら、アーサーさんは少しだけ事情を話してくれた。




「まあ、私達は傍ぼう流りゆうなんだよ。スカーレットの家は先王の代で臣下に降くだったし、私は現王の末の弟でね。私達は臣下に降った時点で国を外敵から守る責務を負ってるわけだ」

「お二方とも騎士団と魔ま導どう師し団の当代一の実力の持ち主とか。やはり王家に傑けつ出しゆつした才能が出やすいという話は本当なんですね」

「しっかし、なんでまたあんた達がわざわざ魔王討とう伐ばつなんて行かなきゃならねえんだ？　下手へたすりゃ死ぬぜ、断れなかったのか？」

　二人が王家筋だと知って即そく座ざに如じよ才さいなく対応するエルンストと、自分の気になる事は構わず聞くニルス。相変わらずの平常運転だけど、返ってきた答えは意外なものだった。

「私達が行く事が重要なんだよ、王家筋が自ら魔王討伐に行く事がね。……ちなみにそこでずっと黙だまっている男は傭よう兵へいとの触ふれ込みになってはいるが、代々続く王家の守もり人だ。名前はクワイト、私の腹心の部下でもある」

　なんと、傭兵さんまで王家の肝きもいりだったとは。

　アーサーさんの裏向きの部下だというクワイトさんは、まだ声すら発していない。今も紹しよう介かいされたというのに、無言で頭を軽く下げただけで、目立たない隅すみっこの方へ行ってしまった。

　格かく闘とう家かなのかな、防具らしい防具もつけてないけど。

　クワイトさんのヒョロリとした長身が行った先を思わず目で追ったのが失敗だった。見たくもない物を見てしまった……。




　さっきから。

　全力で。

　あたしが見ないように頑がん張ばっているというのに……！

　リッツときたら照れた様子で、天使姫ひめと歓かん談だんしていらっしゃる……！




　いや、分かってる。分かってるよ？

　リッツは期待の勇者なんだもの。これからの魔王討伐隊を率いるリーダーのリッツが、王様と王女様の間に立って、三人一緒に民の皆みなさんに勇姿を見せるのが大事だって。

　だからこれは本当に単なる嫉しつ妬となんだ。

　たった一瞬でリッツの目を釘くぎ付づけにして、蕩とろけるような顔にさせるだけの破は壊かい力を持ったあの天使姫の事だもの。

　傍そばで微笑んで、会話して、うっかり手なんか触れちゃったりしたら……リッツは魂たましいまで持ってかれちゃうんじゃないかな。

　そして、その危き惧ぐを裏付けるかのように、リッツの頰ほおは赤く上気していた。見ていられなくて、また目を逸そらす。

「けっ、リッツのヤツ、デレデレしてやがんなー」

　いつの間にか、ニルスが横に立っていた。

　うわ、見られちゃったかな……今、あたし明らかにうじうじしてた。恥はずかしくてニルスからも目を逸らしたら、ニルスはあたしの背中を軽く叩たたいた。

「気にすんな」

　ひと言だけそう言って去っていくニルスの背中を、思わず見送る。今の……慰なぐさめてくれたのかな。いつもはいっそ空気を読まないくらいなのに。

　ニルスがくれた思いがけない優しさに、あたしはちょっとだけ元気になれた。

　そしてそのおかげで、パルムお婆ばあちゃんの言葉を思い出した。「式典が終わる頃ころになぁ、ちょっとだけ目を凝こらして見てみりゃあええ」そう言ってた。

　きっと面白い物が見られるって。




　幸い式典も最後の締しめ、いよいよ勇者リッツの宣言に入ろうというところだ。

　なんでもバルコニーの中でも一段高い場所に設置されている『演えん壇だん』と呼ばれる特別な場所に立つと、言葉が風魔法で拡散されて遠く遠くまで聞こえる仕し掛かけになっているんですって。確かにどんなに声を張り上げたって、魔法でもなきゃこんなにたくさんの人達に声が届くとは思えないものね。

　よくできてるなあ、と感心しながら見ているうちにリッツが緊きん張ちようした面おも持もちで演壇に足をかける。その瞬間、リッツと天使姫がごく自然に視線を交かわして微笑ほほえみあったのが偶ぐう然ぜんにも見えてしまったんだ。あたしは、まるで胸が針で突つかれたみたいに痛くて、唇くちびるをきつく嚙んだ。




　リッツが壇上に登ると、途と端たんに沸わき立つような歓かん声せいが巻き起こる。

　誰もが熱ねつ狂きようし口々に何かを叫さけんでいて、その熱量はなんだか怖こわいくらい。あたしは感覚を研とぎ澄すまし、生命の輝かがやきを見み極きわめようと目を凝らした。




　……なんという……。

　なんという光景だろう。

　まるで虹にじ色いろの焰ほのおが眼下を埋うめ尽つくしているみたい。




　人々の色とりどりの生命の衣ころもが、いつもなら手の平くらいの厚みで一人一人の体を覆おおってるだけの生命の衣が……呼応し、共鳴し、混ざり合って、焰のようにメラメラと燃えて熱気と一緒に吹ふき上げてくるんだ。




　圧あつ倒とうされてしまいそうな、そんな光景にもリッツはたじろいだ様子もない。むしろ沈ちん痛つうな面持ちで、リッツはとても静かに第一声を口にした。




「僅わずか一週間前、この王都は近年聞いたこともない程多くの、強大な力を持つ魔物達に蹂じゆう躙りんされた」




　リッツが言葉を発すると共に人々の歓声が静まり、眼下には驚おどろくほどの静せい寂じやくが訪おとずれた。誰だれもがリッツの言葉を聞き逃のがすまいと口を閉じたのだということが感じられて、あたしはそれにも驚いた。
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「王城近くはもちろん、都の至る所で猛もう威いを振ふるう魔物に深い傷を負わされた方も少なくない。今なお傷が癒いえない方も、不安で眠ねむれない方も多いだろう」




　そう、王城近くを守っていたのはアーサーさん達のような騎き士しやスカーレットさん達みたいな宮きゆう廷てい魔導師達。そして街のここ彼処かしこで出しゆつ没ぼつし街の人達を襲おそっていた魔物達を倒たおしていったのはほかでもないあたし達冒ぼう険けん者しやだ。魔物達にあれだけの猛もう攻こうを受けながら死者が出なかったのは、都中を走り回って魔物の殲せん滅めつに努めた冒険者あったればこそ。

　だから、この王都の住人達の冒険者への信しん頼らいは篤あつく、特に体を張って住人を守り鬼き神しんのように魔物を倒していた勇者リッツへの想おもいは絶大なんだと思う。




「あんたがいなきゃ死んでた！」




　誰かが叫んだ。それが呼び水となったのか、口々に感謝を、激げき励れいを、誰もが叫び始めて眼下はまた歓声に包まれる。

　その喝かつ采さいの声が落ち着くのを待って、リッツが再び口を開く。




「安心してくれ！　俺達が必ず魔ま王おうを倒す！」




　人々を安心させるためか、堂々と宣言するリッツ。その言葉に呼応するように凄せい烈れつな喝采と共に人々の熱気が巻き上げるような激しい焰の波となって押し寄せてきた。見み渡わたす限り遠くまで、豆まめ粒つぶにしか見えない程ほど遠くにいる人までもがこの熱気を保っているというのだろうか。

　リッツが言葉を発するたびに押し寄せてくる虹色の焰が、熱気が怖くて、思わずふらつく。いつの間に戻もどってきたのか、ニルスが支えてくれなかったら倒れていたかも知れない。

　この凄すさまじい光景を作り出しているのがリッツだなんて。

　あたしはこの日、『勇者』であるということの凄すごさと重みを、目と体に嫌いやというほど焼き付けたのだった。
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　なんだかんだで式典も終わって、王都を出たあたし達。

　やっと普ふ通つうに魔王を倒す旅に出る事が出来ると安心したけど、ちょっと一言物申したいんですけど。

　新入りメンバーの装備がゴージャス過ぎる！

　ちょっとなんなの、スカーレットさんのいかにもシルクなローブは！　ジャラジャラに付けた色とりどりの魔ま輝き石せき達は！　さぞや素す晴ばらしい加護が付いてるんでしょうね！

　ちょっとなんなの、アーサーさんの一点の曇くもりもない白銀のフルプレートは！　重くないのかと聞いたら「軽量化の魔法がかかってるからね、羽のように軽いんだ」とか、爽さわやかに微笑まれた！

　ちょっとなんなの、クワイトさんの地味なくせにアダマンタイトが練り込んであるとかいうレアな武道着は！　見た目は革かわのブーツのくせに、内側に謎なぞの金属が入ってるんだってさ！　しかもいちいち軽量化の魔法付きときたよ。

　ちょっとなんなの、リッツのオールオリハルコンだとかいう、勇者装備セットは！　四属性の耐たい性せいがついた魔法にも強い対魔王用の装備なんですって。しかもその下には天使姫ひめが直々に刺し繡しゆうを施ほどこされたというちょっと回復効果があるアンダーまで授じゆ与よされちゃっている。




　いくら今回の魔王討とう伐ばつ任務のために賜たまわった装備だとはいえ、あたし達と格差ありすぎじゃない？　あたし達「これで装備を整えるが良い」って、金銭授与だったよ？　まあ、あの時は全力で喜んだけど。

　しかもぜ～んぶ、浄じよう化かと自動補修の魔法がかかってるんだってさ。自動補修なんてそんなすんごい魔法があることすら知らなかったよ！

「うっひゃ～……金にあかした装備しやがって」

「さすがにスタート時点からここまで格差があると若じやつ干かん萎なえますね」

「そうね、さすがにね」

　ニルスもエルンストも、もちろんあたしだって相当引いた。いや、あたし達だって支し度たく金で色々買ったんだよ!?

　正直これまで防具に回すお金なんてなくって、三人ともくたびれたレザーアーマーを大事に手入れしながら使ってきたんだけど、今回思い切って軽くて防ぼう御ぎよ力が高いと噂うわさのガルボアの革を使ったアーマーにしたし、魔王城は北の果てだって聞いてブーツやマントやアンダーも分厚いものを買い込んだ。

　それぞれの武器だって、王都で買える一番いいのを買ったけど……それでも全然、比べものにもならない。




「まあまあ、途と中ちゆうで無む駄だな出費がないと思ってくれよ」

　不満げなあたし達に、苦笑いで答えるアーサーさん。そしてスカーレットさんは、全然悪びれずに「しょうがないじゃない、お金持ちなんだもの」と小首を傾かしげる。

　まあ、そりゃあそうでしょうけど。

「それより！　ミリアちゃん、君、大だい丈じよう夫ぶか？　さっき式典の時よろけていただろう？」

　さすがに気まずいのか、アーサーさんがあからさまに話題を変えてきた。それを聞いたリッツが慌あわてて駆かけ寄ってきたけど、あたしは大丈夫、と笑って見せる。まあ怒おこってたって状じよう況きようが変わるわけもないから、ここは素す直なおにのってやるか。

「大丈夫です。あれは眼下の生命力の輝かがやきがあまりにも凄過ぎて、ちょっと圧倒されただけで」

「生命力の輝き？　君、まさか聖魔導師か」

「まだひよっこですけど。パルムお婆ばあちゃんが『きっと面おも白しろい物が見られる』って言ってたから見てみたんです」

「まぁあなた、パルム様の弟で子しなの!?」

「はい、色々なこと教えていただきました。一週間くらいですけど」

　スカーレットさんはパルムお婆ちゃんを知ってるみたい。やっぱり魔導師同士繫つながりがあるのかな。

「それよりミリア、本当に大丈夫なのか？　ずっと魔法の特訓しっぱなしだったじゃないか。心配してたんだ……無理してるんじゃないのか？」

「大丈夫だって。聖魔法の特訓のおかげで疲ひ労ろう回復も上手うまくなったんだ。体調は万ばん全ぜんだよ」

　心配げな様子だったリッツが、その言葉を聞いてようやく安心したように緊きん張ちようをといた。




　リッツ、本当に大丈夫なんだよ。だって王都を出発したあたしに、世界は輝いて見えた。

　草原、森、小さな花や小石の一つ一つまで。なんの変へん哲てつもない景色がこんなに輝いているだなんて。

「綺き麗れい……」

　思わずうっとりと呟つぶやくあたしに、リッツが不思議そうな目を向ける。

「パルムお婆ちゃんがね、聖魔法の上達には生命の衣ころも……生命力を見み極きわめる練習が一番だって言ってたの。王都を出てからずっと、やってみてたんだけど」

「うん」

「すごいねぇ、草も木も、地面も、世界が全部輝いて見える……」

　しかも、さっきの式典で見た眼下の光景の凄さがあたしの目を開いたのか、昨日よりもずっと鮮せん明めいに見える。世界の全すべてが生きていることをこんなに鮮明に感じたのは、初めての事かも知れない。

「俺には見えないよ……俺にもミリアと同じものが見えればいいのに」

　なんだか寂さびしそうにそう言ったリッツの言葉が、なぜか耳に残った。
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　旅の序じよ盤ばんは順調だった。

　とても……そう、物理的には。

　王様から賜った二頭立ての馬車を引きながら、魔王城に向かう途中の街々で魔物の巣そう窟くつを聞き取っては殲せん滅めつしながら進んでいく。

　それまで夜営に必要な荷物を全て分けあって背負ってきたあたし達にとっては、馬車に荷物を置いておけるだけでもありがたかったし、特に雨や夜よ露つゆを凌しのげる環かん境きようで旅を続けていける事が素直に嬉うれしかった。

　人口が圧あつ倒とう的てきに多く人材が豊富な王都において当代一と言われる実力者を三人も迎むかえ、さらにその実力者よりも多くの魔物を倒たおしたからこそ勇者として選ばれたリッツがいるんだから、魔物が出たって瞬しゆん殺さつだもの。

「リッツってやっぱスゲーんだなー」

　始まったと思ったら既すでに終わりそうな戦せん闘とうを見ながら、感心したみたいにニルスが言う。

「そうだな、もともとずば抜ぬけて強かったから」

「しかも強力な装備もらってっしなぁ、なんかもう出る幕ねぇなぁ」

　エルンストとニルスの会話に全てが集約されていた。なんせ出る幕がないんだ。




　特にスカーレットさんの加入が大きいのかもしれない。彼女は火と風の二属性持ちで、特に火の魔ま法ほうは「息をするくらい簡単にできるわ」と豪ごう語ごするくらいの適性があるらしい。

　莫ばく大だいな量の火を一瞬で起こし、風魔法で広こう範はん囲いに火を送り込むという彼女の得意技わざ『ファイアウインド』で、雑魚ざこなら大たい抵ていは一いつ掃そうされてしまう。それは同じ魔法を操るものとしてとても羨うらやましい、理想の姿だった。

「リッツなら本当に、魔王を倒してしまうかも知れないな」

「だな！　で、あの綺麗なオヒメサマと結けつ婚こんして国王とかなっちまうかもなー。リッツのヤツさあ、オヒメサマお手製のアンダー着てるんだろ？　スゲーよなー」

　うう、ニルスのヤツめ……！

　その件は忘れようと思ってんのにちょいちょい話題に出すのやめてよ。リッツがそのアンダーを身につけてるのを見るたびにあたしの繊せん細さいな乙おと女め心ごころ、チクチク痛んでるんだから。あ、ほら、エルンストだってちょっと咎とがめるような顔してるじゃない。

　仕方ない、ここはあからさまでも話題を変えさせてもらおう。

「それにしても二人はまだいいよね。森とかで戦闘する時はかなり活かつ躍やくできるじゃない」

　そう、スカーレットさんの『ファイアウインド』は延えん焼しようの可能性が高い森林や街では使いにくい、だからそんな時は一気に肉にく弾だん戦になる。大量の魔物を障害物の多い中で倒すには、エルンストの弓やニルスの投げナイフがかなり有効だったんだ。

「あたしなんか毎食ご飯作って疲労回復するだけだよ。もはや冒ぼう険けん者しやな感じがしない」

「いや、メシ大事よ？」

「ああ、ミリアのメシはうまいな。それに疲労回復は長旅ではかなり重要だろう」

「でもまあ、気持ちは分かるよなー」

　そうよ、戦闘で役に立ちたいんだよ、あたしは。おさんどんしに来たわけじゃないんだから！




「ミリア！　ミリア！　ちょっと来てくれ」

　そして、こうやって三人で話していると大抵リッツからお呼びがかかる。今日はなんだろう、お肉の浄じよう化かかな？

　魔物のお肉はそのままでは毒素がある、そこであたしの登場だ。浄化して毒素を抜くわけだ。そして食べきれなかったお肉には毎日活性化の魔法をかけて鮮せん度どをひきあげてるから傷いたむこともない。馬車の中には新鮮なお肉、新鮮な水、新鮮な野菜、新鮮な果物がいつも積まれ、食事情は旅の中とは思えない充じゆう実じつを見せていた。

　行ってみれば案の定、お肉の浄化を頼たのまれる。

　こうして呼んで貰もらえてリッツの傍そばで作業できるこの時間は、あたしにとっては大事な時間だ。リッツの傍に居られる事がただただ嬉しい。だからあたしはどんな時だって呼ばれればすぐに飛んで行った。

　だって人数が増えてからリッツは何かと忙いそがしい。アーサーさんやスカーレットさんに捕つかまっては魔王に関する伝承や魔王城について現状分かっている事を叩たたき込まれ、道中の魔物の巣窟についての考察や作戦についての議論を交かわしている。街や村に入ればその土地の有力者と顔を合わせもてなしを受ける。

　これまでは全員で同じ時間を共有してたけど、王都を出てから三カ月が過ぎた今では、リッツと一いつ緒しよに居られる時間はめっきり減ってしまっていた。




　うんうん、そうね、そんな状じよう況きようなんだもん、やれる事があるだけまだいいよね。こうして毒素を取り除く事だって聖魔法を紡つむぐんだから修しゆ行ぎようの一いつ環かんにもなるし。

　そう、以前はよく分からずに全体に満まん遍べんなく魔法をかけてざっくり毒素を抜いていたあたしだけど、パルムお婆ばあちゃんに聖魔法の本質を教えて貰ってからは、生命の衣ころもを見み極きわめることに集中してきた。その結果この頃ごろようやく、魔物の肉を浄化する時に消える毒素が魔物特有のものであることに気がついたんだ。魔物の『魔』を構成する部分、『魔気』とでも呼べばいいのか。

「二人と何、話してたの？」

「!?」

　リッツに急に顔を覗のぞき込まれて、驚おどろいて声もでなかった。完全に油断してた……顔、赤くなってないだろうか。

「え？　何って……ああ、そう、あのね、さっきのもだけど、あんまり呆あつ気けなく戦闘が終わるから出る幕ないね、って話してた。あたし達ももっと修練して、もっと戦闘でも役立てるようにならないとね」

「……あたし達、か。この頃ミリア、ニルス達とばっかり居るよな」

　え、なんで急にそんなふてくされたような顔。何これ、すごく気まずい。

　そんなこと言われても、リッツだっていっつもアーサーさん達とばっかり居るじゃない、とはなぜか言いにくい雰ふん囲い気きで。

　せっかく一緒に居られる時間なのに、はからずもこんなにも重い空気になるとは。

　あたしはなんだか、とてもとても切なかった。
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　王都を出た頃ころは道中で遭そう遇ぐうする魔物もまだまだ弱くって、気候もあたし達が元々住んでいた土地ほど暑くなく、もちろん寒くもない、旅をする事自体がとても楽なスタートだった。

　でも、魔王城があると言われる地はあたしでは想像もつかない北の果て。大陸の最も北の北の北の果てにあるんだという。人が住む村落がだんだんと数を減らし、魔物や凶きよう獣じゆうが跋ばつ扈こする未開の地。あたし達が目指しているのは、そんな場所だった。

　だから旅を進めて半年ほどが経たつ頃には、だんだんと物資補給できる村落も少なくなっていき、逆に魔物との遭遇率はあがっていく。そして、いざ遭遇した魔物はひとつ戦いを終えるごとに、手て強ごわさのレベル感が驚くほどに高まっていった。もはや毎回が総力戦で、毎回負傷者がでる。そしてその負傷者は、九割方がエルンストか、ニルスかのどっちかだった。




　レベル違ちがい。

　その言葉しか浮うかばない。

　きっとリッツと、アーサーさんと、スカーレットさんと、クワイトさん。この四人だけで行動しているなら、この土地ですら大きなケガなく進んでいけるのだろう。

　その証しよう拠こに先の四人は戦せん闘とう終しゆう了りよう後ごにも平然としているけれど、ニルスとエルンストは毎回の戦闘が終わるごとに疲ひ労ろうを和やわらげる魔法をかけてあげなければならないほどに疲つかれきっている状況で。あたしだってリッツの厳命で気配操作していなければ、今頃瀕ひん死しか死亡の二に択たくだろう。

　それを不安に感じていたのは、きっとあたしだけではなかったと思う。

　そんな時だった。




「！　魔物だ！」

　誰だれかの叫さけび声にあたりを見回せば、見たこともないほど巨きよ大だいな狼おおかみがあたし達の周囲を囲んでいた。普ふ通つうの狼の三倍くらい大きい、銀色の初めて見る魔物だった。ざっと見ただけでもその数、二十は下らないだろう。音もなく、声もなく、唸うなり声一つ上げずにあたし達を獲え物ものとして見つめる冷れい徹てつな眼めにぞっとした。

　魔物から、肌はだを刺さすような殺気を感じた瞬しゆん間かんだった。

「ミリア！」

　リッツの声が聞こえたと思ったら、強い衝しよう撃げきが体に走って、気が付いたら馬車の中に投げ込まれていた。

「待って！　ねえ、どうして！」

「危険すぎる！　頼むから馬車の中に居てくれ！」

　切せつ迫ぱくした声と共に、馬車の扉とびらの閂かんぬきが下ろされる音が響ひびく。それっきり、リッツの気配はあっという間に馬車から離はなれてしまった。どんなに叩いても、体当たりしても、王家御ご用よう達たしの馬車の扉はビクともしない。あたしの力ではどうしても開かなくて。

　あたしは少しでも状況が知りたくて必死で外の気配を追った。いつも見ている仲間達の生命の衣と、銀色の魔ま気きが光る見慣れない生命の衣。集中すれば、次し第だいに状況が見えてくる。




　二十匹ぴきもの群れで襲おそってきたのも道理だ、ヤツらは群れでの戦法に長たけていて、スカーレットさんの魔法をうまく躱かわしては、俊しゆん敏びんさを最大限に活いかして攻こう撃げきしてくる。そして、その攻撃はニルスを示すオレンジ色の明るい生命の衣だけに集中していた。

　魔物は群れの中でも弱い個体を狙ねらう。

　それがニルスだったんだろう。ヤツらはそれはしつこくニルスを狙った。二十という数の利を活かして、ニルスを庇かばいながら戦っているリッツやアーサーさん、クワイトさんを各おの々おの数すう匹ひき単位で戦闘に持ち込み引き剝はがすことで、フリーになるニルスに集中的に攻撃するんだ。

　それでも皆みんなが善戦してくれているようで、ひとつ、またひとつと、魔物を表す銀色が少なくなっていくのを祈いのるような気持ちで見守る。お願い、早く、早く終わって……！

　その時。

　ひときわ大きな銀色が閃ひらめいて、ニルスを表すオレンジに激しくぶつかった。途と端たん、ニルスの生命の衣が急激にしぼむように薄うすくなる。

「ニルス！　ニルス！」

　なんという薄さなの、まるで皮一枚くらいの薄っぺらさ。

「お願い、開けて！　ニルスが！　ニルスが死んじゃう！」

　あたしは泣きながら馬車の扉を叩く。

　怖こわかった。初めて、仲間が死んでしまうのかと思った。

　あたしがあの場に居れば、きっとあの標的はあたしだったに違いない。
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　なんとか魔物は倒たおせたけれど、案の定ニルスが負った傷は深くて、あたしではパルムお婆ちゃんみたいに完全には治せなかった。なんせニルス自身の体はとても疲ひ弊へいしていて、活性化しても引き出せる回復力が低い。あたしはこの旅で初めて、自分の生命力を流し込むくらい大がかりな治ち療りようを行った。一時的にかなりの深手を負った事で発熱したニルスを一晩中看病する。

　一緒に寝ねずの番をしてくれたリッツに、あたしはたまらず声をかけた。

「ねえ、ロポリスの村に戻もどって少しだけ体を休めたり、レベル上げする時間はとれないの？」

　魔王討とう伐ばつに期限が決められてるわけじゃない。このまま無理に進んで誰かを失うよりも、少しだけ修しゆ行ぎようする時間をあたしにも二人にも与あたえて欲しい。そんな思いだった。

「いや、前の村を出てからもう五日分は進んでる、戻るよりは進んだ方がいい。ここから三日進んだところに村がある筈はずなんだ。そこに少し滞たい在ざいしよう」

「でも……ちょっと進むごとに、魔物が凄すごく強くなってる。このままじゃ、誰か生命いのちを落としそうであたし、怖いんだ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、絶対に誰も死なせない。ミリア、俺を信じてくれ」

「……」

　でも、実際にニルスは死にかけたじゃない。

「誰も死なせないって誓ちかう。皆が疲弊してるのだって分かってる。でもだからこそ、一日も早く魔王を倒そう」

「どうして、そんなに闇やみ雲くもに急ぐの！　仲間の命を危険に晒さらしてまで……！」

　つい語気が強くなってしまったところで、ニルスが呻うめき声をあげた。慌あわてて口を押さえて暫しばらくそのまま息をつめていたら、ようやく安らかな寝息が聞こえてくる。




　なんだか改めて言い募つのる気にもなれなくて、ただ沈ちん黙もくする時間が続いていった。

　こうして黙だまっていると、しんしんと寒さだけが体に積もっていくみたい。

「……寒いね」

「え？　そうか？」

　ああ、まただ。

　寒いって話題が出ると、リッツは決まって一瞬微び妙みような顔をして鎧よろいの下のアンダーにちょっとだけ触ふれるんだ。

　何よ、天使姫ひめ手ずから刺し繡しゆうしてくれたアンダーがあるから、自分は暖かいとでも言いたいの？

　邪じや推すいだと分かっていても、その気持ちが拭ぬぐえない。

　いつからあたし、こんなに捻ひねくれちゃったのかな……。
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　何とか次の村までの二日間を乗り切って、あたし達はようやくキユタという小さな村にたどり着いた。雪深いその村は、狩かりと織物で細々と生計をたてる寒村ではあったけど、この近辺の魔物とも渡わたり合える凄すご腕うでの狩人かりゆうどを擁ようしているという事で、村の雰ふん囲い気きもとても落ち着いている。

　だからなのか珍めずらしく討伐の依い頼らいもなく、あたし達はこの村でやっと落ち着いてレベル上げの時間をとることができた。主な狩り場はもちろんロポリス寄りの森、時々あの巨大な狼の魔物が出るけれど、どれも五～八匹ほどの集団で、数が違うだけでもみんな随ずい分ぶんと戦いやすいみたい。

「俺は三人の守りに集中する。防ぼう御ぎよに回す手数が減ればみんなは攻撃に集中できるしな、信じて任せてくれ」

　リッツがそう言ってくれて、戦闘中のニルスとエルンストの動きが格段に変わったのがあたしはとても嬉うれしかった。

　正直、魔物の群れを倒し終えるまでの時間はリッツが戦うときに比べたらかなり長いと感じるけれど、それでも一戦一戦を終えるごとに二人が徐じよ々じよに強敵への恐きよう怖ふ心しんを克こく服ふくしていくさまが見て取れる。

「エルンスト、奴やつが飛びかかった瞬間を狙え！」

　リッツの声とほぼ同時に、エルンストの矢が魔物を打ち抜ぬく。動きが鈍にぶった瞬間を捉とらえてとどめを刺したのはニルスだった。確実にまた、連係プレーができるようになっている。

　そう、本来これがあたし達の戦い方だった。助け合って、補い合う、泥どろ臭くさい戦い方。




　キユタに着いてから一週間、昼間はレベル上げに勤いそしむ一方で、あたしは自分に疲ひ労ろう回復をバンバンかけながら寝る間を惜おしんでひたすら聖魔法を研究した。

　聖魔法をうまく使えば、この危険な現状を打破できるかもしれない。そう思って毎日試ためしている魔法は二つ。

　他者の気配操作と、魔物の気配探知。

　魔物の居る場所や数が前もって分かれば、こちらから奇き襲しゆうをかけて戦せん闘とうを有利に運ぶことができるかもしれない。なんせこっちには、弓使いのエルンスト、投げナイフが武器の盗とう賊ぞくニルス、そして圧あつ倒とう的てき火力をほこる火の魔導師スカーレットさんがいるんだから、遠えん距きよ離り、中距離だって攻撃手段があるんだもん。それを使わない手はないんだし。




　実は今までも何度かチャレンジしてたんだけど、魔ま物ものの気配ってかなり読みにくいんだ。

　人の生命の衣ころもなら、人それぞれ色も違ちがうし、特とく殊しゆな状じよう況きようじゃない限り混ざり合ったりしないから人数の把は握あくも簡単だ。でも、魔物はそうじゃない。どっちかっていうと動物や植物に似た感じかな。同じ種の魔物なら概おおむね同じような生命の衣の色をしている。だからなのか魔気がすぐに混ざり合って、固まって移動されたりすると個体数が把握できないんだよね。

　ただ、個体数は別として集中していれば半径十メートルくらいまで「魔物がいるかどうか」くらいは察知できる。

　道中ずっと集中しているのはなかなか骨だろうけど、突とつ然ぜん魔物に襲われて誰だれかが死ぬよりずっといい。明日あしたにでもリッツに話してみようかと思えるレベルに達していた。




　一方、なかなかうまく行かないのが他者の気配操作。

　あたし、これはもっと上手うまくできると思ってたんだ。だって、他者の生命の衣を使ってケガを治したり、少し分けて貰もらって自分の魔力に上乗せして他ほかの魔法に使ったりなんて、結構普ふ通つうにやれるようになってたんだもの。やろうと思えば隠かくす事だって出来そうじゃない？

　でも、これが意外と難しい。

　本人の生命の衣でケガを治すのは、活性化させてるだけだし、力は本人の体の中で循じゆん環かんしてるからとても簡単に出来ること。そして生命の衣を分けて貰うのは、力をあたしという別の器うつわに流し込んでるから出来ること。

　本人から力を奪うばわずに気配を薄うすめる術すべが見つからないんだ。これさえ出来れば魔物から狙ねらわれる頻ひん度どを軽くできるのに。自分の気配を薄めるのは簡単なのに、全く一ひと筋すじ縄なわじゃいかないもんだ。

　こんな時、パルムお婆ばあちゃんがいれば、相談にのって貰えたのにな。
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「ミリア、ちょっといいか」

　真夜中、いい案が浮うかばなくて悶もん々もんとしていたら、ニルスに声をかけられた。どうせ煮に詰つまってるしちょうどいい。でも……今留とどまっている村は比ひ較かく的てき安全だから誘さそってるんだろうけど、こんな時間に一体なんだっていうんだろう。




　不思議に思いながらついていけば、そこには意外な顔ぶれが。

「クワイトさん？」

　エルンストもいるけど、クワイトさんが一いつ緒しよにいることなんて滅めつ多たにないから、素す直なおに驚おどろいてしまった。

「揃そろったか」

　クワイトさんが、エルンストとニルス、そしてあたしの三人に視線を投げる。

「単刀直入に言おう。お前達ではこの先の道中など耐たえられない。ここで離り脱だつしろ」

　言葉を失った。




　……なんなの、なんなの!?

　たまに喋しやべったと思ったら、それ!?

「ニルス、先日死にかけたのを忘れた訳ではないだろう。次は死ぬぞ」

「……ハッ、あんたオレの名前知ってたんだな。忠告ありがとよ」

「エルンスト、お前もだ。敏びん捷しよう性せいと体力が低すぎる。一戦終えただけでミリアの回復がなければ動くことも出来んのでは話にならん」

「……っ」

　物凄く悔くやしそうな顔をして、エルンストがうつむいた。エルンストのこんな顔なんか、今まで見たこともないのに。

「それは……リッツも、リッツも僕達に離脱しろと言っているのか」

　エルンストが声を絞しぼり出すようにして放った質問に、クワイトさんはゆっくりと首を横に振ふる。

「いや、リッツには散々進言しているが、なかなか了りよう承しようしないのでな、お前達に直接言ったまでだ。今こ宵よいもアーサー様がこの件についてリッツに進言している事だろう。この討とう伐ばつ隊のリーダーはあくまでも勇者リッツだからな、面めん倒どうな事だ。いつまでくだらぬ事でアーサー様を煩わずらわせるつもりなのか」

「はは……意外とおしゃべりだったんだな、クワイト」

　少しだけ肩かたを落としてニルスが言う。茶ちや化かしたみたいに言ってるけど、声には力なんてなかった。そりゃそうだよね、あたし達が知らないところで、リッツは何度もそんな話を聞いていたなんて。




　あたし達だって、頑がん張ばって来た。

　でも、全然力が足りていないことなんか分かってたの。

　分かってたよ、そんなの。

　努力してもアーサーさん達と今すぐ同じレベルになれるわけじゃない。リッツの目覚ましい活かつ躍やくでパーティーごと魔王討伐隊に任ぜられたけど、日を追うごとにリッツとあたし達の格差はどんどんと開いていく。

「そしてミリア、お前は特に身をひくべきだ。お前はリッツの枷かせにしかならん」




　心臓が凍こおりついた。

　枷。

　あたしが、リッツの枷？




「てめえ！　勝手なこと言いやがって！　もう一回言ってみろ！」

「ああ、はっきり言わないと分からないだろうからな。ミリアお前は知らないだろうが、お前がいるせいでリッツはいつも踏ふみとどまる」

　ニルスの怒ど声せいに、クワイトが吐はき捨てるように答える。

「お前が望むから、この村で数日を過ごして時間を無む駄だにした。お前がいるから、勇者になる事さえ何度も辞退した。お前がいるから、姫ひめとの婚こん約やくすら……！」

　リッツはいつも、いつも、何ですって？

　勇者になる事を辞退した？……そんなの、知らない。

　お姫様との婚約？……そんなの、聞いてない。聞いてないよ、そんなの。

　激しくなる一方の戦闘の中、足手まといになりたくなくて、少しでも役に立ちたくて頑張って来た。苦しかったけど、それでもリッツと一緒に居たかったから。

　一緒に居たくて頑張る事も、リッツを好きでいる事も、それすらリッツの枷になると言うのか。




　さすがに心がバッキリと音を立てて折れた。

　……もう、潮時かも。

「ほう、これは面おも白しろい」

　突然、場ば違ちがいに明るい声がした。

「良かろう！　その娘むすめ、要いらぬのなら私が貰おう」
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　上にグンッと引っ張られるような感覚があって、気がついたら空中にいた。

「ひゃああ、な、な、な、なに……!?」

　あたし、どうなっちゃってるの!?

　どうやらあたしの体を支えているのは、お腹なかのあたりに回された誰だれのものかもわからない腕うで一本らしい。足が頼たよりなくブラブラして、とてつもなく怖こわい。

　浮ういてるの？

　あたし、浮いてるの!?

　若じやつ干かんパニックだ。

　しかも、なんなの？　この背後から感じる恐おそろしいまでの魔気。これまでの魔物なんかとは比べものにならないくらい……！

　ついさっきまで、確かにこんな大きな魔気なんかなかったと断言できる。ほんとうに突然に、この巨きよ大だいな魔気を撒まき散らすヤツは現れたんだ。

　少しでも状じよう況きようを把は握あくしたくて後ろを振り返りたいのに、あまりにガッチリと抱だき込まれていて、振り返る事さえできない。




　悔し紛まぎれに、無む茶ちや苦く茶ちやに足をジタバタさせてみたけれど、空中に浮いたままあたしを捕とらえている筈はずのそいつは、ぐらつきさえしなかった。悔しい、なんて力なの……！

「ミリアー!!　ミリア！」

　ああ、リッツの声が聞こえる。あたしを、捜さがしてる。

　そう思った時には、リッツがニルス達に向かって全力で走ってくるのが上空から見て取れた。

「ミリア、気配を消せ！　近くに魔物……が……」

　ああリッツ、こいつの強大な魔気を感じとって、慌あわてて知らせに来てくれたんだ。

　あたしが一いつ緒しよにいると思ったんだろう、ニルス達に向かって言いかけたリッツは、ふ、と動きを止めた。次いでゆっくりと顔を上げる。

　こちらを仰あおぎ見たリッツは固まったように動きを止めた。あたしの白いローブが舞まうのがリッツにも見えているようで、それだけであたしはちょっと安心できた。

「ミリア……？」

「おお、遅おそかったな勇者」

　またも、背後から聞こえる愉ゆ快かいそうな声。

　でも、ちょっと待ってよ。こんな強力な魔気纏っちゃってるあたりどう考えたって魔族のくせに、どうしてあんた、リッツが『勇者』だって知ってるの？

　違い和わ感かんに、心臓がバクバクと早はや鐘がねを打つ。




「誰だお前は！　ミリアを放せ！」

「ああ、私か？　そうか初対面になるか。申し遅おくれた、私は魔王だ」




　えっ……？

　あまりにも自然になされた宣言に、啞あ然ぜんとした。

　え、ホント？　いやまさか。

「私を倒たおしに来るんだろう？　楽しみでちょっと様子を見に来たんだが」

　誰もが多分、まさか、の思いで一いつ瞬しゆんポカンとした隙すきに、自じ称しよう魔王はどんどん話を進めていく。

「先ほどから聞いておればこの娘、どうやらお前のためにならぬそうだ。私が貰もらって可愛かわいがってやる故ゆえに、安心して旅を続けるが良い」

「冗じよう談だんじゃない！　ミリアを返せ！」
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　言うが早いか、リッツが呆あきれるくらいの跳ちよう躍やく力で岩いわ肌はだを足場に飛びかかってきた。

「リッツ！」

　精せい一いつ杯ぱい、手を伸のばす。でも、次の瞬間にはあたしはもっと高い位置にいて、後ろのヤツがあたしを連れたままもっと上空に逃にげた事を悟さとった。あまり上に行かれるとまずい。リッツ達の攻こう撃げきが届かなくなってしまう。

　なにか、なにかあたしに出来る事は……！

「おっと、長居は無用だな」

　リッツが動いたのを契けい機きにニルスやエルンストも加わって、いざ戦せん闘とうかと思いきや、あっさりしたひと言を呟つぶやいた自称魔王は、あたしに「跳とぶぞ」と囁ささやいた。

　瞬間、目の前が霞かすんで、体が縦横に激しくシェイクされたみたいな何とも言えない気持ち悪さが襲おそいかかってくる。思わず目を閉じて…………。




　気がついたらそこはもう、見た事もない重じゆう厚こうな造りの城の中だった。

　何……？

　どうしてあたし、一瞬で違う場所にいるの？

　何が起こったのか分からない。

　でも、あたしの大切な仲間達の気配が微み塵じんも感じられないほど遠い場所に来てしまった事だけは分かる。

　しかも、ここはきっと、とんでもなく恐ろしい場所だ。

　だって、あたしを捕らえたこいつ程ほどじゃないけど、凄すさまじい魔気がそこら中至るところにある。半径十メートル以内は、ウジャウジャとそれこそ蟻ありみたいにたくさんの大小様々な魔気がひしめきあっていた。

　あたしを捕らえていた腕が離はなされた途と端たん、体がくずおれる。

　さっき体を大きく揺ゆさぶられた上に、あまりにも大量過ぎる魔気を感じとったせいで、すっかり気持ち悪くなってしまったんだ。

「おや、酔よったかな」

　少しだけ声こわ色いろに心配そうな音がある。なぜこいつが、あたしの心配なんかするんだろう。

　わけがわからない、いったい誰なんだコイツ。

　床ゆかに伏ふしたまま声の主に目を向けて、あたしは困こん惑わくした。




　……………え？　天使姫ひめ？

　いや、違う。

　男装だし、背も高いし、こっちが若干精せい悍かんな顔をしてる。

　それでも一瞬天使姫かと見み間ま違ちがえそうなくらい、綺き麗れいな人だった。ふんわりウエーブしたハニーブロンドに、サファイアみたいに綺麗な青い目、すらりと伸びた手足も華か麗れいで、微笑ほほえむその様さえ気品に溢あふれている。そんな人が、自称魔王……？

　いや、騙だまされるな、あたし！

　こう見えてこいつ、凄すごく力は強かったじゃない！　もがいてもビクともしなかった。

　それにこの尋じん常じようじゃない魔気！　危険なヤツなのは間違いないんだ！

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「なんでアンタが心配なんかするのよ……！」

　心配そうに覗のぞき込む綺麗な顔を、精一杯睨にらみつけた。床に伏してる状況だから負け犬の遠とお吠ぼえ感がハンパないけど。

「ほう、イキがいいな。それだけ元気なら大丈夫か」

　にっこりと、それこそ天使の微笑みをくれて、自称魔王は踵きびすを返す。

「ファル！」

　呼ばれたとほぼ同時に姿を現したのは、漆しつ黒こくの髪かみに赤い瞳ひとみのとても背の高い男だった。




　コッチの方が絶対魔ま王おうっぽい……。

　それが第一印象のファルとかいうヤツは、頭には捩ねじれた角、背中には真っ黒なコウモリみたいな羽がついた、どっからどう見ても魔族な男だった。纏まとう魔気も自称魔王よりはるかに暗い嫌いやな色。体に纏わりつきそうにドロリと黒い中に光の粒りゆう子しが幾いく万まんも混ざったような、濃のう厚こうな魔気がゆっくりと渦うずを巻いているその様は見ているだけで気持ちが削そがれていくみたい。顔はとてもかっこいいけど、身に纏う魔気が気持ち悪すぎだ。

　ただ、そう思ったのはどうやら相手も同じだったみたいだ。

「ヴェルティ様……またこんな厄やつ介かいなモノ拾ってきて……この娘むすめ、嫌な気を放ち過ぎです。あなた、確か勇者をからかいに行ったんじゃないんですか？」

　思いっきり嫌な顔されたけど、それよりちょっと待って、今聞き捨てならない事言わなかった!?

「勿もち論ろん行ったぞ？　そこでこの娘が捨てられそうだったゆえ、拾ってきたのだ」

　す、捨てられそうって……だがしかし、ハッキリ違うと言えないのが情けない。

「それに勇者からこの娘を取り上げた方が断然面おも白しろくなりそうだったのでな」

「全くヴェルティ様もお人が悪い」

　ニヤリと悪い笑えみを浮うかべる自称魔王に、ファルとかいう男が大おお仰ぎように嘆なげいてみせる。そして、うんざりした様子のまま、あたしに胡う乱ろんげな目を向けた。

「娘、言っておくがヴェルティ様はお前達ヒト族が言うところの悪意もないが、善意も特にないお方だ。食事は与あたえるが基本放置ゆえ覚かく悟ごしておくように」

「なっ……人を攫さらっておいて、善意も悪意もないってどういう事よ！」

　あんまりな言い様に、思わず口から文句が出た。リッツをからかいに来たんだとか、人を攫っておいて面白くなりそうだとか、さすがにあんまりじゃないか。それなのに、自称魔王は気にした様子もない。もはやあたしの事なんか興味を失ったとでも言いたげに、背を向けながらこう告げた。

「そのままの意味だ、強しいて言えば遊び心か。さてさてあの後どうなったやら……ああ楽しみだ！　ファル、その娘、そこらの部屋に放ほうり込んでおいてくれ」

「御ぎよ意い」

　跳はねるような足取りで、自称魔王は部屋を飛び出していく。




　一方あたしは自称魔王の指令を受けたファルとやらに芋いもが入った袋ふくろみたいに乱暴に担かつぎ上げられて、気き遣づかいのかけらもなく運ばれる。ファルの背中しか見えないし、ゆらゆら揺れる上にファルの肩かたがお腹なかに食い込んでただただ痛い。

　痛みと揺られる気持ち悪さでどれくらい進んだのかちょっとわからないけど、いきなりファルの歩みがピタリととまり何かが軋きしむ音がした。




「ぎゃふっ」

　痛い……どうやらさっきの音は扉とびらが軋む音だったらしい。ファルによって自称魔王のオーダー通り、どう見ても適当に放り込んだと言わんばかりのどっかの部屋に投げ込まれた。あたしが鈍にぶい音を立てて着地すると同時に、もうもうと埃ほこりがたつ。

　あたしは激しく咳せき込んだ。

「確かヒト族は日に三度飯を食うんだったか。この時刻なら……次は朝か？　やれ面めん倒どうなことだ、飯は忘れなければその内に持ってくる。死にたくなければ大人しくしている事だ」

　ファルは、それだけ言ってなんと鍵かぎすらかけずにさっさと出ていってしまった。




　え、これ、逃にげてもいいって事なの？

　罠わななのか、本当にどうでもいいと思われているのか……鍵のかかってない扉を前に逡しゆん巡じゆんする。

　悩なやんだ時間は思いのほか短かった。

　どう考えてもあたしに罠を張る意味ないしね。

　だって今、あたしは自分がどこにいるかも分かってない。逃げ出したってすぐに野たれ死ぬのがオチだ。それに逃げ出されたところで、あの自じ称しよう魔王達が困る事なんて何にもない。あたしは別に人ひと質じちって訳でもないんだし。

　あたしだって勇者パーティーの一員なんだから、隙すきあらば魔王を仕留めたいところなんだけど、あの魔気の凄すさまじさから考えれば少なくとも先方は、あたしなんか弱っちすぎて寝ね首くびをかかれる想像すらできない事だろう。

　真ま面じ目めに考えてヤツらに『どうでもいいと思われている』と結論づけたあたしは、行動に出る事にした。

　救きゆう援えんを待つにしろ、逃げるにしろ、作戦を立てるにはまず情報を集める事が先決だ。パッと見でも相当広そうな王城みたいなお屋や敷しきだった。闇やみ雲くもに動きまわっても迷うだけで有益な情報をつかむのには時間がかかるんじゃないだろうか。




　今なら、急げばあのファルってヤツに追いつけるかも知れない。

　心臓の前でギュッと手を握にぎりしめ、深呼吸。

　リッツも、仲間も、ここにはいない。

　頼たよれるのは自分だけ。

　自分で考えて、決断して、動いて、その結果命を落とすのも自己責任だ。




　そう自分に言い聞かせてから、気配操作で自分の気配を消していく。もちろんいつもより慎しん重ちように、いつもよりも集中して行った。さすがに間者疑ぎ惑わくを向けられれば簡単に殺されてしまうだろうから、見つかりたくはないもんね。

　自分の気配が完全に消えたのを確かく認にんしてから、あたしは必死でファルを追う。

　走りながら考えた。

　あたし、いっつもリッツが決めた事に黙だまってついていくばっかりだったね。

　自分の命しかかかってない決断でも、あたし今かなりドキドキしたよ。リッツはあたしや仲間の皆みんなの命がかかった決断を、ずっと一人でやってきたんだね。

　意識すらせずに、リッツ一人に重い責任を背負わせてきた事に今さら気付いて申し訳ない気持ちが浮かぶ。

　あたし、やってみるよ。

　助けをただ待ったりなんかしない。自分で足あ搔がいて、生き延びてみせるよ絶対に。




　決意を固めたあたしは、つかず離はなれずファルのスラリとした背中が見えるぎりぎりの距きよ離りを保ちながら後を追う。

　背中の黒いコウモリ羽、漆黒の髪、禍まが々まがしい渦うず巻まくような魔気。うん、間ま違ちがいない。

　ゆったりとした速度で歩いてくれてるから、なんとかあたしでもついていける。こっちの気配はしっかりと消してるつもりだけど、あれだけ高位の魔族だと気取られるかも知れないし、とにかく慎重に、慎重に。

　ああ、それにしてもなんて薄うす気き味み悪わるいのかしら。本当にここって「魔王城」って感じの内装だわ。全体的に重苦しいダークな色合いの絨じゆう毯たん。手が届かないような高所のところどころに灯ともっているのは光源がなにかもわからない淡あわいランプ。ちょっと青白くってゆらゆら揺ゆれてて、なんだかとっても不気味に見えるのは、今が深夜だからだろうか。

　一定間かん隔かくで置かれてるいかにも魔物が象かたどられた感じの置物が、この変な灯あかりのせいで影かげが微び妙みように揺れて気持ち悪いのよ。

　うう、怖こわいよう、いやだなあ。

　びくびくしながらも一いつ生しよう懸けん命めいファルの背中を追って歩いていけば、ようやくファルがある扉の前で立ち止まった。




　正直ホッとした。

　これ以上歩いたらさっきの部屋に戻もどれる自信ないし、この廊ろう下か気持ち悪いし。

　扉の前で、中にいるであろう誰だれかと二、三、言葉を交かわしてから、ファルはゆっくりと扉の中に消えていった。

　ファルが扉の中に消えると同時に、あたしは急いで扉に近寄る。見れば重じゆう厚こうな扉は、僅わずかに開いていた。そう、ちょうどあたしがすり抜ぬけられるくらいに。

　何これ、まるで誘さそい込まれるみたい。

　一いつ瞬しゆん心が警報を鳴らしたけど、さっき考えたみたいにあたしに罠を仕し掛かけたところでヤツらにメリットなんかないんだからと首を振ふる。

　どのみちこのまま廊下でボンヤリしてる訳にもいかないんだ。

　だってあたし、気配は消せても姿がかくせるわけじゃない。視認されてしまえばどっちみち危険なことに変わりはないわけだし。




　それでもとりあえず、集中して気配探知してみると、廊下を曲がった先に自称魔ま王おう達ほどではないけれど、割と大きな魔気があった。しかも、歩いているのか少しずつ近づいてきてるみたい。

　そして扉の向こうには、さっき見たばかりの自称魔王とファルの気配がある。位置的に扉よりは結構奥まったところにいるみたい。

　このままさっきあたしが放ほうり込まれた部屋に戻るとか、とりあえず違う方向を探たん索さくするとか、考えられないでもないけど、今手っ取り早くあたしにとって有益な情報がゲットできる可能性があるのは、多分ファルの後を追ってこのちょっぴり扉が開いた怪あやしい部屋に入る事だと思うんだよね。

　さっきの様子から考えるに、自称魔王はあたしを今すぐどうこうしようとかは考えてないみたいだし、むしろあたしがここにいる事情を知らない一いつ般ぱん魔族に見つかった方がよっぽど危ない気がする。




　よし、入ろう。

　決意を固めて扉の隙すき間まから、スルリと部屋に入る。

　部屋は……誰もいないし、なんだか不思議な部屋だった。思ったよりも全然ちっこい部屋で、あるのは書しよ棚だなと重厚なテーブルセットだけ。美味おいしそうなお菓か子しと変わった匂においの干ひ物もの……おつまみ？　みたいなものがお皿に盛り付けられていて、その横にはティーセットみたいなのが置いてある。

　確かにファル、この部屋に入ったと思ったんだけど。




　キョロキョロ辺りを見回していたら、どこからか声が聞こえて来た。

「これはまた、随ずい分ぶんと思いっきり折せつ檻かんしたものですね。仮にも仲間でしょうに、堪こらえ性しようのない」

「そうか？　充じゆう分ぶん我が慢まんしておるだろう。宝物を勝手に棄すてようとされれば誰でも怒おこる。ファルとてその腰こしの魔ま剣けん、勝手に棄てられたらどうする？」

「そんな命知らずは殺すでしょうね」

「……ああ、うんまあ、そういう事だ」

　なんか物ぶつ騒そうな話してるなぁ。

　どうやら奥まった所に続きの部屋があって、二人の声はそこから聞こえてくるみたい。声の方にそろそろと近づいていくと、思いもかけない事がおこった。

「もう止やめろって！　それ以上はやり過ぎだ！」

「それより先にやる事があるだろう！」

　もう聞けないかも知れないって思ってた声。

　ニルスと、エルンストの声が聞こえたんだ。

　まさか、二人もここに連れてこられたの？

「ニルス！　エルンスト！」

　気がついたら、奥の続き部屋に飛び込んでいた。

「おお、来たか」

　なぜか自じ称しよう魔王が満面の笑えみであたしを見る。でもそんな事はどうでも良かった。




　ニルスは？　エルンストはどこ？

　部屋を見回しても、自称魔王とファル以外、誰もいない。しかも二人はあたしなんか完全無視でなにやら金銭の授受を行ってるし。

「私の勝ちだ」

「……どうしてヒト族は、こうもバカが多いのか。実力にみあわぬ行動が多過ぎる。ちゃんと大人しくしているように言った筈はずだが」

　なぜかファルに睨にらまれたけど、そんな事もどうでもいい。

「今！　今、ニルスとエルンストの声が聞こえたわ！　二人はどこ？」

「ニルス……？　ああ、なるほど。残念だがここにはおらぬ」

「でも……！」

「声はここから聞こえているのだ。見てみるか？　なかなか面おも白しろい事になっておるぞ？」

　自称魔王はニッコリ笑って、テーブルの上に置かれた大きな水すい晶しよう玉だまを指差した。

　恐おそる恐る近づいたら、確かに水晶玉からかすかに声が聞こえる。さっきはどうやらニルスやエルンストが怒ど鳴なったから、離はなれたあたしにも聞こえたんだろう。

　さらに近づいたら、水晶玉の中にニルスと、エルンスト、そしてリッツの姿が見てとれた。




「リッツ！」

　もしかしたら、と思って呼びかける。

「リッツ！　ねぇ、リッツ！　ニルス！　エルンスト……！」

　でも、誰一人振り返らない。こっちから姿を見る事ができるだけで、あっちと交信できるわけじゃないんだ。

　なんだか視界がぼやけた。ついさっきまで、話そうと思えば話せるし、顔見るだけで嬉うれしかったのに。

「こ、こら、娘むすめ。なぜ泣く」

「だって、話しかける事もできない……」

「……ふん、吞のん気きなものだ。あっちは結構な修しゆ羅ら場ばなんだが」

　若じやつ干かん慌あわてた様子の自称魔王と違って、ファルは至って冷静だ。呆あきれたように言われて、改めて水晶玉をじっくり見たあたしは、本気で我が目を疑った。




　……ちょっと待って。

　なんでリッツが羽は交がい締じめされてんの？　しかもニルスとエルンストの二人がかりだ。さらに言うなら、その前にはアーサーさんが仁に王おう立だちしている。

　……なにこの緊きん迫ぱくした空気感。




「そこまでにして貰もらおう、ミリアが魔王に連れ去られるなど、誰だれにも想像出来なかった。クワイトを責めるのは筋が違ちがうだろう」

「でも！　きっかけはクワイトだ！」

　アーサーさんがきつい口調でリッツを咎とがめる。そして、リッツも目め尻じりを吊つり上げて激しい口調で反論する。王都を出てからこれまでずっと一いつ緒しよに旅してきたけど、こんなこと一度もなかったじゃない。

「分かっている。クワイトとてお前からなじられ、殴なぐられるくらいの覚かく悟ごあっての行動だろう。だがやり過ぎだ」

　アーサーさんの後ろにはお腹なかを押さえてうずくまるクワイトさん。顔が腫はれあがっていかにも痛そう。スカーレットさんが傍そばで心配そうに介かい抱ほうしてる。




　これ、まさかリッツが？

「見えていない所はもっと酷ひどいぞ」

　後ろから楽しそうに自称魔王が言ってくるけど、そんなまさか。

「あのクワイトとやらも相当な手て練だれのようではあるが、理性を失った勇者が相手ではさすがに分が悪かったな」

「半分は魔族ですからね、当然でしょう」

　あまりにも普ふ通つうに、事も無げに出てきた言葉に、あたしは心臓を摑つかまれたみたいな気持ちになった。

「半分、魔族……」

　呟つぶやくあたしに、自称魔王が意味ありげに笑いかける。

「何を今さら驚おどろく事がある。気付いていたのだろう？　聖魔導師ミリアよ」

　クスクスと笑う自称魔王。

　あたしの名前も、あたしが聖魔導師なのも、全すべて知ってたんだ。

「気付いた筈だ。あやつには魔の気があるであろう？」

　気付いて、いた。

　いや、この自称魔王に会って、ようやく気付いたと言うべきか。




　リッツの生命の衣ころもには他ほかの人にはない輝かがやきがある。それはキラキラ金色に輝いてとてもとても綺き麗れいで、あたしはそれをぼんやりと眺ながめるのがこのところの日課だった。

　他にも金色の生命の衣を纏まとっている人はごく稀まれにだけどいる。あの天使姫ひめもそうだったっけ。だけどリッツのは特別で、輝きの度合いが桁けた違ちがい。金色にキラキラの粒りゆう子しが踊おどるように舞まっていて、あたしはそれを勇者である証あかしだと思っていた。

　旅をして、強い魔物を目にするようになると、あたしの中にちょっとした違い和わ感かんが浮うかぶ。だって、魔物達の生命の衣は、色は種別によって違えども魔気が輝いていた。

　魔物達が持つ『魔気』が、リッツのキラキラと同じものかも知れないと、心のどこかで感じていた。

　それが、この自称魔王に会って確信に変わったのは確か。

　だってこの自称魔王の生命の衣も、キラキラの金色だったから。もっとも、この自称魔王の生命の衣はキラキラのもとである魔気が異常に多いし、さらにその上に銀色の層があって二層構造という特とく殊しゆなものではあるけれど、それでも似ている。

「私にも半分はヒトの血が入っておる。勇者も私も、半魔だ」

　はっきりと断じられ、途と方ほうにくれたような気持ちになった。




「面白いではないか。同じ半魔だというのに、あやつはお前の傍で聖なる気を受けてヒトとして真っ当に生きてきたのだろう？」

　真っ当に生きてきたに決まってるじゃない。誰だれよりも強くって、誰よりも優やさしい、大好きな自じ慢まんの幼おさな馴な染じみなんだから。

「私はこやつらから強い魔の気を受けて成長し、父から魔王の座を引き継ついだ。ヒトとは違う理ことわりの中で生きているのだ」

　あんたの事なんか知らないし、興味もないわよ。

　言ってやりたいのに、胸が苦しくて言葉が出ない。

「魔物を倒たおせば倒すほどに、あやつは魔の気を浴びるだろう。あの辺りからは空気にすら魔気が含ふくまれる。これまではお前がいたから自然に浄じよう化かできたが」

　ヒュ、と自分の喉のどが音を立てた。

「お前が傍にいなければ、体の中に魔が蓄ちく積せきする。善きヒトであろうとする必要性も薄うすれるであろう？　……魔ま性しように目覚めたあやつがどうなるのか見ものではないか」




　うそ。まさか、あたしがリッツの傍にいないだけで、そんなことになるなんて。

　まさか……まさかそれを狙ねらって、あたしをリッツから引き離したの？

「早さつ速そく、激情を抑おさえられずにあの有り様だ」

　クワイトの腫れ上がった顔が、目に浮かぶ。あたしは強く目を閉じた。

「まあ、あやつは自分が半魔だとは気付いてもいないだろうが、それゆえに悩なやみ迷うだろうな」

　それも面おも白しろい、と自じ称しよう魔王は笑う。

　自分の中に生まれる魔性を持て余して、リッツが迷い苦しむ様を楽しむというのか。

　悔くやしい。

　どうして同じ半魔だからってだけで、こんなヤツに面白がられてちょっかいかけられなきゃいけないの？　わざわざ、悩んだり苦しんだりするだろう事に、無む理り矢や理り向き合わされるリッツの気持ちを思うと悲しい気持ちと共にふつふつと怒いかりが込みあがってきた。




「おお、恐こわい。そのような目で睨にらむでない」

　これが睨まずにいられるか。

　涙なみだが次々落ちるから、全力で睨めないのが悔しいくらいだ。

「半魔でも、あやつがそんなに大切か」

「……っ、当たり前、でしょ……！」

「そうか」

　ハッキリ言ってやりたいのに、涙が出過ぎて息も絶え絶えな声になってしまった。凄すごく無念だ。

　ただ、自称魔王はあたしの答えがお気に召めしたらしい。それはそれは嬉うれしそうに笑った。

　……あんたに喜ばれても全然嬉しくない。

　自称魔王が意味ありげにまた笑う。




「それでは、せいぜい足あ搔がくが良い」
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　宿屋のベッドで一人、俺は悶もん々もんと考えていた。

　最初はミリアが攫さらわれた衝しよう撃げきが大きすぎて、脳みそが沸ふつ騰とうしたみたいに何も考えられなかったが、部屋に閉じ込められて二時間も経たつとようやく頭が冷えてきた。

「落ち着くまで部屋から出るの禁止！」「ちょっと頭を冷やせ」と宿屋に放ほうり込んでくれたニルスとエルンストに感謝だ。

　気持ちが落ち着いて冷静になってみると、大変な事をしてしまった。

　ミリアが攫われる原因を作ったクワイトには正直今も腹は立っているけれど、あんなに我を忘れて殴なぐりかかるなんて、今となっては自分でもなぜあんなに激しい衝動があったのかわからない。




　ほんのさっきまで、ミリアを失った焦しよう燥そうと落らく胆たん、その原因であるクワイトへの怒りと、魔王をみすみす逃のがしてしまった悔しさが心を占せん領りようしていた。

　今だってふと気が付けばミリアが心配で心配でたまらない気持ちがどうしようもなく溢あふれてくる。




　ひどい目にあっていないといいが。

　どうして助けられなかったのか。

　一刻も早く助けたい。




　そんな気持ちで心がいっぱいになる。

　その一方で、ようやく覚かく醒せいした冷静な俺が、今後必要な事をひとつひとつ洗い出し始めた。

　まずは、明日あしたの朝イチでクワイトに謝罪すべきだろう。怒りで我を忘れていたとはいえ、確かにやりすぎてしまった自覚がある。その点については、真しん摯しに詫わびたい。




　そして、もう一つ。

　俺は、重大な決断をしなければならない。




　それは、ニルスとエルンストの事だった。

　いつも明るくて、言いたいことを好きに言っているように見えて誰だれよりもほかのメンバーの感情に敏びん感かんなニルス。森の民たみとしての知ち恵えと冷静な判断力でパーティーを支えてくれるエルンスト。どちらも、俺にとっては大切な、かけがえのない仲間だ。

　なくしたくない。

　だからこれまで、どれだけアーサー達に詰つめ寄られようとも、彼らと共に歩むことを選び続けてきた。

　でも、今初めて俺は、違ちがう結論を選び取ろうとしている。治ち癒ゆ系の魔法が使えるミリアがいない今、この危険な土地で二人の命を守っていくのがどんなに困難か。

　なくしたくない。

　だからこそ、俺は、彼らの命を守るための決断をするべきだ。




　二人の悲しそうな顔が目に浮うかんで、俺は一晩中、悶々と悩み続けた。







[image: 諦めないわよ、絶対に]




　余よ裕ゆうで微笑ほほえむ自称魔ま王おうが憎にくらしくて憎らしくて、あたしはボロボロと涙を流しながらも、懸けん命めいにヤツを睨みつける。

「せいぜい足搔くが良い」ですって？

　あんたに言われなくても、とことん足搔いてやるわよ！

　だって、こんなにリッツに不安を感じた事なんてない。

　これまで、いつか離はなれるとしてもそれはリッツがあたしを必要としなくなるからだと思ってた。それはきっと近い将来で、例えばさっきクワイトさんに言われたみたいに、あたしが……リッツの邪じや魔まになる時だと思ってた。

　もしもその時がきて、たとえリッツと離れたとしても、リッツが幸せならばそれでいい。

　だって、リッツはあたしの大好きな人だけど、子供の時から生死の境を共にしてきた戦友であり、家族のいないあたしにとっては唯ゆい一いつの家族とも言える存在だから。

　正直リッツがいない人生なんて想像もできないけど、リッツがあたしを必要としなくなるなら、その時はちゃんと身を引かなくちゃいけないってそう考えてたけど。

　でも、それは絶対に今じゃない。

　この自じ称しよう魔王の言葉を信じるならば、このまま放置したら最悪リッツは壊こわれてしまうかも知れない。あたしが傍そばにいるだけでもし状じよう況きようが緩かん和わされるなら、あたしはリッツの傍にいるべきだ。

　せめて、魔王を倒たおしてリッツが魔の気に触ふれずに済むようになるまでは。




「……リッツ達とこのお城……どれくらい、離れてるの……？」

　泣きながらで情けないけど、少しでも情報が欲しい。完全に面おも白しろがっているこの自称魔王ならば、情報をくれる気がした。

「ほう、それを私に聞くか」

　案の定ニヤニヤしてる。本当かどうかも分からない答えでも、何もないよりはマシだ。

「そうよなあ、あやつの足で迷わず戦わずで急ぎ歩いて半年ほどはかかるであろうな。その間あやつがヒトの意思を保っていられると良いがな」

　気が遠くなる。

　そんなの、あたしがこっちから歩いて運よく出会えたとしたって相当かかるじゃない。

　正せい攻こう法ほうじゃダメだ。考えろ。考えろ、あたし。

　闇やみ雲くもに動いたってきっとリッツにはたどり着けない。なにか、ショートカットできる方法を考えるんだ。そう、何も手段がないわけじゃない。だってあの自称魔王は、一いつ瞬しゆんでその距きよ離り、あたしを運んだ筈はずなんだから。

　自称魔王を見てみれば、とても楽しそうにあたしを眺ながめていた。多分彼が口にした通り、あたしが悩なやみ、もがく様も彼にとっては娯ご楽らくなのだろう。全くもって胸むな糞くそ悪わるい。

　でも、それがあたしの唯一の交こう渉しよう材料であることも、間違いないと思うから。涙なみだをグッと拭ふいて、あたしは自称魔王をしっかりと見み据すえる。もう、声は震ふるえなかった。




「ねぇあたし、とことん足搔くわ。あんただってそれが見たいんでしょう」

「ああ見たいな。ヒトは無力だが、滑こつ稽けいなほど諦めが悪い。だがそれがいい、お前も勇者も簡単には絶望してくれるなよ」

　ホント、ムカつく。

「諦めないわよ、絶対に。リッツだってそう簡単には折れないわ。だってあたしの自じ慢まんの幼おさな馴な染じみなんだから」

「それは楽しみな事だ」

「ええ、存分に楽しんでちょうだい。そのかわりと言っちゃなんだけど、ひとつヒントをくれないかしら」

　初めて、自称魔王が少しだけだけど、目を見開いた。ずっと余裕綽しやく々しやくだったヤツをちょっと驚おどろかせることができたと思うと胸がすく思いだ。




　自称魔王は僅わずかな間の後に、目を細めて優美に微笑んだ。

「……良かろう、私を相手に交渉してくる度胸に免めんじ、これを授さずけてやっても良い。ひとつだけ、余興を見せてくれればな」

　自称魔王の手にあるのは、何かは分からない古い鍵かぎ。

「この城の書庫の鍵だ。足搔くと決めたのならば、自らの手で活路を開くが良い」

　書庫。いつ襲おそってくるかも分からない魔族から、噓うそかホントか分からない情報を収集するよりずっとマシだ。喉のどから手が出るほど欲しい。

「……余興って？」

「ああ。娘むすめ、お前は今、気配を消しているだろう。お前の体に満ち満ちた聖の気を間近で見たい」

　聖の気？　そんなモン見てなんになるって言うんだろう。

「ヴェルティ様！」

「ファルにはちょっとキツいかも知れぬな。少し離れておれ」

「しかし」

「いいだろう？　濃こい聖の気など、この地では見ることすら叶かなわぬ」

　二人はなんだかよく分からないやり取りをしてるけど、あたしはとりあえず一番気になる点を聞いてみた。

「あの、出来るのは出来るんだけど、そんな事したらあたし、あなたを襲いに来た不ふ審しん者しやだと思われない？」

　ホントに魔王なのかは未いまだ分からないけど、自称魔王がこの魔物がわんさかいる城の主あるじである事はさすがに疑念の余地がない。そんな城の、主の部屋で聖の気なんか超ちよう放出したら、警報が鳴ったり護衛がカッ飛んできたりしないだろうか。あたしにとっては命に関かかわる切実な問題だ。

　でも、それは一いつ笑しようにふされた。

　なんでも、あたしは客人として既すでに伝達されているらしい。

　それにしてはぶち込まれた部屋は凄すさまじい埃ほこりでしたけど。

　安心したところで、あたしはようやく気配操作を解除した。次いで、自分の中の聖の気を増ぞう幅ふくさせていく。自称魔王の目にはっきりと映るように、体から光が漏もれ出すまで増幅させてふと見れば、なぜか自称魔王は複雑な表情であたしを見ていた。




　嬉うれしそうな。

　幸せそうな。

　でも、なぜか悲しそうな。




　どれくらい、そうしていたのか。

　自称魔王が、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「もう良い。娘、今日は楽しませてもらった。約束通りこれをくれてやろう」

　あたしの手に、古びた鍵が渡わたされる。

　これが、あたしの大切な武器になるのかも知れない。あたしは、受け取った鍵をしっかりと握にぎりしめた。

　その時だ。

　急に部屋の外が騒さわがしくなって、おまけに叫さけぶような声まで聞こえてくる。

　え!?　まさか。

　あたし客人だって言ったよね!?
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　弾はじかれたように扉とびらの方を見てみたら、いきなり目の前を真っ白い何かが覆おおった。

　バタバタと誰だれかが入って来た足音が聞こえるというのに、視界を奪うばわれて何も見えない。

「ヴェルティ様！　申し訳ありません、チューリが……！」

「ああ、ここに来ておる」

　初めて聞く女性の可愛かわいらしい声。この人からも漏れなく強くて濃い魔ま気きが漂ただよってくるけれど、この様子なら多分、あたしをどうにかしようって訳でもないみたい。とりあえずは良かった。

　それにしても、今あたしの目を覆った何かは、もっと白く、清せい廉れんな生命の衣ころもを纏まとってた。この城で、こんな気に出で逢あえるなんて。




　確かめようと身じろぎしたら、フワッと頰ほおを撫なでるような感かん触しよくがして、目の前に白くて愛らしい鳥が姿を現す。頭の上と尾おっぽに、白いフワフワした羽う毛もうがあるのがとても可愛らしい。その姿はこの重じゆう厚こうで陰いん鬱うつな城の中で、呆あきれるくらいに無む垢くで清らかだった。

「可愛い……」

　その声に反応するように「ピィ♪」と可愛く囀さえずって、白い鳥は忙せわしなく羽ばたく。あたしの体の周りをクルクルっと飛び回り、ちゃっかり肩かたに乗ってきたのがなんだかとっても嬉しかった。

「申し訳ありません、なぜか急に暴れだしたもので落ち着かせようとしたのですが、飛び出して行ってしまって」

　必死にこの鳥を追って来たのだろう、女の人の息は少し上がっていた。

「良い、この娘の聖の気に惹ひかれたのであろう。この地で聖の気を感じることなど無いに等しいからな……チューリが惹かれるのも致いたし方あるまい」

「鳥とり籠かごを持って参ります、しばしお待ちを」

「いや、良い」

　相変わらず動じないファルが優ゆう雅がに扉に向かおうとしたのを、自じ称しよう魔王が軽い口調で止める。そのまま、あたしの肩にとまっている白い鳥さんに目線を合わせて話しかけた。

「チューリ、その娘が気に入ったのか」

「ピュルルッピピィ♪」

　まさか、話せているのだろうか。




　一言二言、話しかけては白い鳥さんがピュルピュルと返す、なんだか不思議な光景が繰くり広げられていく。ただ、それにつれて少しずつ自称魔王の顔が曇くもっていくのが気にかかった。なんでまたこんなに自称魔王は寂さびしそうな顔をするんだろうか。その顔がなぜか置いてきた施し設せつの子達の顔と重なって少しだけ胸が疼うずく。

　いや、寂しそうな顔を見たくらいで訳もなく同情してる場合じゃない。こいつはあたし達をオモチャにして遊んでる性しよう悪わるな魔族なんだから！

「……娘」

「な、何よ」

　なんだか急に気落ちした様子の自称魔王に、あたしもなんだか調子が狂くるう。さっきまでの余よ裕ゆう綽々の態度はどこに行ったのよ！

「この鳥……チューリも、お前に授けよう」

「えっ」

「ヴェルティ様……！　なりません！」

「良いのだ、チューリが望んでいる。ただでさえこの城は魔の気が濃いのだ、この娘の傍そばが居い心ごこ地ちが良いのは道理だろう」

「しかし……！」

「良いのだ！　もう下がれ。……娘も、部屋へ連れて行け」

　ションボリした様子で椅い子すに座って、面めん倒どうそうにあっちへ行け、とばかりに手をヒラヒラとさせる自称魔王。そのすっかり傷ついたような様子に、ファルには鬼おにのような形相で睨にらまれたけど、あたし、今別に何にもしてないよね？




　全身から怒いかりのオーラを発しているファルに話しかけるのも怖こわくて、あたしはとりあえず黙もく々もくと付いて行った。

　そしてたどり着いたのは、当然さっきの部屋な訳だけど。

　うん、さっきと一いつ緒しよ。完全に埃まみれの部屋だわ。

「入れ」

「はい」

　機き嫌げんを損そこねたら一発で殺されそうな威い圧あつ感かんに、とりあえず素す直なおに従う。さっきみたいにそのまま出て行くのかと思ったら、ファルはズカズカと部屋に入って来て、自分の座る椅子にクリーンの魔法をかけた。

　いいなあ、水属性の魔法。あたしの浄じよう化かは生命力ベースだから、こういうのをきれいにする力はない。あたしの事なんか気にした様子もないファルは、そのままドカッと音を立てて椅子に座ると、またもやあたしを睨みつけてきた。
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「気分が悪い」

　睨みつけながら言わないでよ。そうでしょうとも、分かってるわよ。ムカつく、って言いたいんでしょ？

「全く、ヴェルティ様はいつもお前達ヒト族に甘過ぎだ！」

　一人でプリプリされても、状じよう況きようが分からないだけに反応のしようもない。

「その鳥は」

「ピィ♪」

「庭に迷い込んで殺されかかっていたものを、ヴェルティ様が助けて手ずから傷を癒いやし、大事に育ててきたものだ」

　ええっ!?　そ、そんな大事な子!?

「この魔気溢あふれる城で、唯ゆい一いつ聖なる気を感じられる、ヴェルティ様にとってはかけがえのないものだ。何よりも、大事にしておられた！」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　そんな、そんな大事にしてる子、あたし貰もらえないよ！」

「だが、ヴェルティ様のご決断だ！」

　それならそんなに睨まないでよ、全然納なつ得とく出来てないじゃないのよ！……って言ってやりたいけど、怖すぎて言えない。だいたいさ、なんで自称魔王のくせに聖の気を発する鳥なんか愛めでてるのよ。

「魔族って、聖の気が苦手なもんなんじゃないの……？」

　うっかりあたしの口から出た言葉に、ファルの目はさらに吊つり上がった。

「ヴェルティ様は半魔だと言っただろう。遥はるか昔に亡なくなられた母君が、聖属性をお持ちだったのだ」




　予想外に重い話と共に可愛らしい相棒チューリをゲットしたあたしは、翌朝、早い時間にファルに叩たたき起こされた。

　実質的に睡すい眠みん時間が短い上に、部屋の掃そう除じからベッドメイクから全すべてを自力でこなしてくたくたで寝ねたもんだから、さすがにスカッとした目覚めとはいかない。

　ピュルルッピュウ♪

　と、ご機嫌に囀さえずっているチューリが羨うらやましいくらいだ。

「お前如ごときがヴェルティ様をお待たせするなど、あってはならぬ事だ。死ぬ気で準備しろ」

　いきなり呼びに来てその言いっぷりはどうよ、と思うもののハッキリ言って準備するほどのこともない。ササッと身み支じ度たくを終えてファルの後に従った。




「おお、来たな！　早くこちらへ、面おも白しろい場面を見み逃のがしてしまうぞ」

　昨日のションボリ具合とは打って変わって、興きよう味み津しん々しんで覗のぞき込んでいるのはやっぱり水すい晶しよう玉だま。リッツ達を見ているのに違ちがいない、全く悪あく趣しゆ味みな事だ。ああやって覗かれていたかと思うと非常に腹立たしい！

「おや、見たくはないか」

　うう……昨夜ゆうべのあの険悪な様子から一夜明けて、皆みんなの様子がどうなったのかすごくすごく気にかかるけど、一方で自分だったら覗かれるのは嫌いやだろうと思うと躊ちゆう躇ちよしてしまう。なんという罪な道具だろうか。




「そんな！　嫌だ、リッツ！」

　水晶玉からニルスの叫さけぶような声が聞こえて、迷っていた気持ちなんか一いつ瞬しゆんで搔き消える。まだ、険悪な空気を引きずったままなんだろうか。

「ごめん……ごめん、ニルス、エルンスト……でも、連れてはいけない。この先は危険過ぎる、二人を死なせたくないんだ」

「死なねーよ！」

「もうよせ！　ニルス」

　不安な気持ちで水晶玉を覗き込んだら、そこには必死にリッツに追い縋すがるニルスと、それを辛つらそうな顔で押し止とどめるエルンストの姿があった。

「なんで止めるんだ、エルンスト！　お前だって行きたいんだろ!?　ちくしょう、ミリアが心配じゃねえのかよ！」

「心配に決まっているだろう！　だから！」

　珍めずらしく声を荒らげたあと、エルンストは、泣いてしまうんじゃないかと思うくらい顔を歪ゆがめた。

「……だから、僕達はここに残るべきだ」

「エルンスト」

「今はミリアがいない。僕達が重傷を負っても回復できるわけじゃないんだ。この状況で気軽に回復薬を使えるわけでもない」

「そう……だけど」

「この先の魔ま物ものの強さはさらに桁けた違ちがいだと、村の猟りよう師しに教わった。リッツ達ももう僕達を庇かばっている余裕などないだろう。庇っていたらリッツ達まで危なくなるんだ。……僕らじゃ、力不足だ」

　遂ついにニルスの口が引き結ばれた。

「ミリアがどんな目にあってるか分からないからこそ、僕達に気を回す暇ひまがあったら全力で魔王城に向かって貰うべきだ。……違うか？」

　自分で言った言葉に自分で傷ついたみたいに、エルンストの声がどんどん小さくなっていく。

　ニルスも、歯を嚙かみ締しめているのか唇くちびるがフルフルと震ふるえていた。

　二人の気持ちが痛いほど分かって、胸がギュウッと締め付けられる。

　ニルスの手がリッツからゆっくりと力なく離はなれていって、やるせなく拳こぶしを握にぎるのが切なかった。

「分かった……リッツ、ミリアの事、絶対助けろよ」

「ニルス、エルンスト……！　絶対、戻もどってくる。魔王倒たおして、ミリアを助けて、ちゃんと戻ってくるから」

「ばかやろう、死ぬなよ」

　ニルスの拳がこつんと小さくリッツの額に触ふれた。

「アーサーさん、どうかリッツの事、よろしくお願いします」

　折り目正しくエルンストが頭を下げたのを最後に、ついに二人がパーティーから離り脱だつしたのを見て、なんだかもう涙なみだが止まらない。リッツも、ニルスも、エルンストも、苦く渋じゆうの決断だっていうのがひしひしと伝わってきて、猛もう烈れつに切なかった。あたしが連れ去られていなければ、こんなに急に決断を迫せまられる事もなかったんだろうに。




　ごめんなさい、心配かけて。

　少なくともあたしは、皆が生きてるって知ってる。

　会えないけど、この水晶玉のおかげで、皆が息をして戦ってて、魔王の城を目指してるって知ってる。

　だから一人だけ連れ去られて、魔族や魔物だらけのこの城の中でも、負けるもんかって気持ちになれた。

　でも、皆にはあたしが今生きてるのかも分からないし、酷ひどい目にあってるかもってきっと心配してる。せめて、あたしの状況を……せめて生死だけでも、伝えられればいいのに。

　二人を置いて、リッツ達は旅に出る。あたしはただ、その姿を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　ずっとずっと押し黙だまったまま歩いているリッツ。その姿がまた悲しくて、あたしの涙はなかなか止まらない。

　ようやくあたしの嗚お咽えつがおさまった頃ころ、リッツの顔には諦あきらめたような自じ嘲ちようの笑いが浮うかんでいた。




「ついに君達の思い通りになったな、結局二人を置いてきた。ミリアもいないし、君達の思おも惑わく通りの四人旅だ」

　リッツの責めるような口調に、アーサーさんもスカーレットさんも複雑な表情で俯うつむいた。リッツと彼らの間ではこれまできっと、幾いく度どとなくそんな話が飛び交かっていたんだろう。

「そうだな、だがせめてもっと手前の街で別れてやりたかったが」

　悪びれもせずそう言ったクワイトさんに、リッツの瞳ひとみが剣けん吞のんな光を放つ。

「一戦しただけで死にかけるような場所だ。ミリアもいないのでは、彼らは動きたくても動けまい。こんな辺へん鄙ぴな場所で……可か哀わい相そうな事をした」

「魔王を倒して、ミリアと一いつ緒しよに迎むかえにくる！　その為ために旅立ったんだ」

「リッツ、俺達はきっともう二度とここへ戻って来る事はない。それが勇者だ」

「どういう意味だ！」

　リッツの激げき昂こうにも、クワイトさんは動じる様子すらない。

「魔王が望んだのはお前だけだ。他ほかの者は極力巻き込みたくない」

「なんだよ、魔王が望むって……なんだよ」

「クワイト！」

　アーサーさんの制止に、クワイトさんはほんの僅わずか、眉まゆをひそめた。

「もういいでしょう、これ以上はリッツがあまりにも不ふ憫びんです」

「駄だ目めだ、クワイト」

　アーサーさんの更さらなる制止でそれっきり口を閉じてしまったクワイトさんから、それ以上の事が話されることは遂になかった。酷い、これじゃリッツは変なモヤモヤも憤いきどおりも抱かかえたまま先へ進むしかないじゃない。

　見ていられなくて、あたしは水晶玉から目を上げた。




「ねえ、あなたがリッツを望んだって、どういう事なの？」

　その問いには答えず、自じ称しよう魔王は小首を傾かしげてなぜかあたしの頰ほおを撫なでる。

「やれやれ、どれだけ泣けば気が済むのだ。目が溶とけてしまうぞ」

「ほっといてよ、それよりも質問に答えて！」

「ヒトは気が短いな、すぐにわかっては面白く無いだろうに。それに」

　そう言って、突とつ然ぜん、自称魔王があたしの手の甲こうに軽く触れる。驚おどろいて反射的に胸の辺りまで振ふり上げた手の中には昨日貰もらったばかりの小さな鍵かぎが握りこまれていた。

　あたしの反応を面白がるように、自称魔王が挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮かべる。

「ヒントは与あたえた。自分で答えに到とう達たつする事だ」

　でしょうね！　ほんと、ムカつく。
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　なんだかんだでこの城に来てから一週間が経たった。

　あたしは自称魔王の客人として『飢うえさせない』『害さない』『食さない』という、厚こう待たい遇ぐうを受けている。

　ファルから最初それがもてなしだと聞いた時にはもちろん面めん食くらっちゃったんだけど、魔族の皆みなさんとはもてなしの感覚が違うのは仕方ないもんね。おいしく食されてしまうのだけはご勘かん弁べん願いたいけど、そもそもあたしは『魔王』を倒そうとしているいわば刺し客かく。もてなしてもらう義理も本来ないわけだし。

　そんなわけで朝ごはんを食べたらすぐにチューリと一緒に城の書庫に向かう。魔族は朝が苦手なタイプが多いらしくて、朝早い時間なら書庫までのルートには誰だれもいない。この時間に書庫で適当な本を見み繕つくろって持ち出し、与えられた部屋で黙もく々もくと調べものをするのが、ここのところのあたしの日々の過ごし方だ。




　鍵を開けて書庫に入れば、埃ほこりが朝の陽ひ射ざしに舞まうのが見えた。そう、陽射しは弱くてもここにも朝は来るし、陰いん鬱うつではあるけれど空の色は青い。あたしが育った場所で見たものとは違ちがうけれど、窓の外にはこの魔ま王おう討とう伐ばつの旅の道中で見かけたこともある植物が生おい茂しげっている。

　ここが話に聞いた魔王が住むという北の北の北の果ての大地なんだろうか。見み渡わたす限り真っ白な雪で覆おおわれた大地は、ある意味とても美しかった。

　そう、ここは別に異界とか魔界とか妖よう精せい界とか、おとぎ話で言われるような得体の知れない場所じゃない。空気に魔素が多く含ふくまれているだけの北の大地に、この城は位置しているように思われた。

　そして、そう考えるだけであたし、少しだけ勇気が湧わいてくるんだ。

　だって、異界とか魔界とか言われたらもう、何をするにしたって界を越こえるだけの力を発動しなくちゃいけないじゃない？　そんなもの、見当もつかないもの。もしもやり方が分かったところで、界を越えるなんて神様みたいな力、自分じゃ発動できそうな気もしないし。

　その点同じ界の中ならば、あたしにだって何かできる可能性はあるじゃない。




　そう思って、今日も書庫をグルリと見回した。

　うん、今日も圧巻。

　王都で見た大聖堂みたい。静かで時が止まったみたいな書庫はとてつもなく大きくて、壁かべ中じゆうが本で覆われている。しかも上の方が見えないくらい高いところまでずっと。これは魔族ならではかもしれないな。だって、あんな高いところ、羽でもないと手に取る事すら出来ないよ。

　もしかして、ああいう高いところに重要な本とか置かれてたりして。

　だとしても、今は無理だな。だいたい、目が届く範はん囲いでさえまだ全部タイトルを見ることも出来ていないんだもの。まずはこの莫ばく大だいな量の本からあたしの役に立ちそうな本を探さなくちゃ。

　今日も黙々とタイトルの字じ面づらを追っては、気になった本をピックアップしていく。しかしホント、魔族の人に物申したいんだけどね、本ってこれだけあると分類って必要だと思うのよ。膨ぼう大だいな量あるくせに、なんの脈みやく絡らくもない適当に置かれたとしか思えない本のならびに、今日も改めてがっくりする。

　一冊一冊、見ていくしかないんだよねえ……。

　どれくらいそうしてタイトルを追っていたのか、窓から差し込む陽射しの角度がかなり変わってしまった頃に、あたしはとてもとても重要なことに気づいた。

「この本……光ってる？」

　なんとその本からは魔気がキラキラとこぼれ落ちている。書しよ棚だなから引き抜ぬいてじっくり検分してみたら、たくさんの魔気はもちろん、うっすらとだけどいくつもの生命の衣ころもの残ざん滓しが見えた。

「魔導書……」

　それは古い古い魔導書で、あたしは聞いた事すらない闇やみ魔法ばかりが掲けい載さいされた、禍まが々まがしい本。

　うーん、逆立ちしたってあたしには闇魔法は使えないけど、どんな闇魔法があるのかを知っておけば、魔王と戦う時に参考になるのかもしれない。

　そして、重大な気付きがもう一つ。

　もし残り香がみたいに読んだ魔族の魔気が本に残っているとしたら、気配探知とかしてみたらよく読まれてる本がピックアップできるんじゃないかしら。この膨大な量の本に全すべて目を通すことなんて不可能なんだし、とりあえずやってみるか。

　集中して、書庫全体を気配探知したあたしの目に映ったのは、なんとも幻げん想そう的てきな眺ながめだった。

　殆ほとんどの本に異変はない。でも、この広大な書庫の中であちらこちらに点々と、まるでランプを灯ともしたかのように淡あわく光り出した本があるんだ。ある本は薄うすくボンヤリと。ある本はまるで輝かがやくみたいに。

　複数の人が読んだのか、それとも凄すごく熱意を持って読まれたのかは分からないけど、誰かがとても重要性を感じた本だということだけは分かる。まずはそれに目を通せばいいんだ！　と、あたしはすっかり嬉うれしくなった。

　強く光っている本から目を通そうと見渡していたら、ちょっと異質なコーナーがあるのに不意に気がつく。

　ひとつひとつの光はさほど強いものではないけれど、明らかに同じ性質の光が固まってある場所がある。誰かが、自分が読むお気に入りの本を選んで置いたのかも知れない。

　そのコーナーに近づきながら、あたしの心臓はドキドキとうるさく騒さわぎ始めた。




　だって、その光……聖属性の輝きがあるんだもの。

　ねえ、これって、あの自称魔王のお母様の気配なんじゃない？




　うわあ、近づいて見るとこのコーナーだけでも結構な分量があるな。自称魔王のお母様は読書家だったんだろう。

　いや、もしかしたらこれしか時間を潰つぶす手立てがなかったとかそんな現実的な理由もありえるか。だってその時代からおもてなしの方式が『飢えさせない』『害さない』『食さない』だったら、ぶっちゃけ娯ご楽らくがなさすぎて暇ひまでしょうがないに違いない。

　チューリも聖気がまとまって存在するのが嬉しいのか、その書棚の周りをクルクルと飛び回ってはピイ♪　ピイ♪　と嬉しそうに囀さえずっている。




「えーっと、『世界の構図』『魔物図ず鑑かん』『エイクランドの歴史』『魔族名めい鑑かん』『聖魔法の防ぎ方』『闇魔法実用百選』『効率重視の範はん囲い魔法』『時空を超える』『癒いやされる魔ま獣じゆうたち』『血ち湧わき肉にく躍おどる魔ま剣けんのすべて』……」

　脈絡があるのかないのかわからないラインナップだな。若じやつ干かん物ぶつ騒そうな感じのものが多いのはここが魔族の城の書庫だからなのか、自じ称しよう魔王のお母様が必要にかられて読んだものなのか、はたまた趣しゆ味みかは謎なぞだ。ただ、どれも中身が気になるっちゃ気になる。

　今すぐ力を底上げしたいあたしは、その中でも特に魔法に関する書物をまずは見繕っていく。そうするうちに、ひときわ眩まばゆい光を放つ薄い本が沢たく山さんならんでいるのを発見した。これだけの眩い光を放つってことは、きっと何度も何度も目を通した、思い入れがある本に違いない。

　聖魔導師が、何度も見た本。

　それだけでもうワクワクが止まらない。その場で開くのがなんだか勿もつ体たい無い気がして、あたしは先に選んでいた数冊の厚い魔導書と、二十冊以上はあるだろうその光り輝く薄い本を抱かかえて、大急ぎで部屋に戻もどった。




　ベッドの上に本日の収しゆう穫かくをドカッと置いて、まずはたっぷりのミルクティーを準備。ミルクが何のミルクかは気にしない事にしている。とにかく読書に集中できる環かん境きようを作ったら、ベッドにＧＯ！　枕まくらをクッションがわりにベッドに座り、逸はやる胸を抑おさえながら光り輝く薄い本を手に取った。




　………！

　本を開けた瞬しゆん間かんのあたしの驚おどろきと感動を、どう伝えればいいんだろう。




　これ、聖魔法の研究書だ！　綺き麗れいな筆ひつ跡せきで、時に図解を入れながら丁てい寧ねいに発動の条件や派生魔法、コツまで含ふくめて書き込まれている。随ずい分ぶん薄っぺらいと思ったけど、これは聖魔導師が……多分、自称魔王のお母様だとは思うけど……自分の研究成果を記した覚え書きみたいなものなんだ。

　すごい、それが二十冊以上もあるなんて。

　それからどれくらい時間が経たったのか。

「娘むすめ、食事の準備ができている。今日は一いつ緒しよに食すようにとヴェルティ様が……」

　ファルの声で、ハッと我に返った。

「娘！　どこでそれを……！」

　まるで咎とがめるみたいに声を荒あらげたファルの目は、まっすぐに光り輝く聖魔法の研究書を見ていた。もしかして、持ち出しちゃいけないものだったのかな。特に注意って受けてなかったんだけど。

「ああ、そうか、書庫か。しかしまた、よく見つけたものだ」

　自分で答えを導き出し、ついでに納なつ得とくしたらしいファルは、今度は呆あきれたような顔であたしを見た。どうやらこれは想定外だったらしい。

「まあ良い、ヴェルティ様がお待ちだ。今すぐ来い」

　謎が解けた途と端たんにもはや興味はないとばかりに言い捨てて、ファルはさっさと踵きびすを返して歩き始めた。まったくもう、『ヴェルティ様』以外に言いたい事はないのか。自称魔王から見たら忠実な部下なんだろうけど、あたしに対しての態度は相当おざなりだよね。それにしても魔族って意外と忠誠心とかあるんだなあ。
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　そんな事を考えているうちに、自称魔王の部屋に着いてしまった。ちなみに魔族は個人主義なのか、食堂みたいなところではなく、執しつ務む室だか自室だかみたいなところでこぢんまりと食べるみたい。他ほかの魔族と会ってしまうのも気まずいから、あたしとしては助かるけど。

「……！」

　扉とびらを開けた途端、自称魔王の綺麗な青い瞳ひとみが、驚きよう愕がくに見開かれる。

「母上……！」

「やっぱり気付かれましたか。この娘、どうやら書庫でファリエル様の縁ゆかりの品を見つけたようです」

「書庫に、そんなものが」

「そういえば、ヴェルティ様が誕生される前はよく書庫にこもっておいでだった。その頃ころのものでしょう」

　今手元に持ってるわけでもないのに、自称魔王はあたしから敏びん感かんに別な人の聖気を感じ取ったらしい。確かに見つけてからずっとあの研究書と睨にらめっこしてたんだから、あたしの体にも気の残ざん滓しが移っていてもおかしくはない。ていうか、やっぱり自称魔王のお母様だったんだね、あの研究書の著者。

「持ってきてくれればいいだろう！　気が利きかないヤツだな」

「ファリエル様はこの娘と比ひ較かくしても桁けた違ちがいの聖気をお持ちでした。あの方の私物なんてそんな危険物、触さわる気になれません」

　この莫ばく大だいでおぞましい魔気を持つファルに、そこまで言わせるなんて。あたしは俄が然ぜん、ファリエル様に興味が湧わいてきた。

　それに、お母様の遺品だと言うのであれば、やっぱり見たくなるのは当然だと思うの。あたしにはお父さんもお母さんもいないから、本当に気持ちがわかるのかと言われるとちょっと自信ないけど……でも、だからこそ、遺品くらいは見せてあげたい、そう思った。

「あたしが、持ってくるよ」

　おずおずと提案してみたら、自称魔王は少しだけ恥はずかしそうに笑って「ありがとう」と呟つぶやいた。魔族にも、ありがとうの概がい念ねんはあるらしい。




「変な女だった」

　一心不乱にお母様の研究書を読み耽ふける自称魔王を横目に、ファルはそう一言、言い放った。

　早い方がいいだろうと、食後すぐに遺品の研究書を自称魔王に届けてあげたわけだけど、部屋に戻っていいとも言われないしすっかり手持ち無ぶ沙さ汰たになったあたしは、ファルに自称魔王のお母様……ファリエル様のことを聞いてみたんだ。

　変な女、と言いつつもファルの目はなんだか優やさしい感じで、もしかして結構気に入ってたんじゃないかなって思える。今もその頃のことを思い出してるのか、遠い目をしてるし。

「ああ、そうだ、本当に変な女だった。ヒト族のくせに自ら志願してこの城にやって来て、魔ま王おう妃ひという肩かた書がきを手に入れてからはやりたい放題。ヴェルティ様が誕生されてやっとあの女……失礼、ファリエル様が落ち着かれた時には我らは本当に胸を撫なで下ろしたものだった」

　いつの間にか自称魔王も興きよう味み津しん々しんな顔でファルの話を聞いている。




「もしかしてあんまりこういう話、しないの？」

「しないな、魔族は寿じゆ命みようが長いせいか過去にこだわらないのだ。聞いても『忘れた』と言われるのが関の山だ。しかし今日は珍めずらしく思い出したみたいだな」

「ファリエル様の聖気を感じられるものがあるからでしょうね。この聖気の波動を感じると、何を仕出かすか分からない不安やら、訳の分からない実験に付き合わされる面めん倒どうさやら、日の出とともに叩たたき起こされる絶望感やら、色々思い出されます」

　さすがに自称魔王すら絶句している。ファリエル様はこの陰いん鬱うつなお城で、意外と自由奔ほん放ぽうに生きていたらしい。

「優しい、母上だったと記き憶おくしているが」

「ええ、そうですね。普ふ段だんは柔にゆう和わに微笑ほほえんでいらっしゃるんですが……ひとたびスイッチが入ると止まらないのです。あの方は研究者気質で、気になる事があると寝しん食しよくを忘れて研究に没ぼつ頭とうされるだけでなく、仮説を検証しないと気が済まないお方でした」

　あっ……だから、二十冊以上も研究書が残ってるのか。

「あの冊子からは、あの方のそういう熱意というか、暑苦しい情熱の波動を感じます。触りたくないです」

「ファルがそこまで言うのも新しん鮮せんだな」

「主あるじ様のご命令で致いたし方なく色々と付き合わされましたので。あの方から生まれたにしては、ヴェルティ様は大変に常識的なお方ですよ」

「複雑な評価だな」

　確かに。あと、魔族から見たら相当非常識だったファリエル様も、もしかしたらあたしから見れば普通かも知れないしね。あのたくさんの研究書を読んでいけば、彼女の事もきっともっと分かってくるんだろう。




「しかし、研究書か。見た限り確かに研究内容は聖魔法に関かかわるものが多いようではあった。母上は聖魔導師だった故ゆえ、道理ではあろうが」

　そう、今日あたしが夢中になって読み耽ってしまったのもそのせいだ。ファリエル様の研究書には、あたしが旅の中で開発しようとして行ゆき詰づまっていた『他者の気配操作』についての記述があったんだ。

　それはとても興味深い研究で、最初はあたしが試みたように他者の生命の衣ころもに外部からいかに干かん渉しようするかについての実験結果やそれについての考察が事細かに述べられていた。

　他者の気配を薄うすめる術すべを模も索さくして、相手の生命の衣を吸い取ってみたり自分の生命の衣でコーティングしてみたり、面おも白しろい事に術者ですらない第三者の生命の衣を剝はぎ取って被ひ験けん者しやにコーティングしてみるという荒あら技わざまで試ためしていた。

　ようは、別の誰だれかだと錯さつ覚かくさせる作用があるわけで、例えば弱い個体に強者の生命の衣を纏まとわせることで、魔物などから狙ねらわれにくくすることが可能かも知れない、なんていうあたしにとっては一いつ瞬しゆん「それだ！」と叫さけびたくなるレベルの内容だった。

　ただ残念な事に、これは生命の衣を剝ぎ取られた方が弱ってしまうため、ぶっちゃけ全然実用的ではない。可能性としてのみ頭にいれておいた。

　そんな感じでやはりファリエル様も一いつ旦たんは行き詰まったようで、研究はちょっと違う方向性からアプローチするようになっていく。

　ファリエル様の研究書は、たくさんの知識が詰つまっているし、勉強になるうえ面白い。そして、何よりあたしにとって嬉うれしかったのは、魔法を極きわめていくうえでどうやって仮説を立て、検証し、そこから新たな着想を得るのかっていう、その流れが手に取るように分かることだった。

　まるで、頭の中を覗のぞかせてもらってるみたい。

「母上の遺のこしたこの書は、お前にとって重要か？」

　考え込んでいたら、不意に自じ称しよう魔王からそう聞かれた。

「ええ、すごく！　ファリエル様、とっても頭がいい方だったのね。あたしこんなに詳くわしくて面白い研究書、初めて見たわ！」

　思いを込め賞賛したら、自称魔王はなぜか嬉しいような困ったような、複雑な顔をした。

「……そうだな、身内の欲よく目めを抜ぬきにしてもよく研究されていると思う。聖魔導師であるお前にはとくにためになるだろう」

　まったく同意だ！　頭を大きく縦に振ふり、同意の意をしっかり伝える。するとますます自称魔王が言い辛づらそうに口くち籠ごもった。なんなんだろう、いったい。

「お前が見つけ出したものだというのは重々承知だが、私にとっても母上の大事な形見だ。その、読んだ後でも構わぬ……返しては貰もらえぬだろうか」

　あまりの申し出に絶句した。

　魔王って……魔王って、こんなに腰こしが低くなるものなの!?
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　紙とペンを所しよ望もうして、自称魔王の部屋を辞したあたしは、その後黙もく々もくと研究書を転記した。

　ファリエル様の知識は深すぎて、今のあたしでは理解できないことであったり、人体に働きかける事だから記述を確かめながら慎しん重ちようにトライしたいものが沢たく山さんある。

　そうなると、自称魔王に研究書を返してあげるのが格段に遅おそくなってしまうことは火を見るよりも明らかだ。つい先日はからずも大切に育てて来た愛鳥、チューリを取り上げてしまったばかりだし、敵対しているわけだから変な負い目は作りたくなかった。

　だから、とりあえずまずは二冊を転記して、ファリエル様直筆の研究書は自称魔王へ届けて貰う。慣れない作業にすでに肩はばっきばきだし目もシパシパ、もう無理。あとはおいおい、無理のない程度に転記して返していこう。

　一息仮か眠みんをとってから、すっきりした頭で考えた。

　さて、何から取り掛かかろう。

　ファリエル様の研究書は面白くって、読み始めると止まらない。でも、それを読み耽るだけであたしの魔法の腕うでが上がるわけじゃない。理論が分かったら、あとは実じつ践せんしながらひたすら試して体に覚え込ませないと意味がないんだ。

　それに、あたしには時間もない。今こうしている間にも、リッツ達は魔王城に向かって歩を進めているだろうし、旅の中でケガをしているかも知れない。

　今のパーティーには回復役はいない。とても強い四人ではあるけど、北へ行く程ほど魔物の強さだって桁けた違ちがいだった。何かの拍ひよう子しに重傷を負う事だってあり得ない事じゃないから。

　そう、魔法を強化するにしても、リッツ達の役に立つ可能性があるものを強化すべきだ。




「ピイ♪」

　あたしがあんまり考え込んでいるものだから、可愛かわいい相棒チューリが「どうしたの？」とでも言いたげに、あたしの周りをクルクルと飛び回る。チューリが飛ぶと聖気がキラキラと宙に舞まってなかなかに綺き麗れいだ。

　ああ、可愛い。

　この魔ま気きに溢あふれた土地、魔気に溢れた城はチューリには居い心ごこ地ちが悪いらしくて、初めて出会ったあの日以来、片時もあたしの傍そばを離はなれない。

　自称魔王によると、渡わたりの途と中ちゆうで襲おそわれてこの地に落ちてしまったんじゃないかって。確かにこの土地で、チューリの聖の気は目立ち過ぎる。城から出たとしてもあっという間にまた魔物に見つかって、襲われてしまうだろう。

「あたし達って似てるかもね」

　衣食住完備だからある意味幸せなのかも知れないけど、自称魔王の庇ひ護ごが無ければすぐに死んでしまうだろう存在。うん、あたしが生きてこの城から帰れる時は、チューリも一いつ緒しよに連れて行こう、そして魔気の少ないところで放してやるんだ。




　そのためにも、あたしは力を付けなければ。

　リッツ達がこの城にたどり着くのをただ待ってたら半年以上かかるんでしょう？　そんなのは嫌いやだ。何とかしてこの城から逃にげだしてリッツ達と合流するか、せめてあたしが生きて元気だって事を伝えたい。出来ればニルスやエルンストにも。

　それにはやっぱりあたし自身のスキルアップが欠かせない。

　まずは気配探知のレベルを上げる事。

　自分がこの城から抜け出すなら魔物のいないルートを行くしかないんだから必ひつ須すの能力だし。リッツ達の居場所が摑つかめなければそもそも合流するなんて夢のまた夢だ。




　次に、攻こう撃げき手段を得ること。

　パルムお婆ばあちゃんに聖魔法を習った時に、攻撃魔法にはどれもこれも適性がない事が判明したあたしだけど、ひとつだけ可能性がある。あの時パルムお婆ちゃんがリッツにやったの、あれがヒントだと思うんだ。

　他者の生命の衣をガッツリ剝ぎ取って、戦せん闘とう不能に追い込むの。あれなら、出来そうな気がする。純じゆん粋すいな攻撃魔法じゃないけど効果は抜ばつ群ぐんだし、やることが治ち癒ゆに似ててあたしには凄すごく向いてる。

　治癒は相手の生命の衣を増ぞう幅ふくさせると効果的なんだけど、これ、いったん自分の中に相手の生命の衣を取り込んで増幅させると凄く効率いいんだ。要はその相手の生命の衣を取り込む時に容よう赦しやなく大量に取り込めばいいんだもんね。

　うん、なんか練習すればできるんじゃないかな。




　そして、あとはやっぱり他者の気配を操作出来るようになること。

　実はこれ、ファリエル様の研究書でかなり詳しく研究されてる。いったん行ゆき詰づまったらしい研究は、その後の試行錯さく誤ごで立派に方法が確立されていた。

　治癒の時に相手の生命の衣ころもを増幅させるやり方のもう一つ、相手の体に働きかけて活性化させることで生命の衣を増幅させるのに考え方は近い。

　相手の体の中に意識を集中させて同化し、体内を巡めぐる力を増幅させるんだけど、相手の体を乗っとるイメージであんまりあたしは好きじゃなかった。でもこの期ごに及およんで背に腹は替かえられないもん。

「チューリ、協力してね」

「ピイ♪」

　分かっているのかいないのか、話しかけられてチューリはとってもご機き嫌げんだ。

　チューリなら、人間の何倍もの速度で移動できる。聖の気さえ隠かくしてしまえれば、体が小さいから魔物に見つかる可能性はかなり薄うすいだろう。あたしは、チューリをメッセンジャーに出来ないかと考えていた。




「娘むすめ、ヴェルティ様がお呼びだ」

　チューリを相手に気配操作の特訓をしていたら、例のごとくファルが呼びに来た。なんでも、早さつ速そくファリエル様の研究書を二冊返したもんだから、自じ称しよう魔王がとってもご機嫌であたしに素す晴ばらしいご褒ほう美びをくれるらしい。

　素晴らしいご褒美って……何なんだろう、気前いいな。
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「ほ、本当!?」

「ああ、私は出来もせぬ事を口にはせん」

　ああ、信じられない、嬉うれし過ぎる！　まさかリッツに会えるなんて！　本当に『素晴らしいご褒美』だ！

「お前を攫さらって、さらに仲間の二人と別れてからはさすがに勇者のヤツ落ち込んでいてな、目も当てられん。覇は気きがなさすぎてつまらんからちょっと発破をかけてやらんとな」

　本気で嬉しかったのに、うっかり感謝しかけたのに、続く自称魔王の言葉を聞いて怒いかりの気持ちがふつふつと沸わき上がってくる。

　そうだったよ、こいつは自分の楽しみの事しか考えてないんだった。あたしを攫ってきた時もその方が面おも白しろそうだとか言ってたよ、そういえば！

「……じゃあ、あたしをリッツのもとに返してよ。その方が面白くなるかも知れないわよ」

　怒りをぐっと抑おさえて、冷静に提案してみた。でも、自称魔王の反応はイマイチ芳かんばしくない。綺麗な眉まゆ根ねをギュッと寄せて大おお袈げ裟さに嘆なげいてみせるのがなおさらムカつく。

「バカな事を言うな、愛いとしい娘を助けに行くのはヒト族のロマンだと聞いたぞ。幾いく多たの苦難を乗り越こえて、勇者がお前を助けに来るから意味があるのであろうが」

　その言葉に、あたしは一いつ瞬しゆん固まった。

　なるほど、あたしはリッツの想おもい人だと思われて、攫われてきたのか。どうりで意外と丁てい重ちように扱あつかわれてると思った。

　しかしそれは誤解だ。

　リッツは優やさしいから、家族みたいにいつも一緒にいたあたしが目の前で攫われて多分すごく責任を感じてるだろうと思う。性格上あたしを見捨てる事なんて絶対にできないだろうとも思うよ。ただそれでも、想い人への情熱とは違う。

　……違うんだよ、悲しいことに。

「愛しい娘って……それ、勘かん違ちがいだと思うけど」

「何だと？」

「リッツが好きなのは違う人だって言ってんの！」

　何度も言わせないでよ、自称魔王のくせに！　自分で言ってたって結構傷つくんだからね！

「そんなわけないだろう」

「あるの！　あたし、知ってるんだから！」

「ふうん……誰だれだ？」

「あんた……！」

　あんたみたいな顔したお姫ひめ様さまよ！　って言おうとして、あたしは慌あわてて口を押さえた。あっぶない！　天使姫の事をこいつに迂う闊かつに口走ったりして、天使姫が攫われたりしたらどうするのよ、あたしのバカ！

「私……？　なんと、あやつまさか男色の気が」

「違う！　あんたに教える義理はないって言おうとしたの！」

　ホッと胸を撫なで下ろす姿も麗うるわしい。見れば見る程ほど天使姫にそっくりだなあ、無意識でもあたしの劣れつ等とう感かんを引き出して心を乱してくるとか、マジで魔王かも知れない。

「とにかく、リッツが好きなのは違う人なの。だからあたしをここに置いてても仕方ないんだってば」

　すでにさっきのリッツに会える！　って舞まい上がるみたいな気持ちは萎しぼんできてしまった。落ち込んだ気持ちと共に自然と俯うつむいてしまったあたしの肩かたに、自称魔王の手が静かに置かれる。




　驚おどろいて見上げれば、自称魔ま王おうは嫣えん然ぜんと笑って見せた。




「そうか、可か哀わい相そうに。それでもお前は勇者が好きなのだろう？」

　あたしの頰ほおをひと撫でして、ますます笑えみを深める自称魔王は、悔くやしいことに見み蕩とれるほどに美しい。

「他ほかの想い人がいると知ってもあやつのもとに戻もどりたいとは、ヒトとは本当に不可思議なものよ」

　自称魔王の澄すんだ青い瞳ひとみにこの至近距きよ離りで見つめられていると、心の奥まで見み透すかされそうで怖こわい。天使姫への嫉しつ妬ととか羨せん望ぼうとか、いらないものまで心の奥底から引き出されそうで、あたしはあわてて目を逸そらした。

　そんなあたしの様子に、自称魔王はいかにも楽しそうに目を細める。

「これはいよいよ面白くなってきた」

　そうひとりごちて、自称魔王がくるりと背を向ける。途と端たんに感じていた不安や緊きん張ちようも一気に霧む散さんしたのが不思議だ。

「お前はなかなかに楽しませてくれるな」

「それはどうも。でもわかったでしょ？　あたしはリッツの想い人じゃない。だから」

「いいや、勇者がここに到とう着ちやくした時のやり取りがとても楽しみだ。お前には是ぜ非ひ、この城で勇者を迎むかえて欲しいものだ」

　くう……ダメか。精神的に結構なダメージを負いながら交こう渉しようしたというのに、このやり取りは結局、自称魔王を楽しませるだけに終わったみたいだ。

「さあ、愛いとしの勇者にお前の姿を見せてやろうではないか。ああ楽しみだ！」

「ちょっと、これあたしへのご褒美なんだよね？　リッツに変な事しないでよ？」

「う、うむ。そうであったな」

　今、完全に忘れてたでしょ！
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「では行ってくる」

「お気をつけて」

　ファルに見守られ、いよいよリッツのもとへ跳とぶ事になった。リッツ達は今、真っ暗な森の中で焚たき火を頼たよりにちょうど夕食を食べているところらしい。

「しっかり摑つかまっておれよ、この前は確か酔よっていたであろう」

　む、確かにそうだった。

　でも。

　お気き遣づかいは大変にありがたいんだけれども、さあ摑まれとばかりに両手を広げて待っていられると若じやつ干かんというか……かなり恥はずかしい。ここらへんは魔族と人との感覚の違いなんだろうか。

　仕方なく自じ称しよう魔王に摑まって衝しよう撃げきに耐たえる。ほどなく目の前が霞かすんで、ここに来た時みたいに体が縦横に激しくシェイクされたみたいな気持ち悪さが襲おそい来た。

　うう、やっぱり慣れないよう……。




「リッツ、いい加減にその辛しん気き臭くさい顔、止やめてよね！」

　視界が開けた途端に、スカーレットさんの威い勢せいのいい声が聞こえてくる。しばらく聞かなかっただけなのに、なんて懐なつかしい。なんか怒おこってるみたいだけど、それでも姿を直接見て、声が直接耳に届くって、すごくすごく素す敵てきなことだって身に染しみて思うよ。

「私達だって悪いと思っているのよ！　でも仕方なかった、民間人をできるだけ巻き込みたくないって思うのは王に連なる者として当たり前の事でしょう？」

「待て」

　声を荒あらげるスカーレットさんに、リッツの声が冷静に応じる。

「いーえ！　今日は言わせて貰もらうわ！　私達だって守秘義務とか色々あるのよ、全部話したくたって」

「分かったから黙だまって！　ミリアが！」

「え？」

　スカーレットさんをついに黙らせたリッツが、勢いよく立ち上がった。

「ミリアがいる！　ミリアの気配が……！」

　バッ！　バッ！　と音がするくらいの勢いで辺りを勢いよく見回すリッツ。

　ああ良かった、ケガもしてないね。

　でも、少し瘦やせた？

　目の周りに隈くまが出来てるよ………眠ねむれてないの？

　なんだかもう、生のリッツが目の前にいるってだけでホント嬉うれしい。

「リッツ……！」

「ミリア！」

　走り寄ろうとした途端、後ろからグイッと強く肩を引かれる。思わぬ力によろけて、不覚にも自称魔王に抱だき留められる羽目になってしまった。

「貴様は……！」

　リッツの口から、底冷えするような暗い声が漏もれた。

「ミリアを放せ！」

　凶きよう暴ぼうな瞳のまま、リッツの体が宙に舞う。

　炎ほのおに照らされてキラリと光ったのはオリハルコンの剣けん。いつの間に手にしたのか、的確に自称魔王を狙ねらって振ふり下ろされた大剣は、それでも魔王を捉とらえることはできなかった。自称魔王お得意の転移なんだろう、あたしの視界も一いつ瞬しゆんで変わって、さっきまでいたところに虚むなしく刃は先さきが過よぎるのを見るだけの結果になっている。

　何度も振り下ろされ、薙なぎ払はらわれる剣先は、執しつ拗ように自称魔王だけを狙っている。ただ、かすりもしない。力の差は現時点で、悲しいほどに明確だった。




　あんなに強いリッツが、全然、歯が立たないなんて。

　いつも笑ってふざけているように見えるけど。

　見た目はまるで天使姫ひめみたいに優ゆう雅がで気品に溢あふれているけれど。

　やっぱり凄すごく凄く強いんだって、実感する。自称魔王が本気を出したら、今のリッツじゃきっと敵かなわない。今までからかうような、面おも白しろがるような、そんな自称魔王の態度にことごとくイラついてたあたしだけど、今初めて、この自称魔王がまだ全然本気じゃないことに、心から感謝した。

「おお怖こわい、問答無用で斬きりかかるとは。ミリアが昔の仲間に会いたがる故ゆえ、元気な姿を見せてやろうかと思ったのだが、余計なお世話だったか？　これでは話し合いすら出来ぬなあ」

「話し合い？　それでミリアを返してくれるのか!?　頼たのむ！　頼む、ミリアを返してくれ！」

「必死だな、勇者。だがいきなり斬りかかってきてかすりもできず、ただ返せといって返って来ると思うか？」

「……っ、何を、すればいい……？」

　ダメよ、リッツ。なんだか生命の衣ころもが黒ずんできてる。まるで自称魔ま王おうに感化されるみたいに、金色の生命の衣がくすんで濁にごって、嫌いやな鈍にぶい光を放ち始めてる。ダメだよ、そんなの。

「悪いが、私もこれを気に入った。手放す気はない故、返して欲しくば私の城まで取りにくるが良い」

　その答えに、リッツの生命の衣が一気に黒ずみを増していく。自称魔王は、魔気が濃こいこの地で魔物の魔気を浴びて、リッツの中の魔ま性しようが目覚めるかも、ってそんな風なこと言ってた。この生命の衣の黒ずみがそれを表しているようで、あたしはとても不安になって、祈いのるような思いでリッツを見つめる。




「リッツ、下がれ。その話は後にして貰おう」

「アーサー？」

「魔族の王ヴェルティ、貴方あなたに道中で会ったら渡わたすようにと、現王から書状を預かっている」

「ほう」

　自称魔王はさほどの驚おどろきもなく、ニヤリと笑って受け取ったけど、あたしはどうしようもない違い和わ感かんを覚えていた。

「どうして、名前……？」

　ファルも、ヴェルティ様、ヴェルティ様って呼んでたわ。でも、どうしてその名前を、王家の人が知ってるの？　どうして書状なんか、持ってるの？

「なんだよ、書状って！　アーサー、君達は一体何を隠かくしてるんだ！」

「悪いが今は言えない。魔王城に着いたら全すべてを話す、今は堪こらえてくれ」

「なんだよ、それっ……！」

　リッツの生命の衣の黒ずみが、ブワッ！　と急激に大きくなった。

　ダメだ！

　もう見ていられない！

　あたしは、ありったけの力で、リッツを中心に聖気を思いっきり放出した。ある意味、魔気を浄じよう化かする、あたしが聖属性だからこそできる荒あら技わざ。

　リッツが魔に囚とらわれないように。

　リッツの周りの悪あしきもの、全てを浄化してしまいたい。

　全ての聖気を注ぎ込んで行った事で、あたしの体は耐えきれずに悲鳴を上げる。魔法の発動と同時に、あたしの体は頽くずおれた。

「ぐうっ……娘むすめ、何をした……！」

　自じ称しよう魔王の顔に、初めて僅わずかに苦痛の色が交ざる。

　半魔とはいえ、魔の気の方が濃い自称魔王、これだけ濃い聖気になると若じやつ干かんの痛みを感じるようだ。少ない聖気はお母様を感じられるってむしろ欲しがるくせに、なんとも面めん倒どうな体だ。

「この感じ……聖気を放出したのか」

　ふんだ、言う義理なんかないもの。

　リッツと会わせてくれるのはあたしへの褒ほう美びだって言ったくせに、リッツをわざと挑ちよう発はつしたくせに。

「やれ、油断も隙すきもないな、お前を少々侮あなどっていたようだ」

　苦笑いする自称魔王とは対照的に、リッツは呆ぼう然ぜんとあたしを見ている。

「あ……俺……」

　良かった、綺き麗れいな澄すんだ目に戻もどってる。生命の衣も、あたしが好きなキラキラの金色！

「ミリア！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　リッツはあたしが力を使い果たして地面に座り込んでいることを認にん識しきすると、心配そうに駆かけ寄ろうとしてくれた。でも、それはもちろん自称魔王が許さない。




　リッツからあたしを隠すように立ちはだかると、挑発するような口調で言い放った。

「おっと、これはもう私が貰い受けたものだ。勝手に触さわって貰っては困る」

「なんだと！」

「勇者、お前には他ほかに想おもい人がいるのであろう？　この娘は安心して私に託たくすが良い。此こ度たびはすでにこの娘に、なかなか楽しませて貰っておるしな」

「他に想い人なんか！　想い人……なん……か」

　反論しかけたリッツの瞳ひとみが明らかに泳ぐ。

　いいのよ、リッツ。わかってるの。あたし、ちゃんとわかってるんだ。

「誰だれが、そんな事……」

「ふふ、この娘から聞いたのだ、お前の想い人を知っているらしいぞ」

「ちょっ！　止やめてよ！」

　なんて口の軽いヤツだ！　今すぐその口を押さえて黙だまらせてやりたい！　起き上がることすら出来ない我が身が憎にくい！　呆然とあたしを見るリッツに、一いつ生しよう懸けん命めい話しかける。

「リッツ！　自称魔王の言う事なんて聞かなくていいから！」

「酷ひどいな、我が姫」

　リッツに見せつけるように、自称魔王は恭うやうやしくあたしの手をとり、手の甲こうに軽く口づけた。

「なっ……何すんのよ！」

　思いっきり手を振り払ったけれど、さすがにあまりの事に頰ほおが熱くなる。思わずリッツを見てみたら、眉み間けんに深いしわが刻まれていた。

「違ちがうの！　こいつ、リッツをからかってるだけなの！」

　我が姫なんて、小指の先ほども思ってないんだよ。ぶっちゃけ生死すらあんまり気にしてないと思うよ。リッツが好きなのは天使姫だとしても、あたしがこんなヤツといい感じになってるとか、寝ね返がえったとか、そんな風に思われるのだけは嫌だ！　断固拒きよ否ひする！

「さあ、もう昔の仲間の顔も見たのだ、満足であろう？　我らの城へ帰ろうではないか」

　芝しば居いがかった口調でそう言って、自称魔王がふわりとあたしを抱だき上げる。

　ちょっともう、何であんたにお姫様抱っこなんかされなきゃいけないのよ！　リッツが誤解したらどうしてくれるの！

「酷い！　触らないでよ！」

「触らねば跳とべぬ。もう満足だ、行くぞ」

　超ちようムカつく！　なんなのこいつ！　なんなのこいつ！

「リッツ！　皆みんなと協力して……絶対に負けないで！」

「ミリア！」

「あたしも……！　あたしも、頑がん張ばるから！」
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　リッツの答えは、聞こえなかった。
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　ミリアが消えた空間を、馬ば鹿かみたいに見ていた。




　信じられない。いや、信じたくなかった。

　せっかくミリアに会えたのに、みすみすまた連れ去られてしまった。悔くやしくてふがいなくて、自分が嫌いやになる。

「ちくしょう、なんで……！」

　ミリアの手にキスをしただけでなく、その腕うでに抱いて余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべていた魔王の姿がちらついて、ギュッと目を閉じた。あいつ、あんなにミリアと親し気にしているなんて。

　しかも、俺がなんだって？

　ミリア以外に好きな人なんか、いる筈はずが……そう思った瞬しゆん間かん、体を包むアンダーがふわっと温かさを増し、急に割り込むようにリリエル姫ひめの笑顔が俺の脳のう裏りを占しめた。

「……っ」

　くっ、なんなんだ。さっきも確かこんな……。

「リッツ、大丈夫？」

　空を見上げて立ち尽つくす俺を見み兼かねたのか、スカーレットがホットワインを手て渡わたしてくれた。口に運ぶと柔やわらかな湯気とワインの芳ほう醇じゆんな香かおりが少しだけ気持ちを落ち着かせてくれる。腹に入ったアルコール分が体に染しみ渡る。

「ありがとう」

「いいのよ、これくらいしかできないけど……ごめんなさいね」

　何か言いたげな、複雑な表情でスカーレットが視線を外す。そういえば、ミリアと魔ま王おうが来る前、スカーレット、何か言ってたな。

「守秘義務……」

　全部話したくても言えない。そう、そう言ってた。

　話せない事ってなんなんだろう。

　さっき、アーサーは魔王に書状を渡していた。討とう伐ばつすると言いながらその魔王と書状を取り交かわすなんて、普ふ通つうに考えてあり得ない。

　それに、俺を勇者に任じたのは魔王の意向があったからだとも言っていた。

　分からないことばかりだ。王家は一体、何を隠かくしているんだろう。

「……ごめんなさいね、色々気になってるだろうけど、私達には何も答えてあげられない」

「すまん」

　スカーレットが申し訳なさそうに眉まゆを下げ、その横でアーサーも苦く渋じゆうに満ちた表情で小さく言葉を添そえる。

　言いたいことは色々あるが、答えてはもらえないだろう事くらいこれまでの旅路で嫌というほどわかっている俺は、無言でただ頷うなずいた。




「それよりもリッツ、今のままではまずいだろう」

　珍めずらしく、クワイトが俺をまっすぐに見て口を開く。

「俺達の中ではリッツ、お前が一番強い。それでも魔王には歯が立たなかった。このままでは、たとえ魔王城にたどり着けたとしても結果は目に見えている」

　その指し摘てきには同意するしかない。俺の剣けんは、魔王にかすりもしなかった。どんなに立派な装備を貰もらってもそれじゃ話にならない。

　俺はオリハルコンの剣を握にぎりしめ、刃やいばに映る自分を見み据すえる。

　ミリアを助けることもできない、情けない男の顔が映っていた。

「……ああ、分かっている。俺はもっと、もっと強くならなくちゃ」
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「娘むすめ、いい加減に飯を食え。ヴェルティ様が心配しておられる」

　部屋の扉とびらが急に開いたと思ったら、不ふ機き嫌げん全開のファルがトレイを片手に立っていた。どうやら食事を運んできてくれたらしい。

「心配しなくてもお腹なかが空すいたら食べるわよ。出てって、ほっといてよ」

「そう言ってもう丸二日も食べていないから心配しておられるのだ。世話をかけさせるな」

　なんと、あれから二日も経たっていたのか。なるほど、ちょっと体には悪いかもしれない。

「魔族なら一、二カ月食わずともそこらの魔素を吸収すれば済むものを。ヒトは一日抜ぬくだけでも弱ると聞くからな。難なん儀ぎな事だ」

　魔族ってやっぱり人間よりもずっと、個の命を繫つなぐのに適した体をしてるんだなぁ。

　あたしが丸二日食べなくても平気だったのは、ひとえに自分の生命の衣ころもをガンガンに活性化させて疲つかれとか空腹を飛ばしていたからだ。栄養剤ざいを飲み続けてるみたいなものだから、活性化させる資本である体が弱ってくると効果が薄うすくなる筈だ。

　そこが、体の外から魔素を吸収するだけで命を繫げる魔族との大きな違いだといえるだろう。そろそろ、体自体が弱ってしまうタイミングだったかも知れない。気をつけないと。

　よし、食べると決めたらしっかり食べよう。

「いただきます！」

　あたしは目の前に並んだ高級そうなお食事を集中して口に運んだ。食べるのだって、意外と時間がかかるもんね。

　忙いそがしく食べ物を口に入れ始めたあたしを見て、ファルは肩かたをすくめて出て行った。とりあえず食べ始めたわけだから文句はないってところだろう。

　あたしだって別に、傷心のあまり食べ物が喉のどを通らなかったとか、そんな可愛かわいらしい理由で食べなかったわけじゃない。

　いや、自じ称しよう魔王のヤツには心底腹が立ったけど。

　リッツに変な誤解されてないかは超気になるけど。

　それより何より、あたしが気になっていたのは、あのリッツの目の暗さだった。

　あたしがパーティーから離り脱だつして、まだたかだか十日くらいしか経っていないというのに、リッツの目は明らかに前みたいな澄すんだ輝かがやきを失っていた。死んだ魚みたいな目っていうの？　どんよりと濁にごって生気を失ってたんだ。

　そして自称魔王に挑ちよう発はつされて、すぐにむくむくと大きくなったあの、黒ずんだ生命の衣。

　聖属性のあたしが傍そばにいないと、リッツの体に魔気が溜たまって魔ま性しように目覚めるって……確かに自称魔王は言ったけど、こんなにすぐにリッツに変化が現れるなんて思ってなかった。

　もっと猶ゆう予よがあるって……ううん、リッツなら魔性に目覚めるなんてない、きっと大だい丈じよう夫ぶだって、あたし、どっかで思ってたんだ。

　それなのに。

　あんな病やんだ目をして。

　時間がないって、思ったの。

　別れる時に、リッツも周囲も出来る限り浄じよう化かしたから、少しは持つと思うんだけど、何がきっかけでリッツが魔性に目覚めるかなんて分からないじゃない。

　少しでも早くリッツのもとに行きたい、そう思ったから、あたし寝しん食しよくの時間を極力削けずって、術の向上に充あてる時間を増やしただけ。




　このところ試ためしていたのは、あたしの可愛い相棒チューリと、どれだけシンクロできるかだった。

　チューリと同化できれば、リッツ達の所に意識だけでも飛んでいけるかも知れない。チューリの体を媒ばい介かいに、リッツに浄化の魔法をかけてあげられるかも知れない。

　チューリが疲れるまではシンクロの練習をさせて貰って、チューリが疲れてきたら窓から見える木々を相手に生命力を剝はぎ取ったり戻もどしたり、増ぞう幅ふくしたり一点に集中させたりを繰くり返す。

　時間なんて、いくらあっても足りないくらいだ。

　毎日毎日練習して、練習して、たまに食べて、練習して、たまに寝ねる。そうこうしている内に、チューリと意識はシンクロしているのに、自分の体も別に動かせる、それくらいチューリとは同化出来るようになってきた。

　やっぱり同じ聖属性の気が体に流れているせいなのかな、あたしとチューリの気はとても馴な染じみやすくて相性が良い。

　そろそろ、次の段階に進んでもいいんじゃなかろうか。




「ねえチューリ、そろそろお外に出てみようか」

「ピイ♪」

　小首を傾かしげて愛らしくお返事してくれるチューリ、この子が無事に帰ってこられるように、あたしは最善を尽つくす！

　これまで城の中で練習してきた事を、ちょっと離はなれた場所でやるだけ。だから、きっと大丈夫。

　自分に言いきかせて、気持ちを落ち着ける。

　なんせ、やることが多た岐きに亘わたるから、集中力が重要なんだ。

　まずはチューリとしっかりシンクロ。これ、基本。

　そして、チューリの気配を消す。

　これで魔物や魔族から気配を気取られる心配はぐっと減る。

　そして、ここからが大事。

　気配探知を、今あたしができる目め一いつ杯ぱいで！

　途と端たんに、大小様々、強さも様々な生命の衣達があたしの目ま蓋ぶたに浮うかび上がる。これが全部魔物や魔族達なんだって思うとかなり怖こわい。

　あたしは客人として害されないと分かっているから耐たえられるけど、魔王を倒たおそうと思ってここに来て、いきなりこの量見たら心が折れちゃうかも知れないレベルで怖い。まさに魔物の巣そう窟くつ、魔王城に相応ふさわしい光景だなって、いっつも思うんだよね。

　しかし一歩外に出るだけで、途端に魔物の気配は鳴りを潜ひそめる。周辺の魔物は寒いから全部魔王城に入っちゃったんじゃないの？　ってくらいに魔物が少ない。

　だからこそ、チューリが外に出るのも可能だと思うんだ。

　気配探知で、魔物がいないところを狙ねらって飛べば、危ない目にも遭あわないだろう。

　そう、まずはこの城から、外に出るところから始めなければ。




「よし、行こう！　チューリ」

「ピュルルッピイ♪」




　窓から飛び出した途端、眼下に広がるのはただただ真っ白な景色。

　雪深く一面が銀世界。魔物の生命の衣でもあれば少しは色味もあるんだろうけど、それはこの城だけに集中していて、城以外の場所は清すが々すがしいほど白だけの世界だった。

　魔王城があるのは北の最果て、魔物や凶きよう獣じゆうが跋ばつ扈こする未開の地、って聞いてたけど城の外には魔物の気配すらないみたいよ？

　今はチューリの目を通して景色が見み渡わたせるし、チューリの体を介かいして温度や痛みも感じられる。こんなに自由に飛んで、風を受けて、身を切るような寒さを感じるのも随ずい分ぶんと久しぶりだ。

　魔王城の中ってやっぱり魔力か何かで寒さを感じないような仕し掛かけがしてあるんだろうなあ、今まで寒さを感じたりしたことなかったし。

　そんな事を考えながらも、あたしはチューリが楽しく飛び回るのを、注意深く感じとっていた。

　シンクロしているとはいえ、あたしは今のところ完全にチューリの体を支配して操あやつるなんて事はやっていない。もちろんいつか必要に迫せまられた時に困らないように、チューリがどうやって体を動かしているかは注意深く観察しているけど、それだけだ。

　今は、基本チューリに任せていて、行きたい方向や見たいものがあれば、念じるだけでチューリは分かってくれるし、よほどの事がなければ望むように動いてくれる。それで別段問題ない。

　今だって、城の外っていう飛び回り放題の大きなフィールドに大興奮のチューリは、高く高く急きゆう上じよう昇しようしたかと思ったら一いつ瞬しゆんで雪に覆おおわれた地面すれすれまで下降して、粉雪を舞まい上げたりして遊んでいる。はしゃいでる感じがとっても可愛らしい。ただし、かなり目がまわる。

　ひとしきりスリリングな飛行を楽しんでから、ようやく満足したらしいチューリ。空中でホバリングして、ひときわ高く囀さえずった。

「ピュ───ルルルルルルル……」

　ああ、気持ちよさそう。お外に出してあげられて本当に良かった。めっちゃ囀ってるけど、魔物の気配もないから今なら大丈夫だもんね。とってもご機き嫌げんなところ悪いけど、ちょっと協力してね、チューリ。

「ねえチューリ、お城を見てくれる？」

　なんせ内側からは見慣れてきていても、外からなんか見た例ためしがない。リッツ達がいずれ見る事になる城を、あたしも知っておきたかった。




　人の目線くらいの高さから見上げた城は、なんとも異様な外観だ。

　まず、大きさが桁けた違ちがい。

　王城だって田舎いなかから出てきたあたしにとっちゃ、こんな大きな建物、いったいどれだけの時間と人手をかけたら造れるんだ？　ってとっても不思議だったけど、さすがに魔王城は規模が違う。王城の軽く三倍はあるだろう大きさに、外からは見えないけど地下にはどこまであるか古株のファルですら知らないほどの迷めい宮きゆうまであるというんだからたちが悪い。

　そして、色と形状がこれでもかってほど、禍まが々まがしい。

　堅けん牢ろうな城じよう壁へきで守られ、それを囲むように堀ほりまである。そしてその堀は澄すんだ水なんかたたえちゃいない。さりとて凍こおりついているわけでもない。お約束みたいに、毒のような色をして、ボコボコと泡あわを立てていた。




「うわあ……まさに魔ま王おう城、って感じね」

　一面白銀の清せい浄じような風景の中に突とつ如じよとして、毒の堀に囲まれた真っ黒で蔦つたと朽くち木きと禍々しいオブジェで飾かざられた巨きよ大だいな城が現れるだなんて、視覚的に恐きよう怖ふを覚えざるを得ない。不思議な事に魔王城だけは雪を纏まとうでもなく、黒々とした姿を保っているし、靄もやまで立ち込めるという念の入れよう。大体の人が想像する、まるでお話に出てくるような『魔王城』がそこには聳そびえ立っていた。

　次にリッツに会う時は、目指す城の外観もちゃんと伝えてあげるんだ。あたしは魔王城の異様な姿を、一いつ生しよう懸けん命めいに記き憶おくした。

　あたしがその光景を記憶に収めたのを見計らうようにして、チューリは高く高く飛び上がり、そのまま旋せん回かいして魔王城に向かって飛んで行く。もう部屋に戻もどりたくなったのかとおもいきや、チューリの狙いはどうやら別にあったらしい。魔王城の上を高く、低く、あたしの目でも周囲が見えるようにゆっくりと飛び始めた。

「ありがとう、チューリ！」

　ああ、すごい。

　上から見下ろす魔王城はまた全然違う。

　城壁の中には思いもかけない光景が広がっていた。




　唯ゆい一いつ城外と繫つながれた堀にかけられた橋。そこから城へつづく道から見える庭は、黒ずんだ蔦と朽木のオンパレード。なのに、裏に回ったら巨大なガラス張りの温室に綺き麗れいな薔ば薇らと色とりどりの花が咲さき誇ほこる、全力で麗うるわしい庭園が存在していた。水を噴ふき上げる意い匠しようを凝こらした噴ふん水すい、小さくて華きや奢しやなテーブルセット。

「うわあ、素す敵てき！」

　なんだろう、このあからさまなギャップ。

　このガラス張りの庭園、何かに似てる……。

　そうだ。王城で見た、夢みたいに綺麗な庭に似てるんだ。

　表はいかにも魔王城、裏にはこっそり綺麗な庭園だなんて、なんだか笑える。何を考えてこんな感じになったのやら。

　猛もう烈れつに興味が湧わいてきて、チューリに頼たのんでガラス張りの庭園にグッと近づいて貰もらった。

　ああ、まるで別世界みたいに暖かそうで気持ち良さそうな空間だなあ。白いテーブルには可愛かわいくて美味おいしそうなお菓か子しが盛られ、紅茶が湯気を立てているし、椅い子すの上には編みかけのレースまで置かれている。見えていないだけで、あたかもそこに麗れい人じんがいるかのよう。

　少しだけ開かれた扉とびらからのぞく城内の部屋は、薄うすくて上質なレースカーテンがヒラヒラと舞って……あれ？　奥にあるあの大きな額がく縁ぶちって、何か絵みたいな……？

　そう思った瞬間、レースのカーテンが大きく舞い上がった。光を受けてまるで主張するようにはっきりと、描えがかれた人物の輪りん郭かくを浮うかび上がらせる。




「なんて、綺麗な人……」

　そこに描かれていたのは、見事な金きん髪ぱつに爽さわやかなブルーアイズ、抜ぬけるような白い肌はだ、優やさしげな微笑ほほえみを浮かべた儚はかなげな美女だった。

　この神こう々ごうしい美しさ、まるで天使姫ひめみたい。

　って事は自じ称しよう魔王にも似ているわけで。どう考えても、この儚げな美しい女性は自称魔王のお母様、ファリエル様だろう。なんていうか、今までファルから聞いたイメージやあの研究書から垣かい間ま見みえる飽あくなき探究心と、この肖しよう像ぞう画がの儚げな印象とには大き過ぎるギャップがある。しかも、彼女が身に纏っているものは全すべて、明らかに高位の……いや、王族のみが許されたものだ。

　頭上を飾る煌きらびやかなティアラもよく見ると宝石で王家の紋もんがさり気なく配されているし、ドレスは王族のみが着ることを許された金糸と銀糸の繊せん細さいな刺し繡しゆうが施ほどこされた上質なもの。首元を飾るのは、王都で名産品として取り扱あつかいがあった青せい晶しよう石せきの首飾り。

　天使姫と自称魔王がそっくりな事も含ふくめて、どう考えてもファリエル様は天使姫やアーサーさんと同じ、王族としか思えない。




　でも、それなら自称魔王は王家の血を引いているわけで。

　どうして、討とう伐ばつするなんて話になっているんだろう？

　なんだか、偉えらい人の考える事ってよく分かんないな……。

　はっきり言って王家の人達の考えはさっぱり分かんないけど、ファリエル様がこの魔王城でとっても大切にされていたんだろうって事だけはあたしにも分かった。

　だって、荘そう厳ごんだけど陰いん鬱うつでいかにも魔王城なこの城の中で、ここだけが暖かな光に満ちている。人間が無条件に気持ちいいって感じられるようなこの庭は、きっとファリエル様のためにしつらえられたものだ。

　ファリエル様、先代魔王様にとっても愛されていたのかな。

　そう思うと、なんだか不思議と温かい気持ちになった。
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　ファルの話だと自ら志願してこの城に来たんだというファリエル様。どんな経けい緯いがあって多分王族だろうファリエル様が志願するに至ったかはあたしなんかには分からないけど、それでも魔物と魔族ばっかりのこの城で聖魔導師のファリエル様が最初から快適に暮らしていたとは思えない。

　寂さびしかったり怖こわかったり、退たい屈くつだったり、考え方が違うところも多い魔族との間で衝しよう突とつも不安も戸と惑まどいもきっとたくさんあったと思う。でも、そんな彼女を労いたわるような優しさが、この庭からは感じられた。

　そう思うと嬉うれしくて、あたしは少しウキウキした気持ちになってガラスごしにこの庭を観察していく。すると、書庫で見つけたあの研究書みたいに、彼女の聖気が色いろ濃こく残るものが幾いくつもあるのに気がついた。

　椅子の上に置かれたレースの編み物、そしてなぜだか噴水からもとても大きな聖気を感じる。庭の薔薇、カーテンの隙すき間まから覗のぞくベッドの傍そばに山と積まれた本にもしっかり聖気が感じられるというのに、ティーセットやクッション、テーブルセットやアーチからは特に大きな聖気は感じられない。薔薇以外の花もただ綺麗なだけだ。

　……この差ってなんなの？

　色々調べてみたいけど、ガラスで遮さえぎられてるから、さすがにチューリじゃこれ以上はどうしようもない。

　なんだかモヤモヤとするものが残るけど、ここは仕方ないよねえ……。ちょっとチューリも疲つかれてきたし、あんまりここだけに時間を使ってしまうわけにもいかない。なんせ、今日はまだやる事がある。

「チューリ、ありがとう。ここはもういいわ、ちょっと森に行ってみない？」

「ピチュ？　ピュピュッピュウ♪」

　あたしは後ろ髪がみ引かれるような思いをたちきって、その春のような幸せな庭を後にした。




　変わってやってきたのは森の中。

　今日はチューリが食べられるものが、森にあるのかを見ておきたかったんだ。だって、リッツのもとまで飛んで貰うのが最終的にはやりたい事だし、そのためには長ちよう距きよ離りを何日もかけて飛んで貰う必要がある。

　窓から見ていた景色は美しいけれどあまりにも純じゆん粋すいな白で、この雪深い地で道中チューリのお腹なかを満たせるような木の実とかが存在しているのかは、とてもとても大きな懸け念ねん材料だった。

「どう？　食べられるもの、ありそう？」

「ピチュー……」

　チューリに餌えさを探すようにお願いしてはみたものの、それからチューリは木々の間をずっと行き来しているというのに、案の定全然餌がみつからない。結局その日はお腹が空いてすっかり元気がなくなったチューリを励はげましながら、帰き途とにつく事になった。




「お疲れ様、ありがとうチューリ」

　チューリの大好きなベリーをあげながら、今日分かった事を整理する。




　まず、チューリは結構外で長い時間飛んでいてもストレスは感じないようで、お腹が空くまでは終始ご機き嫌げんだった。しかも全然他の魔ま物ものに会わない。これは長期間飛ぶ事を考えると嬉しい発見。

　次に餌の問題だけど、チューリの餌を外で探すのはやっぱり凄すごく難しい。そもそも実をつけそうな木とかも少ないし、今が時季じゃないのか本当に全然みつからなかった。それじゃあ魔族の皆みなさんみたいに魔素を取り込んで飢うえを満たせないかと思ったけど、聖の属性がとても強いチューリにはどだい無理な話だったみたいで、全力で嫌いやがられてしまった。

　そして、この城の中にも知らないところがまだまだあるって事も分かった。これまでチューリとシンクロして、城内はそれなりに探検したんだけど、チューリは鳥だから当然扉が閉まってると中には入れないし、そもそも魔物がいる場所は避さけて通る訓練をしてたわけで、見てないところはきっとたくさんあるんだよね。

　最後に。

　自称魔王のお母様、ファリエル様は多分王族だって事も分かった。

　うんうん、結構成果があったんじゃない？　チューリのおかげで得られた沢たく山さんの成果に満足して、その夜あたしは久しぶりにたっぷりぐっすりと寝ねたのだった。
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「娘むすめ、このところ大人しいな」

　起き抜けからその不機嫌な顔やめてくれないかな。

　せっかく昨夜ゆうべたっぷりぐっすり寝て爽やかな朝が訪おとずれるはずだったのに、ファルの不機嫌そうな声で起こされてしまった。

　第一、なんで朝弱いあんたの方が先に起きてるのよ……。

　心の中で若じやつ干かんの八つ当たりをしつつ起き上がれば、テーブルにはすでに軽い朝食が用意されていた。

　今日は持ってきてくれたんだ。

　正直ここのお食事は非常に適当だ。持ってきてくれることもあれば自じ称しよう魔王の部屋に連れていかれることもある。そして完全に忘れられてることもある。まあ、ベルさえ鳴らせばいつでもファルが持ってきてくれるから、放ほっといてくれていいんだけど。いやむしろ放っといて欲しいんだけど。特に朝は。

「ねえ勝手に入ってくるの、やめてくれない？」

「ここは我らの城だからな、こちらの勝手だ」

　そうかも知れないけどさ。寝てるとこに入ってくるの、マジでやめてほしいんだけど。

「何を企たくらんでいる？」

　あたしがパクついてるのをなぜか黙だまって見ていたファルが、疑わし気な眼めでいきなりそう告げた。

「何が？」

「ヒト族は脆ぜい弱じやくなくせに小こ賢ざかしい者が多い。大人しくしている者は概おおむね何か企んでいるものだ」

　ちょっとドキリとした。確かに色々企んでいる。しかしそれを素す直なおに言っちゃううっかりさんなんていないだろうと思うんだけど。

「そうだとしても普ふ通つう言わないでしょ」

「まあそうだな」

　納なつ得とくしたように一つ頷うなずいて、ファルは急にテーブルに近づいてきた。

「お前ごときに害されるお方ではないが」

　テーブルに手をついてあたしに視線を合わせると、どす黒い魔気を全身から放出してくる。

「一応忠告しておこう。ヴェルティ様を害するようなことがあれば、このファルが必ずお前を始末する。もちろん勇者もお前の仲間達も全員だ」

　あからさまに脅おどされて、どす黒い魔気を全身に浴びたあたしは、それなりにダメージを受けたみたいで、朝食後二度寝する羽目になった。




　ベッドの中でうとうとしながら、昨日チューリに探検してもらったガラス張りの庭の事をぼんやり考える。

　それにしても何だったんだろうな、あの聖気の濃こいものとそうでないものがある感じ。もしかして、聖気が強いものって、何か意味とか仕し掛かけとかあるんだろうか。

　あたしは、自分のベッドの枕まくら元もとに置かれてるファリエル様の研究書を手にとった。これだってそこそこ聖気が溜たまってるけど、眺ながめてみても研究書には当然『聖気が濃い』ってところくらいしか、特筆すべきところがない。

　その聖気の濃さにしたって、今までは単に手にしてた時間が長かったとか、なみなみならぬ熱意で執しつ筆ぴつしたとか、物理的な理由で気が濃く残ってるんだろうと思ってた。他ほかの本にも、魔気は残ってたしね。

　ただ、あの庭を見てからはどうしてもそれだけじゃない気がして。だって、よく座ったであろう椅い子すにはたいした聖気が残ってなかったのに、噴ふん水すいとかに大きな聖気が残ってるなんて、どう考えたって不自然だもの。これだけの研究成果を残したファリエル様だ、なにか意図があって仕掛けをしたんじゃないだろうか。




　そこで、はた、と気がついた。

　意図って、なに？

　よく考えれば、例えば仕掛けがあったとして、その仕掛けがどんなものか、何のためになされているかも分からないじゃない。仕掛けを解いたところで、それを起因に何かの術が発動する、いわば罠わなって事も考えられる。

　だってこの本は、聖魔法についての研究書だ。興味を持って読むのは聖魔導師の可能性が高い。魔王城にくる聖魔導師なんか、夫や息むす子こを屠ほふりにくる、ぶっちゃけ敵じゃないか。ファリエル様がこの城で、それなりに大事にされて夫や息子に愛情を持っていたとしたら……。

　そこまで考えて、急に怖こわくなって頭をフルフルと振ふった。

　さっきまでのあたし、能天気すぎる！

　同じ聖属性の魔導師ってだけで、なんとなく味方みたいな気持ちになってたけど、決してそうとは限らないんだ。手にした研究書も、そっとベッドに置いてみた。

　あたしはファリエル様の性格や考え方、やりそうな事なんて想像もつかない。自称魔王達に彼女のことを聞いたところで、彼らだって正しい情報をくれるかどうかなんて本当は分からないわけで。今さら急に、自分は敵の城の中にいるんだと、再さい認にん識しきしてしまった。

　しばらく考え込んでしまったけれど、今あたしがやるべきなのは謎なぞ解ときじゃない、って結論に行き着いた。謎は、余よ裕ゆうがあれば解けばいいもの。それを解かなければ先に進めないならまだしも、現状では罠かも知れない可能性もあるわけで、気軽に手を出していいものじゃない気がする。




　それよりも、リッツと一刻も早く合流すべきだよね。

　こうして迷う時、あたしはいつも、これまでの旅の中での光景を思い出す。

　こんな時だったらきっと、ニルスはすぐに「いーや！　この謎を解けばきっとなんかすげえお宝が手に入るって！」って、多分自信たっぷりに言うし、そしたらエルンストが「やれやれ、何を根こん拠きよにそんな事を。試ためしてみるのは止めないが、それで大ケガを負ったらどうするんだい」って呆あきれたみたいに言うの。

「だーいじょうぶだって！　いざとなったらミリアが回復してくれるだろ」

「そういう他人頼だのみな想定はどうかと思う」

「なあ、いいだろリッツ！　オレ気になって先に進めねえよお」

　ふふ、二人が言いそうな事が次々浮うかんで、楽しくなってくる。二人が好きなだけ言い合ったら、最後にリッツが決断するの。体力や時間に余裕があれば「やってみよう」って、みんなで不測の事態にも対応出来るように全力で事にあたるし、危険だと判断したり、他に優先すべき事があれば絶対に譲ゆずらなかった。

　今回でいえば、どう考えたって優先はリッツだもんね。ほっといて魔ま性しように目覚めたりしたら、下手へたしたらリッツが魔王になっちゃうかも知れないもの。

　そうと決まれば話は早い。

　リッツのもとに行く場合に問題となる部分を集中して解決するのに注力しよう。

　残る問題は大きく二つに絞しぼられたと思うんだ。

　まずはチューリの食しよく糧りよう問題。お弁当を持たせるにしても重くなりすぎず、日持ちがして、飛ぶのに邪じや魔まにならなくて、しかもくちばしと足だけで取り出して食べられるもの……って、意外と難易度高いけど、これは考えるしかない。




　そして、もうひとつ。

　実はこれが一番クリティカルにまずい。

　あたし、すごくすごく頑がん張ばってるつもりではあるんだけど、気配探知の範はん囲いが思ったほど伸のびていかないんだ。ファリエル様の研究書にコツが載のってて、格段に精度はあがったけれど、それでも五十メートル圏けん内ないがやっと。魔物や魔族との遭そう遇ぐう率は相当減らせると思うけど……肝かん心じんの、リッツの居場所がわかるほどじゃない。

　このまま努力を続けたとしても、急激にそこまで探知できるようになるイメージなんかさっぱりわかないもん。

　これは、素直に別の手段をさがすしかないんじゃないかな。




「ああもう、せめて地図があればいいのに！」

　そしたら通ってきた村とこの城を繫つないで、リッツ達が歩くであろうルートを特定できるのに。

　ここまでは実際そうやって歩いて来た。

　アーサーさんが持っていた地図には、王城と魔王城の場所がしっかりとマーキングされていて、あたし達は出来る限り最短距きよ離りで行けるように途と中ちゆうで立ち寄る村や町も厳選していた。それまで不確かな情報と影かげの角度と向きで方角を推おし量る生活をしてきたあたしは、地図と方角を知る道具がある事の有り難がたさを、道中ずっと嚙かみ締しめてきたんだ。

　でも今は地図も方角を知るための道具もない。

　北へ北へ、って来たんだから、南へ南へ行けばリッツに近づくのは確かなんだけどさ。それでリッツと出会える確率ってもう、星と星がぶつかるくらいに低いんじゃない？　あたしの気配探知の精度じゃ絶対に出会えないまま、すれ違ちがっちゃうだろうし。

　ルートを特定するか、むしろリッツに見つけて貰もらうのを期待するか……せめて通信手段や目印があればいいのに。いや待てよ、チューリを飛ばして自力で合流しようとするのがそもそも間違いだったりして。

　……。

　…………。

　………………。

　ふむ、ちょっと思いついちゃったかも知れない。

　でも、失敗しちゃうと結局最初の想定通りチューリに頑張って飛んでもらうしかないから、そっちの問題解決だって手をぬけない。

　やる事がすっごく沢たく山さんあることに、ちょっとだけ目め眩まいがした。




　うん、比ひ喩ゆじゃなく、真ま面じ目めにくらくらするな。

　ああ、それも仕方ないかも。だって昨日は城の外をチューリと飛んで、色々考える事も多くって疲つかれてたから一晩くらいじゃ全回復できなかったのかも知れないし、今日は今日で朝っぱらからファルにガチで脅おどされたばっかりだ。

　精神的に疲ひ労ろうしてるのは確かだけど、こんなところで体調を崩くずしたら目も当てられない。気持ちを切り替かえるためにも、今日は少しゆっくりしよう。

　ベッドの中でうとうととまどろむ。

　夢の中で、扉とびらが開く音と聞きなれた声を聞いた気がした。




「ミリア？」

「眠ねむっているようですね。いつも思いますが、こんなに気配に鈍どん感かんではいつ寝ね首くびをかかれても文句は言えぬと思うのですが」

「ある意味豪ごう胆たんだな」

「起こしますので、しばしお待ちを」

「いや、今日は食事をとったのだろう？」

「ええ、おっしゃる通り食すのを見届けましたよ」

「それならば良い、眠りと食事はヒトにとっては命を繫つなぐものだ」

「やれやれ、まったく面めん倒どうな生き物です」

　扉を閉める小さな音と共に、静せい寂じやくが訪おとずれた。
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　翌日から、あたしは早さつ速そくアイディアの実現に向けて動き始めた。

　考えついたのは、シンプルだけど自じ称しよう魔王の転移の術を利用すること。

　だって自称魔王ならなんの苦労もなく、リッツのもとにひとっとびだし。もう一度リッツに会わせて貰えるように交こう渉しようする事なら、なんとか出来そうな気がする。ぶっちゃけここが突とつ破ぱできないと、あたしがない知ち恵えを絞り出して考えついた他ほかの諸もろ々もろの作戦が全部ダメになっちゃうから、ここだけはホント何としても実現したいところでもあるんだけど。

　自称魔王にこの願いを叶かなえてもらうためには、彼が面おも白しろいと思う事を提供できるか、もしくは喜ぶ事を提供できるか、その二点にかかっている。

　そしてあたしは今、その条件に見合う交渉材料をいくつか用意できているように思えた。だから、これは何とかなると思う。

　そして、肝心なのはここからだ。

　一番いいのは、あたしをリッツのもとに戻もどしてもらう事だけど、多分それは無理だよね。

　もしくはあたしの代わりにチューリだけでもリッツ達の傍そばに置いていくって事が出来れば、それだけでリッツ達の旅を相当助ける事ができると思うんだ。

　でも、なんせチューリは自称魔王が溺でき愛あいしていた愛鳥でもある。これも無理かもしれない。

　そこで思いついたのがコレ、『あたしの髪かみの毛入りお守り』。

　これをリッツに渡わたせれば、チューリほどの効果はないとしても、リッツの助けになると思うんだ。『髪の毛入りお守り』とか聞くとちょっと気持ち悪いんだけど、ちゃんとそれなりに理由がある。

　昨日の探検で得た知識から考えるに、物に自分の生命の衣ころもや聖気を注入することは可能だし、もしかしたら、魔法を閉じ込めたりも出来るんじゃないか。そう仮定して実はあたしは朝からずっと、その練習をしていた。

　布とか紙とか、ほかの物も色々試ためしてみたけれど、そんなのなんかより、断然自分の髪の毛の方が聖気も注入しやすいし、聖気の残り具合もダントツに良かった。お守りにしておけば軽くてかさばらないし、リッツのために作ったお守りだと言えば、義ぎ理り堅がたいリッツのことだから肌はだ身み離はなさず持っていてくれるだろう。

　そしてあたしは今、その髪の毛に『浄じよう化か』の魔ま法ほうを閉じ込めている。リッツも周りも浄化できる。そんな力が発揮できるレベルになるように、何度も何度も。




　そう、今回の作戦の肝きもは、このお守りだ。

　リッツを浄化するための物であり、実は道みち標しるべにもなる可能性がある。

　あたし気配探知の精度はまだまだだけど、自分の気配ならかなり離れてても感知出来るんだ。自分の体はもちろんチューリの体を起点に気配探知することも出来るし、自分の体とどれくらい離れてるかもキャッチできる。

　やっぱり自分の生命の衣だけは別格なんだよね。これを応用すれば、お守りに込めた自分の気配を目標に、ゆくゆくはチューリを飛ばす事だって出来るかもしれない。

　あわよくば、チューリとシンクロしたみたいに、このお守りとシンクロして周囲の状じよう況きようを察知したり、魔法を使ったりできないだろうか。

　やっとの事で思いついた「こう出来るといいんだけどなあ」を実現するために、あたしはまた、寝しん食しよくを忘れて打ち込んだ。
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「娘むすめ、いい加減にしてもらおうか」

　急に頭をがしっと摑つかまれて、あたしは急に現実に引き戻された。

　魔王城の外を飛んでからどれくらい経たったんだろう、あたしはあれから、毎日毎日お守り強化と訓練に明け暮れていて、今日は足に結ゆわえた餌え袋ぶくろのお弁当を食べつつ飛ひ距きよ離りを伸のばしてきたチューリが、初めて外で夜を明かしたところだった。

　あたしもチューリも達成感はあるものの、緊きん張ちようと寒さで疲れていて、よろよろと城へ戻って来ている途と中ちゆうだったんだ。意識が完全にチューリにいっていて、ファルが部屋に入ってきた事にも全く気が付かなかった。

「この前も言った筈はずだ、ヴェルティ様を煩わずらわせるなと。この耳は飾かざりか？　もっとデカくていい耳と交こう換かんしてやってもいいんだが？」

　ひええっ……かつてない程ほどファル様がイライラしていらっしゃる……っ！

　紅あかい瞳ひとみが暗くギラついた光を放って、劇的に怖こわい。

「さっさと来い」

　強ごう引いんに腕うでを摑まれて、有う無むを言わさず連行される。かつてない程の怒ど気きをビリビリと発しているファルのあまりの怖さに、あたしはもう、ただ大人しくついて行く事しかできなかった。




「お、やっと来たか」

　重じゆう厚こうな扉の向こうにはもちろん自称魔王が居る。目が合ったら、優やさしく微笑ほほえんでくれるあたり、やっぱり見た目はとっても天使だ。

「さすがに五日も六日もろくに食わぬのでは死んでしまうぞ。すっかり瘦やせてしまったではないか。そら、柔やわらかくて食べやすい物を用意させた。食すが良い」

　え、あたし、そんなに食べてない？

　ああそうか、チューリとシンクロしてる時はかなり意識して餌えさを食べてる感覚があったから、そんなに心配されるほど食べていないとは思わなかったよ。第一瘦せたとか言われても、ろくに姿見すらない部屋でどうやって分かれというのか。

　それでも勧すすめられるままに食しよく卓たくにつくと途と端たんに、すっっっごくお腹なかが空すいている事に気がついた。

　でも、あまりの空きっ腹にいきなり重いものを入れるのが怖くて、温かいスープから口に運ぶ。シンプルなポタージュだけどとっても滑なめらかでクリーミィなスープは、あたしの飢うえた胃い袋ぶくろに優しく温かく染しみ渡った。

　美味おいしい……！

　そうだよね、チューリが食べてる餌は温かくなんかないし、悪いけど美味しくもなかったよ。それに比べてこのスープの美味しいこと！　ああ、なんか胃袋もあったまってきたし、ちょっとお肉とか食べちゃおうかなあ。

　あったかい絶品料理を食べられる幸せに感動しつつ、あれやこれやと手を出していたら、自称魔王からガッツリ見つめられている事に気がついた。

　ちょっと、乙おと女めががっついてるとこ凝ぎよう視しするとか、やめてよね。一いつ瞬しゆん手が止まったら、自称魔王は悲しそうに目を逸そらす。

「……いつも虚うつろな顔で、ぼんやりと座ってばかりいると聞いた」

　なんの事かわからずにポカンとしたら、自称魔王はさらに眉まゆを下げた。

「この前、勇者をからかったからか」

　なんの事だ。

「……悪かった」

「ヴェルティ様がこんな脆ぜい弱じやくな小娘に詫わびるような事など、何ひとつありません！」

「いや、ヒトと魔族は精神のあり方がかなり違ちがうものだと、その昔母上も言っておられた。食事も喉のどを通らず、ろくに眠ねむれず、日々ぼんやりと過ごすなど、精神攻こう撃げきをくらい過ぎて廃はい人じんになりかけた時のようではないか」

「意図せずそれ程のダメージを与あたえられるなど、さすが魔王の称しよう号ごうを預かる御おん身みです」

「いや、褒ほめるところじゃなくて」

　自称魔王とファルの若じやつ干かんズレた会話を聞いてやっと納なつ得とくだ。

　食事も睡すい眠みんもろくにとらないで、あたしが部屋でボーッとしてるのは、先だって自称魔王がリッツをからかった時の事で、あたしが傷ついて落ち込んでるせいだと思ってるのか！

　部屋でボーッとしてるのは、単にチューリとシンクロしてて、意識がそっちにいってるからなんだけど。

　まさかあれを、自称魔王が謝ってくれるなんて思わなかったなあ。ちょっと嬉うれしくて、胸がほんのりとあったかくなった。




　いやでも、待てよ。

　これってもしかしてチャンスなんじゃないの？

　自称魔王には悪いけど、この機に乗じて「リッツに会わせて」って言ったら、意外といけたりしない？

「あの」

　ドキドキしながら自称魔王に話しかけた時だった。

「ピュイ─────!!　ピュルルッピチュウ!!」

「ギャフッ!?」

　なにかが弾だん丸がんみたいに飛んできて、勢いよくあたしにぶつかった。

　痛いなあもう、なんなの！

　あ、チューリ……。

　なんだかピィピィと忙いそがしく囀さえずりながらあたしの周りをくるくると飛び回ってるけど、この興奮ぐあいはいったいどうしちゃったんだろう。

「……急にいなくなるから心配した、どうしたんだ、と一いつ生しよう懸けん命めい訴うつたえておるが」

　自称魔王が通訳してくれる。

　そうか、ファルにバレたら厄やつ介かいだと思って急にシンクロを薄うすめたから、チューリにはあたしの気配が急に消えたように感じられたのかも知れない。

「なんだ？　チューリからもミリアの気を感じるが」

　自称魔王の突とつ然ぜんの発言に驚おどろいて振ふり返れば、またもや真しん剣けんな表情で観察されていた。ヤバい。

「そうですか？」

　食器を片付けながら、ファルがおざなりに返事をする。

「いや、ちゃんと真剣に見てみよ」

「興味ないんですが。……ああ、本当ですね、これは……」

「ああ」

　そう言ったっきり、自称魔ま王おうもファルも黙だまったままあたしをじっと見ている。

　……これってもしかして、結構ヤバい？




「ふふふ……ふはははは！」

　いきなり、自称魔王が笑い始めた。




　何!?　今の流れに笑う要素あった!?

「笑い事ではありません」

　とてもとても不ふ機き嫌げんそうに、ファルが片眉を上げる。その目はこっちの肌はだがチクチクするくらい、全力であたしを睨にらんでいる。

「いや、愉ゆ快かいではないか！」
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　自称魔王は目め尻じりの涙なみだを拭ふきながら、あたしとチューリを見比べた。

「チューリ、お前、この娘むすめを乗せておるな」

「ピッチュルルッピチュウ♪」

　ああ、チューリ、なんて答えたんだろう。

「飯も食わぬ、眠ってもおらぬ、部屋では放心したように生気がないと聞かされて心配しておれば、なかなかどうして、したたかではないか。なあ、娘」

「……あたし、とことん足あ搔がくって宣言した筈はずよ。落ち込んでる暇ひまなんかないわ」

　ここで怖おじ気けづいちゃいけない。あたしは勇気を総動員して、自称魔王を真っ向から睨みつけた。これは、思ってたのとは流れが違うけど、間違いなく交こう渉しようのチャンスだ。

「何を企たくらんでいる？」

「言ったら面おも白しろくないでしょう？　あたしやリッツが無様に足搔くのが面白いんだって、貴方あなたが言ったんじゃない」

　そうあたしが言えば、自称魔王は少し考えるような素そ振ぶりをしてからあたしに視線を戻もどし、唇くちびるの端はしをキュッと吊つり上げた。

「ああ言ったな。無力なヒトのくせに、今のお前のようにあの手この手と……滑こつ稽けいなほど諦あきらめが悪いその様を、私は見たい。お前は、私を楽しませる才能があるようだ。……勇者よりもな」

「楽しんでいただけて何よりよ。言っとくけどあたし、まだまだ足搔くわよ」

「ほう、楽しみだ」

　自称魔王の目の端が、楽しげに弛ゆるむ。

「そこで提案なんだけど」

「言ってみるがいい」

「もう一度、リッツに会わせてくれない？」

「ほう……」

「あたしが足搔くのに必要な事なの」

「断ったらどうするかを見たい気もするな」

「それならそれで、別な方法を考えるわ」

　あたしも唇の端を上げて、精せい一いつ杯ぱい強がった。自称魔王があたしをしたたかだと思ったなら、懇こん願がんするより交渉する方が有利な気がしたから。

　ああ、あたしの思おも惑わくが外れていませんように！

　自称魔王はあたしを探さぐるように暫しばらく見ていたけれど、フン、と鼻で笑うと「良かろう」と呟つぶやいた。

「勇者のヤツがへなちょこだからな。すぐに魔の色が濃こくなっていけない」

「えっ……」

「早々に魔に至るも一興かとは思うたが、余りに早くても面白みに欠ける。いったん浄じよう化かしてやるが良い」

　も、もう？

　それは一刻も早く、お守りを渡わたさなければ！

「娘が居おらぬだけでこうも簡単に魔に傾かたむくとは……さて、どの系統の魔族の落とし胤だねやら。もう少し待てば姿にも兆候が現れるかも知れぬな、娘、もうちょっと様子を見てみるか？」

　冗じよう談だんじゃない！

　ニヤニヤ顔の自称魔王に、出来る事ならケリを入れてやりたいくらい怒いかりが込み上げる。

「いーえ！　興味ないわ、リッツがどの魔族の子かなんて」

「そうか？　どの魔族か系統が分かれば、その力を上手うまく引き出して戦いが有利になるかも知れぬぞ？」

「おあいにく様。リッツはそんな事しなくっても大だい丈じよう夫ぶなんだから！」

「残念だ。では、次の機会を待とう」

　ふん！　次の機会なんてないわよ。

　ちゃんと、このお守りがリッツを守ってくれる筈なんだから。

「では娘、行くぞ。あちらはまたケンカの最中でな。せっかくだから間近で見たい」

　はあ!?　え、ちょっと、またケンカってどういう事!?




　問い詰つめる間もなく、自称魔王に抱だき寄せられて、あっという間に転移されてしまった。この前はかなり気を遣つかってくれたというのに、今回はいきなり遠えん慮りよがない！　やっぱりさっき「したたか」だと思われてしまったせいなんだろうか。

　うう……選せん択たくミスだったかも知れない……。

　しっかりと転移酔よいしたあたしは、現地に着いた途と端たん、ふらついて座りこんでしまった。

「だから！　これ以上無理に進んでは危険だと言っているだろう！」

「そうよ、もうケガじゃ済まなくなるわ！　死人が出るって言ってるのよ」

　アーサーさん？　スカーレットさん……！

　すごく切せつ羽ぱ詰つまった声。何があったの？

「実力が足りないんだから仕方ないだろう」

　二人に返された言葉は、あまりにも冷たい。

　え……？　まさか、この声って、リッツ……？

「ついて来られないなら、ここに残ればいい。……そう言って、ミリアも、ニルスも、エルンストも置いて行けと言い続けたのは君達だろう。今さら、自分達は違ちがうとでも言いたいのか？」

　取りつく島もない、抑よく揚ようのない声。声のする方を見れば、ガラス玉みたいに虚うつろな目をしたリッツがいた。

　リッツ……なんてこと。あなたの生命の衣ころもはどうしてそんなに黒ずんでしまったの？

「俺一人ならまだいける。君達はここでレベルアップして、後から追ってくるといい。ミリアが……ミリアが、待ってるんだ」

　あたしの名を口にした瞬しゆん間かん、何故なぜだかリッツの生命の衣が、ふわっと金色を取り戻した。




「！！！　ミリア!?　ミリアが近くに居る！」

　そのせいだろうか、リッツが突とつ然ぜん、あたしの気配に気付いてくれた。

「リッツ！」

「おっと」

　リッツに駆かけ寄ろうと走り出したあたしをすかさず自じ称しよう魔王がとらえる。

「あ……っ？」

　そしてそのまま、あたしは自称魔王の腕うでの中に一瞬にして抱き込まれてしまった。

「私の目の前で他ほかの男に駆け寄ろうとは、罪な人だ。私に妬やいて欲しいのか？」

　意味ありげに微笑ほほえみを浮うかべる自称魔ま王おう。くそう、そのスタンスまだ続ける気か！

　若じやつ干かん不安になってリッツを見たら、案の定、リッツの魔気が焰ほのおのようにグンッと膨ふくれ上がっている。

　自称魔王のヤツ、浄化してやれって言ったくせに煽あおるとか、何考えてんのホントにもう！

「リッツ！　大丈夫？」

　あえて自称魔王の発言は無視して、リッツに話しかける。リッツはあたしには答えずに暗い目をしたまま自称魔王を睨にらみつけていて、なんだかもう話しかけるのも怖こわいくらいで。




　うう……こんなんじゃ話にもならないよ。この前も浄化したら正気に戻ったみたいな顔になったよね、とりあえず手っ取り早く浄化するしかない。

　こんなに魔の気が強くなってしまっては、リッツの気を増ぞう幅ふくさせるだけじゃ手に負えない。この前みたいに自分の聖気を一気に増幅し、リッツを中心に思いっきりぶっ放した。リッツの中の黒いものもリッツの周りの悪いものも、全すべて、全て浄化してしまいたい。

　もちろん今度は全ての聖気を注ぎ込むみたいな危険なマネはしない。あたしだってあれからファリエル様の研究書のおかげで、効率のいい聖気の使い方も少しは上達したんだから！

「ぐあ……っ」

「くっ……」

　え……？

　あたしは、思わず驚おどろいてしまった。うそ、今リッツまで呻うめいてなかった？

　放出される濃い聖気に自称魔王が若干苦しげにするのは、ある意味想定していた。この前もそうだったから。

　でも、リッツはこの前むしろ、憑つき物が落ちたみたいにスッキリした顔をしてたよね？

　あたしは急に不安になった。

　もしかして、リッツはそんなにも魔に馴な染じんでしまったのだろうか。

　もしそうだとしたら、自称魔王の言うとおりリッツの魔への堕おち方は、確かに速過ぎる。

　信じられないよリッツ……だって、あたしが自称魔王に連れさられるあの時まで、そんな気配、微み塵じんもなかったじゃないの。

「う……」

　未いまだに苦しげに頭を押さえているリッツは、大きく息をついてゆっくりと目を開いた。

　ふるふると頭を振ふると、リッツのぼんやりとしていた目に生気が戻もどってくる。ああ、良かった。やっと綺き麗れいな澄すんだ目に戻った。生命の衣も、黒ずんだ嫌いやな色がはらはらと剝はがれて、あたしが好きなキラキラの金色に戻ってる。

　うん、これでこそリッツだよ！

「ミリア……俺……」

　リッツが、悲しげにあたしを見つめる。

「どうしたの？」

「来ちゃダメだ！」

　どうして、そんな顔をするの？

　あんまり悲しそうな顔するから思わず駆け寄ろうとしたら、どうした事かリッツから止められてしまった。

「どうして」

「俺、この頃ごろおかしいんだ。急に凶きよう暴ぼうな気分になる」

　あたしは息をのんだ。リッツにも、自覚があるんだ。

「ミリアを傷付けるようなことになったら、俺、自分が許せないから」

　苦しげに目を逸そらす姿がたまらなく悲しい。

　リッツは自分の変化には気が付いていても、それが半魔故のことだなんて知るよしもない。戸と惑まどって、迷って、自分を恐おそれている感情がありありと伝わってくる。

　でも、あたしには彼に本当の事を伝える勇気なんかなかった。




「大丈夫よ」

　リッツを刺し激げきしないように、ゆっくりと近づく。

「魔物をたくさん倒たおしたから、魔の気が体に纏まとわりついていただけ」

　本当のことよ、全てではないけれどね。

「さっき聖の波動で魔の気は吹ふき飛ばしたから、そんな心配しなくても大丈夫」

「え……本当か？」

「もちろんよ、頭がスッキリしたんじゃない？」

「あ……」

　ハッとしたような顔。

　ふふ、さっきまでの冷たい顔や悲しい顔、不安そうな顔よりはマシかな。また、前みたいに楽しそうに笑った顔が早く見たいよ、リッツ。

「これ、あげる」

「これは……？」

「お守りよ。リッツが無事でいられるようにって、頑がん張ばって作ったの」

「ミリア……！」

「もし、凶暴な気持ちになったら、これを思い出して。あたしがそんな気持ち、絶対に吹き飛ばしてみせるから」

　お守りを大事そうに握にぎりしめたリッツが安心したように笑ってくれた。リッツがあたしの方へ一歩足を踏ふみ出した途と端たん。




　お腹なかのあたりにグッと力が加わったかと思うと、一瞬にしてあたしは魔王城に戻ってしまっていた。

「えっ？　あれ？」

　ずいぶん急に転移したもんだ。いつもだったらもうちょっとこう……帰るぞ、とか声をかけてくれるのに。振り返ると、物もの凄すごく仏ぶつ頂ちよう面づらをした自称魔王と目が合ってしまった。

「まったくお前は本当に油断も隙すきもないな。勇者に何を渡わたした」

「ただのお守りよ、それより戻るのいきなり過ぎじゃない、どうしたの？」

「別にどうもしてはいないが……」

　そう言って、自称魔王は複雑な顔をする。

「なんだろうな、お前と勇者の睦むつまじさがなぜか苛いら立だたしかった」

「？」

　不思議に思いつつも、自じ称しよう魔王に追い返されるまま与あたえられた部屋へ戻る。不ふ機き嫌げんながらも戻り際に華はなやかで可愛かわいらしいお菓か子しをもたせてくれるあたり、脈みやく絡らくなく優やさしかったりするから始末が悪い。

　うっかり一瞬「いい人……はっ、違ちがう違う」ってなっちゃうから真ま面じ目めに困るんだよね。いっそのこと悪者丸だしでいてくれたらいいのに。
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「わっ!?」

　心の中で愚ぐ痴ちりながら部屋の扉とびらを開けたら、いきなり白いものが飛びかかってきた。

「ピッ！　ピッチュチュチュッピイッ！」

「わ、あ、な、なんだ、チューリかぁ。驚かさないでよ」

「ピ～チュッピッピピピッピピュウ！」

　あたしの周りを忙せわしなく飛び回っては、凄い勢いで何か囀さえずってるんだけど。

「ごめんね、何言ってるかわかんないよ」

「ピチュ～……」

　うわ、なんか明らかにがっかりされた！

　そっか、そうだよね。チューリはあたしの言ってること理解してくれてるみたいだし、前のご主人様である自称魔ま王おうはチューリと会話までしてたもんね。なんか申し訳ない。

　ちょっと拗すねたような様子で止まり木にとまって毛づくろいを始めるチューリ。お詫わびに自称魔王から貰もらったお菓子からベリーをとって餌えさ箱ばこに入れてあげたら、やっと機嫌をなおしてくれた。

　う～ん、以心伝心とまではいかなくても、もう少しチューリの言いたいことも理解出来るようにならないとなあ。いつまでも自称魔王に通訳して貰うわけにもいかないんだし。

「ピチュッ♪」

「ん？　なあに？」

　ベリーの威い力りよくですっかりご機嫌になってくれたチューリが、またパタパタと羽をはためかせてやってきた。何か言いたげにあたしの頭の周りを二、三周くるくるっと回ってから窓まど際ぎわまで行ったかと思うと、何かをつつくようにしてからまた戻ってくる。

　戻ってきたチューリはなぜかあたしの前で滞たい空くうして……あれ？

「チューリ、なあに？　何を咥くわえてるの？」

　手を差し出すと、あたしの手の平に小さな鍵かぎが落とされた。ああそうか、チューリはこれをあたしに渡したかったんだ。

「可愛い……」

　意い匠しようを凝こらされた、可愛らしい鍵。いったい何の鍵なんだろう。

「チューリ、どこからこれ、持って来たの？」

「ピチュチュチュチュチュ♪」

　……うん、なんか自じ慢まんげなのだけは分かった。

　しかしもちろん詳しよう細さいなんか分かる筈はずもない。ただ、この城に帰ってくる途と中ちゆうまではあたしもしっかりチューリと意識を同化してたわけだし、きっとあたしが自称魔王の部屋へ行ってからか、リッツ達と会っていた時だろう。とすると、多分この魔王城の中か、周辺で拾ったに違いない。

　この鍵がなんの鍵なのか、何かの役に立つのかは皆かい目もく見当がつかないけど、胸を反らして自慢げなチューリがあんまり可愛いから、とりあえずベリーを追加してあげた。

　なんだろうなあ、この鍵。

　思いついて、鍵に意識を集中してみる。書物から魔気とかが感じられたんだから、鍵からも感じられるかも知れないもんね。

　………。

　………。

　………あれ？　これって……。

　親しんだ覚えのある気が、かすかに感じられる。暖かくて優しい……これ、ファリエル様の聖気だ。

「チューリ、これ、ファリエル様のなんだね」

「ピッチュウ♪」

　多分だけど肯こう定ていされてる気がする。しかし何の鍵なんだろう、部屋の鍵にしては小さいし。

　あたしは小さな鍵を髪かみ留どめの中に縫ぬいこんで置く事にした。

　あたしがファリエル様の部屋を見つけた事を自称魔王に言ってない以上、今すぐにファリエル様の部屋を大手を振ふって探たん索さくできるわけじゃない。慎しん重ちように機会を窺うかがいながら密ひそかに行う方がいいだろう。その時まで、この鍵は無くさないように、ファルや自称魔王に見つからないようにした方がいいような気がした。




　ベリーを食べてお腹いっぱいになったのか、止まり木でうとうとしているチューリを見ながら、あたしはようやく、部屋に帰ったらやろうと思っていたことに取り掛かかる。

　それは、リッツに渡してきたお守りとシンクロする事だった。

　とにかく、曲がりなりにもお守りは渡せたわけだし。

　集中して、自分の髪の毛からの気配を探さぐっていく。しかしそれは、あたしが思っていたよりもずっとずっと難しい作業だった。

　なんせ気配が遠い。っていうか感じられない。

　これまでの練習で簡単に気配が見つけられて、かつどこまでも気配が辿たどれたのは、チューリにしても髪の毛にしても、目に見えるほど近くで存在が簡単に確かく認にん出来たからなんだろう。

　そして、いったん繫つないだ気配を辿るのが簡単だっただけだったんだって、思い知らされた。あたしはあのお守りをリッツに渡す時に、意識を繫いだままにしておくべきだったんだ。

　あの時は自称魔王にバレちゃうのが嫌いやだったから、いったん解除しちゃってたんだよね。

　ああ、失敗だった。

　とはいえ、そう簡単に諦あきらめてなるものか。

　あたしは、リッツがいると思おぼしき南の方角を、ただひたすら探り続けた。




　実は、気配探知の練習を続けていく中で気付いた事がある。

　気配探知はちょっと漁に似てる気がするんだよね。目の粗あらい網あみを張るか目の細かい網を張るかで捕とれる獲え物ものが違う感じ。

　気配の弱い低級な魔物の気配までキャッチするには当然目の細かい網にしないといけない。相手の気配が弱くてあたしの探知も目が粗いと、網の目をすり抜ぬけちゃう魔物がたくさんいる。

　でも利点もあって、目を粗くすることで魔力の消費を抑おさえられたり、驚おどろくほど広こう範はん囲いを探知することも可能だったりする。これまではそんな調整なんて思いつく事もなく全力で網の密度を上げる事ばっかり考えてたから、この発見はあたしの中ではとても大きな収しゆう穫かくだった。

　たとえば大物だけをキャッチしたかったら、網目を大きくして広範囲で。自分やチューリの気配なら、もっと網目が粗くても大だい丈じよう夫ぶ。

　投と網あみの要領で、気配探知の網を投げようとした、その瞬しゆん間かん。




　なぜか見知った気配が唐とう突とつに城の中に現れた。

　あれ？

　これって、さっきリッツに手て渡わたしたばっかりの、あたしの髪の毛が入ったお守りの気配……？

　驚きのあまり、立ち上がったあたしはそのままの勢いで部屋を飛び出した。置いて行かれたくないのか、慌あわてた様子でチューリがついて来てくれたのが、ちょっぴり心強い。

　気配を頼たよりに行きついたのは、これまた見慣れた扉とびら、自称魔王の部屋だった。




　さすがに呼ばれてもいないのに自じ称しよう魔王の部屋に飛び込むのは勇気がいる。ドン！　ドン！　ドン！　と、鈍にぶい音を立てて扉を叩たたく羽目になった。

「……うるさい」

　心の底から面めん倒どうそうに、ファルがちょっとだけ顔をだす。そしてなんと、そのまま扉を閉めようとした。

「ちょっと！　待ってよ！」

　無む理り矢や理り体をねじ込んで、扉が閉まるのを何とか阻そ止しした。

「む、はしたない娘むすめだな。男の部屋に無理に入り込もうとするとは」

「なによ！　あなただって入り浸びたってるじゃない、メイドも置かないなんて変なの！　いいからじしょ……魔王様に取りついでよ」

「ヴェルティ様は今、機き嫌げんが悪い」

「は？」

　機嫌が悪いって、取りつぎを断る理由になるんだろうか。まあでも、ファルにとっては自称魔王が心こころ穏おだやかに過ごせるようにはからうのが仕事だったりするのかな。

「お前のせいだ。面倒だから部屋に戻もどれ」

「えっ？　あたしのせいってどういうこと？　っていうか、さっきリッツにあげたお守りの気配がここからするのよ、中に入れて！」

　そんなに簡単に諦めるならわざわざ来たりしない。あのお守りはリッツを守る手段なんだから、こんなとこにあっちゃいけないものだ。

「ちっ……無む駄だにカンのいい」

「良い、通せ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で「通れ」と一言。黒々しい魔ま気きを思いっきり放つファルの横を通り抜けたら、さらに不機嫌そうな自称魔王が頰ほお杖づえをついてため息をついていた。そしてその手には、やっぱりあたしの髪の毛入りお守りが握にぎられている。

「やっぱり！　どうしてそれがここにあるの!?」

「……あやつから、奪うばってきた」

　自称魔王は唇くちびるを尖とがらせて、眉み間けんには深い皺しわをよせている。そんな顔したいのはこっちの方だよ！

「どうして？　それはリッツにあげたものよ」

「分かっておる。だが、あやつときたら、お前が渡したこのお守りを目の前にぶら下げてず─────っとニヤニヤニヤニヤしおって」

「え……」

　そ、そんなに喜んで貰もらえたんだろうか。ちょっと……いや、軽く飛び跳はねたいくらい、嬉うれしい！

　でも、テンションが上がったあたしを見て、自称魔王はさらに眉間の皺を深くした。

「む、こっちでもアホ面づらか。まったく、面おも白しろくない！」

　そう言って自称魔王がお守りを放ほうり投げる。いや、放り投げるなんて生易しい表現では足りないかも。だって、振りかぶって全力で投げた。

「あ─────────っ!!!!」

　ちょっと、何してくれてんのよ！

　あたしは猛もうダッシュでお守りに走り寄る。幸い壁かべにぶつかって落ちたお守りは別に破れてるわけでもなく、あたしの施ほどこした魔法も効果は失っていないみたいだ。

　ほっと息をついて、ふと思った。




　あれ？

　これってチャンスじゃない？

　さっきまで、このお守りと意識を繫ぐために気配を探ろうと思ってたわけだし、それが結構な労力だと思ってたんだから、この機を逃のがすわけにはいかない。お守りを大事そうに握りしめて、リッツを心配するような顔で意識をお守りの中の髪かみの毛と繫いでいく。

「お願い、お守りくらい渡したっていいでしょう？　リッツがそう簡単に堕おちたら面白くないって言ったのはあなたじゃない」

「それは、そうだが」

「あなただって見た筈はずよ？　リッツの魔への馴な染じみ方、尋じん常じような速さじゃないわ。放っておいたらまたすぐに魔に堕ちるわ。あなたにはそれだって楽しみなんでしょうけど、でも、足あ搔がくのが見たいって言ってたじゃない」

「……」

「聖の気がある物を、少しでもリッツのそばに置いておきたいの。せめてチューリとか」

「それはダメだ！」

　どさくさに紛まぎれて言ってみたけど、やっぱり即そく答とうで断られた。名前を呼ばれてチューリが「ピピュウ♪」と可愛かわいらしく囀さえずってみせると、少しだけ自称魔王の眉間の皺が緩ゆるくなる。

「チューリ」

　自称魔王が差し出した腕うでに、ごく自然にチューリが舞まい降りた。空気を読まずにご機嫌で囀るチューリはこんな時でもとっても可愛い。

「ヴェルティ様、見苦しいですよ。そんなものくらい、くれてやればいいでしょうに」

　ファルに冷たい目で見られて、自称魔王は居い心ごこ地ち悪そうに視線を泳がせた。なんというか、普ふ段だんの関係性を彷ほう彿ふつとさせる光景だなあ。

　追い打ちをかけるようにあからさまに嘆たん息そくするファル。僅わずかな間の後に、ついに自称魔王は不本意そうに小さな声で呟つぶやいた。

「……分かった、このお守りは勇者に返す」
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　もう一回リッツに会えるって内心喜んだのもつかの間、一いつ瞬しゆんで自称魔王だけが消えてしまった。

「あ～～～～～～!!!!」

　自分だけ転移でリッツのもとに跳とんだんだと理解して、思わずお腹なかの底から不満の声が出ちゃったのはもう仕方ないと思う。

　ずるい！

　あたしも行きたかったのに！

　どうしてもリッツが見たくて、自称魔王がいつもリッツ達を見ているらしい水すい晶しよう玉だまに駆かけ寄ったら、お守りを全力でリッツに投げつけている自称魔王が見えた。

　酷ひどい！……けど、なんか笑えるのはなんでだろう。

　ああ、そっか。昔施し設せつにいた頃ころ、拗すねちゃった子がリッツに泥どろだんごぶつけて院長におしりペンペンされてたっけ。表情といい、投げつけ方といい、あの子そっくり。そう気付くと、余計に面白くなってきた。自じ称しよう魔王ときたら、魔族の血が濃こいくせに妙みように人間くさいから困る。

　リッツがポカンとしている間にサッサと転移で戻って来た自称魔王に追い出されて、与あたえられた自分の部屋に戻ってからも、あたしはなんだか可笑おかしくって仕方がなかった。呆あつ気けにとられたようなポカンとした表情のリッツも久しぶりに見ることができて、あたしはなんだかとても幸せな気分。

　思いがけずお守りと意識を繫つなぐことも出来たんだから、これでヨシとしなくちゃね。

　そう一人で納なつ得とくして、ベッドの上で仰あお向むけに体を休める。そして、あたしはゆっくりと目を閉じた。さっき意識を繫いだお守りとこれからシンクロを強めていこうと思うんだ。こうして眠ねむったような姿勢ならうっかり見られてもきっと不ふ審しんには思われないだろう。




　集中して、お守りの事を思い浮うかべる。

　うっすらと繫つながれていた糸が、太く、深く、安定した波動で繫がれていくのが分かって、あたしは少し安心感を覚えた。距きよ離りが離はなれていてもちゃんと繫がったままでいられるみたい。

　……良かった。

　お守りとのシンクロが深くなっていくとともに、体から力が抜ぬけていく。まだチューリとシンクロするほどには馴染めていなかったから、結構集中しないとお守りとは同調できない。時間をかけてゆっくりゆっくりとお守りとひとつになっていく。




　どれくらいの時間が経たったのか。

　自分が自分でないような、自分と世界との境目がないような、そんな不思議な感覚になった頃……あたしの漂ただよう意識を、ふんわりと包む気配を感じた。

　とてもとても優やさしくて、慈いつくしむような……愛いとしいような……なのに、なぜか切ない。

　なんだろう、懐なつかしい……。

　ああ、これは……リッツ、なの？

　あたしを包む優しい気配に意識を向けたら、やっぱりそれはリッツだった。懐かしい、金色のキラキラした生命の衣ころも。

　それなのにどうしてかしら、いつも身近で感じていたリッツの気配とは少し違ちがうようにも感じる。それでもそれが心ここ地ちよくて、しばらくその感覚を楽しんだ。




　リッツのキラキラ金色の気配に混じって入ってくるのは優しさ、慈じ愛あい、切なさ、苦しさ……これってもしかして、リッツの感情がダイレクトに伝わってきているのかしら。それに、体の周りにじんわりと感じる暖かさ。リッツが……お守りを握にぎりしめているのかな。

　これがリッツの感情だとしたら、なんだか不思議だな。

　伝わってきた感情と一いつ緒しよに、トゲトゲした黒い塊かたまりが混じっているの。孤こ独どく感とか、もどかしさとか、憤いきどおるような暗い強い感情。それが意外と大きいことに違い和わ感かんを覚える。一緒に旅していた時は、強くて優しくて、いつだって飄ひよう々ひようとしてたリッツの中にもこんな複雑な感情が渦うず巻まいているなんて。

　でも、そうね。旅に出た最初の頃はリッツだって普ふ通つうに怒おこったり泣いたり、ワガママだって言ってくれてたよね。そういえば無理に戦せん闘とうに参加しようとしたあたしを突つき飛ばしたこともあったっけ。
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　確かまだリッツと二人で旅してた頃だった。植物系のデビルウィップっていう戦いにくい魔ま物ものが三体もいたのに、あたしを守りながら戦うリッツに申し訳なくて、自分が情けなくて。

「あたしも戦う！」

　そう言って魔物の前に躍おどり出たんだけど、敵にもあたしの弱さが分かったんだろう。三体の蔓つるが一いつ斉せいにあたしに向かって伸のびてきて。

「ミリア！」

　あたしを左手で思いっきり突き飛ばしたリッツは伸びてきた蔓を一刀両断、そのままデビルウィップ達をあっという間に屠ほふったんだ。

　あの時はめっちゃ怒られたし、なんでかリッツも泣いてたなあ。

「二度と無む茶ちやしないって誓ちかってくれ」

　って何度も念を押されたし、あの日あの後遭そう遇ぐうした魔物はことごとく瞬しゆん殺さつしてたから、感情に任せて無茶な戦い方する事だってよくあったんだ。

　あたしあの頃、リッツがいつか死んでしまうんじゃないかって怖こわかったんだもの。




　子供の頃から優しかったけど、普通に感情の起き伏ふくだって沢たく山さんあった。

　いつからだろう。

　無茶な戦い方をしなくなったのは。

　いつから、あんなに穏おだやかに優しく紳しん士しな面ばかりが大きくなっていったんだろう。ニルスやエルンストが仲間になってから？　いや、もっと前から？　顕けん著ちよに変わったわけじゃない、きっと施設を出て二人で旅をするようになってから、少しずつリッツは感情をセーブするようになっていたんだろう。

　ワガママ、言えなくなっていたのかなあ……。

　あたしが頼たよりなかったんだろうか。

　リッツが暗い感情を表に出さなかったのは、あたしにとって寂さびしい事ではあったけど、少し納得できる部分もある。リッツはこれまでもこうして暗い感情を自分の中に溜ため込んで、表に出さずに処理してきたんだろう。

　今は強い魔の気に触しよく発はつされて負の感情が処理出来なくなってしまっているのかも知れない。だからこそ、リッツの魔気は異常な速度で溜まっていくのかも。

　あくまであたしの推測だから、確かな事なんて何もない。

　ただ、これまで表に出されなかったリッツの中の負の感情、これだってリッツの一部だ。ううん、むしろリッツ本人にさえも封ふうじられている、リッツの生の感情だもの。いうなればワガママだって言えた頃の小さなリッツみたいなものかも知れない。

　そう思うとあたしはその感情が可愛かわいくて、暗い、黒いリッツの感情の塊をしっかりと抱だき締しめた。




　様々なリッツの感情の中からかき集めた小さな黒い塊達はあとからあとから湧わいてきて、かき集めると大きな丸いボールになった。

　両の腕うでで抱かかえるほど大きくなった塊は、トゲトゲしていて抱き締めるとちょっと痛い。中からトゲが盛り上がっては消えていくから絶えずチクチクと刺さしてくる。

　それが沸わき上がってくるリッツの負の感情だろうと思えば、そんなちっちゃな痛みなんてなんてことない。施し設せつではもっと暴れる子だっていたんだし、そんなの力ずくで抱き締めて相手が泣き疲つかれて眠るまで我が慢まん比べしたことだって一度や二度じゃないんだから！

　さらに力を込めて抱き締めたら、少しもじもじと暴れた後、塊はふるふると震ふるえ始めた。

　……これは、どういう変化なのか。よく分からないまま、抱き締めて頰ほおを寄せる。

　この塊がリッツの素すの感情だとしたら、あたし本当は言いたい事がたくさんあるの。リッツに届くか分からないけど、あたしは黒い塊に自分の感情をのせた。




　ごめんね。

　ありがとう。

　心配しないで。

　信じてる。

　傍そばにいたい。

　無理しないで。

　大だい丈じよう夫ぶだよ。

　会いたい。

　……大好き。




　たくさんある筈はずの言いたい事は、なぜかきれぎれの言葉になって、胸に浮かんでは消えていく。

　呪じゆ文もんのようにリッツの黒い感情の塊にささやけば、そのたびごとに塊がふるり、ふるりと震えて、まるで返事をしてくれてるみたいで。

　少しずつその感情の塊は柔やわらかくなり、色が薄うすくなり、小さくなり……最初は抱き締められるほど大きかった塊は、空が白み始めてきた頃ころにはあたしの胸のさほど深くはない谷間にすっぽりと収まる程度の大きさになった。

　それになんだか、その塊から流れてくる感情の質が変わってきたみたい……？

　手の平にすっぽり収まるくらい小さくなった塊、まるで卵みたいなそれを、しっかりと握りしめて頰に額にあててみる。

　額に流れ込んでくるのは、あたたかさ。

　トクン、トクン、と小さく響ひびく安定した鼓こ動どう。

　もはや突き刺してきたトゲトゲも感じられない。もしかしてリッツの中の黒い感情が少しは癒いやされたんなら嬉うれしいなぁ……なんとも言えない幸福感に包まれて、あたしはそのまま眠ねむりについた。
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　不思議だ。

　このところ感じてた嫌いやな感情が、まるで溶とけるように無くなっていく。

　このお守りがあるからだろうか。

　握にぎりしめるとミリアが傍にいるような温かさを感じて、次し第だいに心が和やわらいできた。




　こんなに落ち着いた気持ち、本当に久しぶりだ……。

　このところ自分でも怖いくらい気持ちが昂たかぶってばかりで、時々自分が分からなくなるんだ。

　特に魔王と会った時に感じる、あの凶きよう暴ぼうな感情。そのたびに自分の中で何か新しい力が湧いてくるように感じるアレは、何なんだろう。

　昔、ミリアが魔ま物ものに殺されそうになった時に、気が付いたら魔物を屠っていた。あの時のような強きよう烈れつな衝しよう動どう。あれを機に俺の身体能力は驚おどろくほど上がっていた。

　あれと同じ感じなんだ、魔王に会って気持ちが極限まで昂るたびに、むくむくと体の奥の方から俺の知らない力が湧き上がってくる。

　俺はそれが怖い。

　ミリアが聖魔法であの黒い感情を追い払はらってくれなかったら俺は一体どうなるんだろうと、時々本当に不安になる。いつか、あの黒い感情に支配されてしまう日が来るんじゃないだろうか。

　頭の中に真っ黒な靄もやがかかったように何も考えられなくなるあの感じを、俺は恐きよう怖ふしていた。




　どれくらいお守りを握りしめたままうずくまっていたのだろう、気持ちが洗われたようにスッキリしていくと共に、だんだん頭がクリアになっていく。

　ついさっきまで、一刻も早くミリアを助けることしか頭になくて、それを阻そ害がいする全すべてを切り捨ててもいいとまで思っていた。

　俺は馬ば鹿かだ。それでミリアが喜ぶはずもない。

　それに魔王の強さは尋じん常じようじゃなかった。俺はまだ剣けんを交えることさえ出来ていない。からかわれてあしらわれているだけの状態だ。アーサー達とも力を合わせて進まないと、魔王城にたどり着いたところで一ひと太た刀ちすら浴びせられないだろう。




　明日あした、ちゃんとアーサー達と話をしよう。

　正直気が重いが。

　なんせ王家には謎なぞが多すぎる。城では理由も語られずしつこくリリエル姫ひめとの婚こん姻いんを懇こん願がんされたし、パーティーの解散なんて毎日のように迫せまられた。あの時も不ふ審しんに感じてはいたけれど、魔王の名を呼び書状をしたためるなんて、純じゆん粋すいに敵対しているのか疑わしい。そういえば俺を勇者にしたのも魔王が望んだからだと言ってたよな。

　一体ぜんたい、どうなっているんだろう。

　それに、リリエル姫も今思うと疑問な点が多い。彼女を前にするといつも甘い香かおりが漂ただよい不思議なくらい気分が高こう揚ようして心臓が高鳴る。最初はきれいな人を前にして舞まい上がったのかと思っていたが、何度か相対するうちにあの高揚感に違い和わ感かんを抱いだくようになっていた。

　もしかしてあの奇き妙みような感覚は魅み了りようの魔法かもしれない。このところ俺はそう考えるようになっていた。魔物から精神系の攻こう撃げきを受けた時の思考に霞かすみがかかった感じによく似てる。

　……でも、どうして。

　考えるほど謎が深まるばかりだ。

　隠かくし事をされているのは悲しくはあるが、彼らにもなにか話せない事情があるようだし、そこは仕方がない事なのかもしれない。

　でも、せめて俺の方からは腹を割って話したい。

　このところの魔物の強さでさすがの彼らも疲ひ弊へいしているし、なにより凶暴な気持ちに支配されていた俺に、恐怖を感じているような気もする。

　冷静になってみると、申し訳ない事をしたと思う。

　それに、ニルスやエルンストの事が気にかかる。アーサー達だけでもある程度魔物を討とう伐ばつできるようになったら、彼らだけでレベルを上げて貰もらっている間に、ニルス達の様子を見に行けないだろうか。

　今の俺なら、一週間もあれば二人のもとにたどり着けるだろう。

　ミリアが無事な事も伝えたいし、そして出来るなら、もう少し手前の村まで送っていきたい。ミリアにも会いたいが、無む性しように二人の顔も見たくなっていた。




　ああ、久しぶりにこんなに纏まとまったことを考えられた気分だ。きっと、これのおかげだ。

　ミリアから貰ったお守りを、もう一度きつく握りしめた。
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「起きろ」

「……っ!?」

　額に衝しよう撃げきを感じて飛び起きる。

　眼前には相変わらず苦い表情を隠そうともしないファルの顔。

「ヴェルティ様がお呼びだ」

　そうでしょうとも。

　でもさ、毎度毎度乙おと女めの寝ねてるところに容よう赦しやなく入ってきて、デコピンで起こすの止やめて欲しいんですけど。このお城にはいかにもメイドっぽい人だっていた筈はずなのに、なんでいつもファルが来るんだろう。

「ねぇ、せめて寝てる時くらいは、女の人が呼びに来るようにしてくれない？　さすがに寝起きを男の人に見られるのは嫌なんだけど」

「そうしたいのは山々だが」

　思わず正直に言ってしまったら、ファルからは途と方ほうにくれたような顔をされてしまった。

「文句があるならファリエル様に言ってくれ」

　は？

　ファリエル様がいったい何だって言うんだろうか。相当前にお亡なくなりになっている筈の彼女がどう関かかわってるのか全くもって想像できないんですが！

　あまりにも訳がわからなくって重ねて問いかけてはみたものの、ファルはそれ以上話す気はないらしく、さっさと自じ称しよう魔王の部屋に放ほうり込まれてしまった。

「お、来たか」

　そして目の前には楽しげな自称魔王が。

　ううむ、朝っぱらからなんという輝かがやかんばかりの美び貌ぼう。お肌はだつやつや、波うつ金きん髪ぱつ、なんか興奮してるっぽいせいかブルーの瞳ひとみはキラキラと光を宿し、頰ほおまで上気して最高に美しい。

　デコピンで文字どおり叩たたき起こされて身み支じ度たくもそこそこで来ちゃったあたしとの落差ときたら……敗北感がハンパないんですけど。

「座れ、今日は最高級の茶葉でもてなしてやろう。ファル、頼たのむ」

「御ぎよ意い」

　あたしの乙女的絶望感など気付きもせずに、自称魔王は最高にご機き嫌げんな笑え顔がお。いったいどうしたっていうのかしら。

「あのお守りとやらの効果は目を見張る物がある。見ろ、なかなか面おも白しろい余興だぞ」

「余興？」

「ああ、お前の勇者はまるで人が変わったかのようだ」

　ほら、とばかりに差し出された水すい晶しよう玉だまを思わず覗のぞきこんだら、リッツの朗ほがらかな笑顔がそこにはあった。




　リッツ……！

　わあ、こんなに爽さわやかな笑顔のリッツ、久しぶりに見たかも！

　目の下にあった濃こい隈くまも消えて、目の中には暗さも感じられない。肌にも健康な艶つやがあるし、これがいつもの、あたしがいつも見てきたリッツだって思ったらなんだか涙なみだが出ちゃいそうなくらいに嬉うれしかった。

　だがしかし、若じやつ干かん気にかかるのはリッツ以外の三人がかなり微び妙みような表情をしている事だ。リッツの雰ふん囲い気きとあまりに違ちがいすぎて、ちょっぴり異様な朝食の光景がそこには映し出されていた。

　アーサーさんもスカーレットさんもクワイトさんも、互たがいにチラチラと視線を交かわして、なんだか動きもぎこちない。

「勇者がな、この村で暫しばらくレベルアップしようと言っていた」

　それならスカーレットさんが提案してたとおりになったって事よね？　リッツが歩み寄ったんなら、なんら問題なさそうだけど、どうしたっていうんだろう。




　互いにチラチラ視線を交わしてはいるものの、アーサーさんもスカーレットさんもクワイトさんも何か言葉を発するわけでもない。

　リッツはリッツで返事がない事を気にするわけでもなく「ゆっくり考えてくれていいよ」と言ったっきり、ご機嫌なまま食事に没ぼつ頭とうしているみたいで、微妙な空気の朝食はなんだか淡たん々たんと進んでいく。

　動きがない朝食風景に手持ち無ぶ沙さ汰たなあたしは、仕方なくファルが用意してくれた極ごく上じようの茶葉とやらで淹いれられた紅茶をゆったりと味わってみた。

　う～ん、確かにいい香り。

　目の前に置かれたティーカップから漂うのはなんとも言えない芳ほう香こう。起き抜ぬけの寝ぼけ眼まなこもぱっちりの爽やかフレーバーだ。

　この城に来てから全体的に味が濃い物が多かったんだけど、これは繊せん細さいな味がする。

「母上がこの地に来てから調合させた物らしい。お前の口にも合うんじゃないか？」

「うん、すごく美味おいしい。ファリエル様は多才な方なのね」

　素す直なおにそう言ったら自称魔ま王おうは嬉しそうにニッコリ笑い、ファルは「死ぬ気で調合したのは我らだがな」とまたもや苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　……ファリエル様のイメージが今ひとつ固まらないんだけど……主にファルのせいで。

　もはやお会いすることは叶かなわないけれど、ファルを確実に圧あつ倒とうしていたであろうファリエル様。やっぱり凄すごく気になるなあ……と思いを馳はせていたら、水晶玉からスカーレットさんの声が聞こえてきた。

「気になってしょうがないからきくけど！」

「ああ」

　見れば、意を決したかのような、決意に満ちた表情のスカーレットさん。そして場違いなほどにこやかに応対するリッツ。しかもアーサーさんとクワイトさんは若干オロオロとした様子でスカーレットさんを止めようとしている。

　なんなんだ、この感じ。







「いったいどういうつもり？　昨日まで話しかけたら殺す、くらいの不機嫌さだったじゃない！　突とつ然ぜん豹ひよう変へんされて謝られても疑問しかないわよ」

　え、いや、話しかけたら殺すって……いくら機嫌が悪くったってそれはないだろう、話を盛り過ぎじゃなかろうか。

「スカーレット！」

「言わせてよ、特にクワイトはいつか本当にアンタに殺されるかもって……本当に不安に思ってたんだから」

　止めようとするアーサーさんを振ふり切って、スカーレットさんが声を荒らげた。

「ああ、確かに昨日まではそんな気分だった」

　は？

　ええ！？

　うそでしょ？？？

　深く頷うなずくリッツを水晶玉ごしに三度見くらいしてしまった。しかし隣となりではこれまた訳知り顔で自称魔王が大きく頷いている。

「確かにいつ血の雨が降るかという状態だったぞ、昨日まではな。あれほど荒々しい憎ぞう悪おを全身から発する魔族といえば……と、ファルと二人、あやつの親を改めて考える程ほどにな」

　……そんなに。

「それが今朝になったら聖人君子のような顔でにこやかに食しよく卓たくについているではないか、あまりの変わりようにお前にも見せてやろうと思うてな」

　楽しげに笑う自称魔王の笑顔は輝かんばかりに美しいけど、真ま面じ目めな話、全然笑えない。

　一方リッツは意を決したみたいに顔を上げ、真しん摯しな眼まな差ざしをアーサーさん達に向けて、ゆっくりと話し始めた。

「俺、ミリアが攫さらわれてから、自分でもおかしいって思うくらい気持ちの制せい御ぎよが出来なくて。最初は何とかしなきゃと思ってたんだけど、このところはそれすらどうでも良くなってて」

　淡々と自分の心情を話すリッツを、スカーレットさん達三人は少し遠巻きに見ている。その距きよ離りがそのままリッツと彼らの心の距離にも思えて、なんとも切ない。

「正直、ミリアのもとに行く事しか頭になかった」

「……そうでしょうね、それを阻そ害がいするなら容よう赦しやしないってオーラが全身から出てたもの。それがどうして急に？」

「昨日ミリアからお守りを貰もらったんだ」

「ああ、あの小さな袋ふくろ？　お守りだったのね」

「うん、それが不思議なんだ。お守りを握にぎりしめてるだけでなんか凄く心が落ち着いて……まるでミリアが傍そばにいる時みたいにあったかい気持ちになれて」

　ちょっと照れくさそうに話すリッツを、スカーレットさん達はあんぐりと口を開けて見ている。……ていうかリッツ、そんな風に思ってくれてたんだなあ。

　あたしとリッツは施し設せつで兄妹きようだいみたいに育ったから、そこから生まれる安心感かも知れない、それでも素直に嬉しかった。

「ミリアが攫われて、ニルスやエルンストを置いて来ざるを得なくて……本当は俺、君達を恨うらんでたんだ。嫌いやがる俺を無む理り矢や理り勇者にしたてて、大切な仲間を足手まといだから置いていけって毎日のように責められて」

「……」

「結局その通りになっちまってさ、腹立たしさとか自分の不ふ甲が斐いなさとか皆みんなが無事なのかって心配とか、なんかもう色々な感情が消化しきれなくなってて……この頃ごろじゃ自分でも凶きよう暴ぼうな気持ちが溢あふれてくるのが止められなかった」

「……」

「夜も眠ねむれないし、飯も旨うまくないし、誰だれともしゃべりたくもなかったし、俺から全すべてを奪うばった君達の顔を見るのも嫌だった……もう、ミリアを助けるんだって気持ち以外は、自分で言うのもなんだけど、どす黒い感情しかなかったんだ」

　リッツのあまりにも正直な告白に、スカーレットさん達も神しん妙みような顔で俯うつむいたまま耳を傾かたむけている。話している事は重いのに、不思議とさっきまでの一いつ触しよく即そく発はつみたいなギスギスした雰囲気じゃなくなってきているみたい。

「それが、このお守り握りしめてるだけで綺き麗れいさっぱり」

　そう言って、リッツが破顔した。

　本当に久しぶりに見る、屈くつ託たくのない笑え顔がおだった。

「不思議だな、嫌な感情がみんな消えて、なんか冷静になれたんだ」

　一いつ拍ぱくおいて、リッツはアーサーさん達を改めてゆっくりと見つめる。

「君達にも俺を勇者として魔王城に連れていかなきゃならない深い事情があるんだろう？　俺だってこの先ずっと一人で進んでいけるわけでもない。お互いのためにも、協力して進んでいける手段を考えないか？」




「お前の勇者はずいぶん歯に衣きぬ着せぬ物言いをするのだな」

　カラカラと機き嫌げん良よく笑う自じ称しよう魔王。こんなにあけすけに語るリッツは、あたしだってそうは見ないんだけど。




　ただ、逆にアーサーさんやスカーレットさんは不思議と安心したような顔をして、互たがいに意思を確かく認にんしあうように頷きあっている。

「いいだろう。事情があるとはいえこちらにも非があることは重々理解している。実際今は仲なか違たがいしている場合ではないしな、リッツが待ってくれる気になったのならこちらとしては有り難がたい限りだ」

「そうね、このまま進んだら誰か死ぬのは確実ですもの」

「良かった」

　ニッコリと笑ったリッツに、スカーレットさんは複雑な表情を向けている。

「それにしても、あのお守りがあるだけでそんなにあなたが落ち着くなんてね。とりあえず豹変した理由も分かったし、出来ればこのままでいて欲しいわね」

「俺も、出来ればそうありたいんだけどね」

　困ったように笑うリッツは、本当にそう思っているに違ちがいない。

　自分の中に荒あれ狂くるう感情の波に翻ほん弄ろうされて一番困こん惑わくしているのはきっとリッツ本人なんだもの。

「じゃあ早さつ速そく討とう伐ばつに向かおうか」

　自動補修の魔法のおかげか未いまだにぴかぴかの豪ごう勢せいな装備を身に着けて、アーサーさんが扉とびらに向かう。

「ええ行きましょう。そのお守り、大事にしてね？」

「……」

　スカーレットさんが颯さつ爽そうと立ち上がれば、クワイトさんも無言で追従した。

　リッツはじっとお守りを見つめ、大切そうに握りしめてから彼らの後を追う。その表情はなんだか決意に満ちていた。




　ああ、やっぱりリッツがお守りを握りしめると、強い強い気持ちが伝わってくる。

　言葉で伝わる事なんて、本当に僅わずかなのね。

　いつだってリッツの中にはこんなにもたくさんの感情が隠かくれていたんだ。

　今は魔まに傾いていないせいもあるだろうけど、たくさんの優やさしい気持ちと幾いくばくかの黒い感情があたしの中に流れ込んでくる。

　あたしを早く助けたいっていう焦あせり、自称魔王への腹立たしいような気持ち、ニルス達を心配する気持ち、アーサーさん達を気き遣づかう気持ち、隠し事をされている不信感や悲しい気持ち……あたしに会いたいっていう、嬉うれし過ぎる感情まで。

　本当にたくさんの気持ちが、リッツの中に渦うず巻まいてる。

　その思いがストレートに伝わるだけに、なんだか涙なみだが溢れて止まらなかった。

　どうか、どうかあのお守りがリッツとあたしをしっかりと繫つないでくれますように。できるだけリッツの苦しさを一いつ緒しよに解消していければいい。

「こ、こら。なぜ泣く」

　気がついたら、自称魔王にめっちゃ心配されていた。

　どうやらリッツの感情に集中し過ぎて、場もわきまえず盛大に泣いてしまった事で、自称魔王を驚おどろかせてしまったらしい。

　反省だ。

　こんなところで疑問なんか抱いだかれたら、お守りに必要以上に関心を抱かれてしまうかも知れない。あたしはリッツの変化を浄じよう化かの魔法の賜たま物ものだと必死に印象付けてから、自称魔王の部屋を後にした。
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「いつまで見ているおつもりですか」

　不快だ。なぜそうも飽あきもせず水すい晶しよう玉だまばかり見ていられるのか。ヴェルティ様の御お前まえにティーカップを置く手に自然、力がこもった。

「別に良いであろう、やるべき執しつ務むは滞とどこおりなく行っている」

　ヒトの村落から取り寄せた気に入りの紅茶を優ゆう雅がに口に運びながら、僅かに眉まゆ根ねを寄せる我が主あるじ。確かに執務上支障をきたすわけではないが、そもそもヒトごときに並々ならぬ執しゆう念ねんをもっているそのお姿を見るのが苦痛なのだ。

「今回は随ずい分ぶんと気にかけていらっしゃる」

「うむ。半魔ゆえだろうか、心の揺ゆれが手に取るようにわかる分、いつにも増して興味深い」

「それだけですか？」

「私も……いや、なんでもない」

　忌いま忌ましい。隠し事などされるお方ではなかったというのに。




　あの娘むすめがこの城に来てからだ。

　特にここ最近では娘の体を気遣い、勇者の動向を気にかけ、時に物思いにふける、そんな時間が増えている。まるでヒトであるかのように無む為いな時間を過ごしている様を見ると、非常に不ふ愉ゆ快かいだ。

　それに。

　どうしたことかヴェルティ様の魔の気が以前よりも薄うすくなっている気がするのだ。臣下として、それだけは見過ごすことができない。

　魔族の世界は力こそ全すべてだ。今はヴェルティ様のお力が並外れて強いが故ゆえに、ヒトを母として生まれてもその座を脅おびやかす者もない。しかしひとたびそのお力が翳かげりを見せれば、取って代わろうという者はいくらでもいるに違いないのだ。

　ヴェルティ様はその危機感が薄すぎる。

「貴方あなたは魔を統すべるお方です。ゆめゆめヒトごときに惑まどわされる事などなきよう」

「……分かっている」

　そう口にしながらも視線を逸そらすのは、痛いところを突つかれた時の癖くせ。ヴェルティ様にとって、ヒトとはそんなにも魅み力りよく的てきなものなのか。




　我知らず深いため息が漏もれ出ていた。

　特にあの娘は害のなさそうな顔をして、意外にも抜ぬけ目なく策を弄ろうし行動力もある。お心を乱すような不ふ遜そんな輩やからは早々に我が手で排はい除じよしてやりたいところだが、ヴェルティ様はそれを望まれはしないだろう。

　そこまで考えて、ふと自らの思考を自じ嘲ちようした。確定もしていない先の事で思い悩なやむなど、まるで心配性しようで脆ぜい弱じやくなヒトのようではないか。

　恐おそれる事など何もない。

　あのヒト共がヴェルティ様の害になると判断した時点で始末すればいいだけだ。それまではせいぜい、悠ゆう久きゆうの時を生きるヴェルティ様を楽しませる優ゆう秀しゆうな駒こまとして働いてもらえばいいのだろう。

　そう結論付けて、淹いれたての紅茶をカップへ注ぐ。

「？　どうかしたか？」

「何がです」

「不ふ機き嫌げんだと思ったら、急に悪そうな笑えみになった」

「……特に、何も」

　我が主は昔からこちらの表情を読むのに無む駄だに長たけているのだ、これもヒトが混ざったゆえだろうか。

　あえて目を細め、口角を吊つり上げる。『微笑ほほえみ』にはヴェルティ様を安心させる効果があるとその昔あの女……ファリエル様から習得したテクニックだ。

「ヴェルティ様が心配されるような事など何ひとつありません」

　なぜか胡う乱ろん気な表情で見つめてくる我が主に、重ねて笑顔で応戦する。

　前魔王から託たくされ、この手で育てたと言っても過言ではない大切な我が御み子こ。難事があれば我がこの手で排せばいいだけだ。それが、如何いかなる者であろうとも。
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　さて、これからどうしよう。

　部屋に戻もどってから、若じやつ干かんあたしは困ってしまった。

　なんせ自じ称しよう魔ま王おうはまだまだリッツ達のパーティーを観察するつもりみたいだし、そんな中でお守りを通じて何かするわけにもいかない。

　仕方ないから、今後のためにチューリとの連係を高める練習でもするべきか。

　でもそうすると、ちょっと心配な事がある。

　だってお守りとの繫つながりだけは何があっても手放したくない。

　そっちとも繫がったまま、チューリとシンクロするのは今までよりも難易度が高いわけで……う～ん、さすがにチューリを城から遠く離はなれた場所まで行かせるのは怖こわい気がする。

　何かあった時に助けられなかったら最悪だもの。

「チューリおいで」

「ピッチュルリッピピィ♪」

　嬉しそうに囀さえずりながらあたしの体の周りを旋せん回かいするチューリ、可愛かわいい。うん、この子を無駄に危険な目には遭あわせたくないよね。

　お守りとチューリと、同時に意識を繫ぐのに慣れるまでは無理は禁物だ。この魔王城の中ならチューリが殺されちゃうなんてことないだろうし、暫しばらくは城の中や近辺で訓練する方がいいに決まってる。

「あ……」

　旋回するチューリを見ていたら、ピンときた。

　今、チャンスじゃない？

　ずっとずっと気になってたファリエル様のお部屋、今こそ探検すべき時なんじゃない？

　そう思ったら俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。

　チューリじゃ扉とびらは開けられない。まずはあの春のような庭からアプローチするのが手っ取り早いだろう。慌あわてず騒さわがず、まずはこの魔王城の周りの気配探知を余念なく行う。

　うん、活動してる気配は窓の外広こう範はん囲いにわたって検知できない。これなら。

「よし、チューリ！　一いつ緒しよに探検しよう！」

　早さつ速そくチューリに意識を乗せて、魔王城の窓から飛び出す。




　クルクルっと窓の前で弧こを描えがくように飛んでから、チューリは迷わず魔王城の裏側に向かって飛んでいった。薄うす気き味み悪わるい蔦つたは近寄ってみると何故なぜか若干ウネウネ動いているみたいに見える。

　錯さつ覚かくだろうか、それともまさか植物系の魔物だったりするんだろうか。

　近づく物を無差別に捕ほ食しよくするタイプだったりしたら最悪だから、あたしはチューリをうまく誘ゆう導どうして、魔王城から若干離れ気味に飛んでもらった。

　気味の悪い蔦ゾーンを抜けたら、一気に雰ふん囲い気きが柔やわらかくなる。

　久しぶりに見た。

　夢のように美しい、明るい春のような庭が、眼前に広がっていた。











あとがき






　初めまして、真ま弓ゆみりのと申します。

　この度たびご縁えんをいただいて、ＷＥＢで連れん載さいしております拙せつ作さくを書しよ籍せき化していただける事になりました。幸運すぎて今でも夢なんじゃないかと時々疑ってしまいます。




　コツコツと一年以上ゆっくりと書いてきているこの作品ですが、迷ったり悩なやんだり、チマチマ努力したり……そんな子を書いてみたいと思ったのがきっかけでした。




　一番初めに浮うかんだのは、お姫ひめ様に見み蕩とれる勇者リッツを見て、ショックを受けるミリアのイメージ。そこを文におこしたら、後はするすると自然に情景が浮かんでとても楽しく書けているお話です。聖属性だからこそ見える視覚的な感動や試行錯さく誤ごするもたつき感など、まるで彼女の人生や思いを覗のぞかせて貰もらっているみたいで、いつも書く時に新しん鮮せんな驚おどろきがあります。困った事にどんどんミリアが逞たくましくなり、勇者様はヘタレていき、なぜか自じ称しよう魔ま王おう様の出番が拡大しておりますが……。

　この書籍化にあたってリッツの心情などを随ずい分ぶん加筆したこともあって、ＷＥＢで読んでいた方も新鮮な気持ちで読め、また今回初めてこの作品に触ふれる方も自然に楽しめる作品に進化したのではないかと思っています。これはひとえに、不慣れな私に丁てい寧ねいにアドバイスを下さった担当様のおかげです。

　的確な指し摘てき、疑問にもテキパキ答えるお姿にプロを感じました。本当に感謝しています。




　そして、今回イラストを担当してくださった山やま下したナナオ様。

　素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！

　最初にカバー絵を見た時、あまりにもイメージ通りで感動しました。各キャラのイメージラフまでいただけて、私の脳内ではすべて山下様の絵で場面が再生されるようになりました。




　最後になりますが、この本を手に取っていただいた方。応おう援えんしてくださっている方。

　本当に本当にありがとうございます。

　少しでもミリアと一いつ緒しよにドキドキの冒ぼう険けんを楽しんでいただけたら、とても嬉うれしいです。

　願わくは、また皆みな様さまとお会いできる日がありますように。


真弓りの　　



















『自称魔王にさらわれました　聖属性の私がいないと勇者が病んじゃうって、それホントですか？』




電子版特別ショートストーリー　夢すら見ぬ、深い眠りに















「今日も食べておらぬのか」

「まあ腹が減れば食べるでしょう」




　ファルは事も無げに言うが、昨日も一昨日も食べなかったと言うではないか。魔族にとっては数日食べぬ事など取り立てて騒ぐほどの事でもないが、ヒト族は違う筈だ。それこそ母上は一日三食のうちで一食抜く事さえ無かったと思うが。




　そう呟けば、ファルも「そう言えばそうですね、確かに妙です」と軽く同意する。私には妙に口煩い割に、他者については概ねこんな調子で適当なのが解せない。しかも私がミリアの体調を案ずるのがどうにも気にいらないらしく、このところ常に機嫌が悪いのが困ったところだ。

　「この娘、気に食わぬ事があればすぐにハンストとは、なかなか情が強い」

　脆弱な生物の癖にと言わんばかりでファルは腹立たし気な様子だが、私にしてみれば、いきなり連れ去られ、勇者と引き離されても足掻き続けるその様は、子猫が威嚇するような必死さで面白くもいじらしくもある。

　成猫となれば爪の威力も増すであろうが、それとて私には傷一つ付けられぬだろう。なのに、本気で挑んでくるのが愛らしい。本当に、良い拾い物をした。




　ほどなくミリアの部屋につき、扉を叩くも返事がない。仕方なく静かに扉を開けば、ミリアは床に座ったまま壁にもたれて眠っていた。

「寝ている……か」

「ヴェルティ様のお心を煩わせるにもほどがある。叩き起こしましょう、飯を食わせます」

「待て！」

　わざわざついて来たのか、私の横からずかずかと部屋に入り込もうとするファルを、私は慌てて押しとどめた。

「寝かせてやろう、眠りも覚つかぬ様子だと言ったのはファルではないか」

　片眉を上げたまま動きを止めたファルを押しやって、私はマントをおもむろに脱いだ。室温は問題ないだろうが見た目が寒そうに見える。マントを片手に、起こさぬようゆっくりとミリアに近づいた。

「ヴェルティ様、マントなど体にかけては、貴方がここに来たのが丸わかりですが」

「む、何か問題があるか？」

「この娘一人前に、寝ているところに入って来て欲しくないなどと言っておりました」

「む……そうか」

　それでは、証拠を残すのは良くないか。辺りを見回しベッドの上に置かれていた毛布を取り上げれば、またもファルに止められる。

「そもそも温度管理は完璧です。放っておいても体調に変化はきたしません」

「それは、分かっているが」

「この娘の部屋に来るのは今のところ我のみです。ヒトごときに気を遣ったと思われるのは不快です」

　口元をへの字に曲げているファルにそう言われて納得する。確かにファルが毛布をかけたのだとミリアに勘違いされるのは私もなぜか不快だ。

「これでも最上級魔族ゆえ、我が気遣う必要があるのはヴェルティ様のみ」

弱者が強者に傅くもの、という魔族らしい理由に笑ってしまう。だが、これは魔族社会の大きなルールだ。




「すまぬな」

熟睡している様子のミリアに小さく声をかけて、一層華奢になったその身に近付く。

健康的だった肌色が徐々に色を浅くしているのも、笑顔が少なくなったのも、本当はとても気になっているというのに、毛布一枚かけてやる事すら止められるとは面倒なものだ。

気持ち良さそうに眠るその頬にゆっくりと手をあてた。

少しだけ頬が冷たく感じるのは眠っているからか、食事をとらぬせいなのか。せめて良い夢を見られればいい。




呪文を紡ごうとして、はた、と気が付く。

ミリアにとっての良い夢など、勇者の夢に決まっているではないか！

腹立たしい！　全くもって腹立たしい！




「夢すら見ぬ、深い眠りにつくがいい！」




私は催眠の魔法をたっぷりかけてから、ミリアの部屋を足音高く立ち去る。後ろからのファルのため息は、聞こえなかった事にした。
















カバー・本文イラスト／山下ナナオ

デザイン／長谷川有香＋監物玲奈（ムシカゴグラフィクス）










自じ称しよう魔ま王おうにさらわれました




聖せい属ぞく性せいの私わたしがいないと勇ゆう者しやが病やんじゃうって、それホントですか？

【電でん子し特とく典てん付つき】
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